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　星ほし野の輝ひかるは自分のくしゃみで目が覚めた。

　むき出しの肩かたが冷たくて、身み震ぶるいすると上うわ掛がけがかけられた。同時にぐっと引き寄せられる。

　素す肌はだに感じる温ぬくもりが心地ここちいい。

　じんわりと体が温かくなり、ほっとして体から力が抜ぬけていく。

　視界が完全に閉とざされようとしたそのとき、ふと、肌はだ色いろの中に一部、色の違ちがう部分が目に飛び込んできた。星野は一度目を閉じたが、違い和わ感かんを覚えて再び目を開ける。

　二度三度と瞬まばたきを繰くり返すうちに、次し第だいに意識がはっきりとしてくる。目を眇すがめて顔を近づけると、ぼんやりとしていた色の違う物体に焦しよう点てんが合った。輪りん郭かくがくっきりしたことでその存在を認にん識しきし、星野は思わず叫さけび声を上げた。

「わーっ！」

　ふっくらとした柔やわらかな乳ち房ぶさだったらどんなに幸せだったか。

　しかし星野が頰ほおずりしていたのは、真っ平らな男の胸だったのだ。

　飛び起きた勢いで、上掛けと一いつ緒しよにベッドから転落してしまう。後頭部を床ゆかに打ちつけたが、痛みを感じなかったのは、ふかふかの絨じゆう毯たんだったからだ。

　相手の体に乗り上げるようにして眠ねむっていたらしくて、起き上がったら背骨がばきばき鳴った。

「痛いてて……」

　星野はきしむ体をどうにか起こしたところでふと下着一枚身に着けていなかったことに気づき、二重に驚おどろいた。

「な、なんなんだよ、これ……」

　慌あわててベッドの上を確認すると、同じく全ぜん裸らの男が横たわっていた。

　なんでお互たがいになにも着ていないんだ？　それ以前に、お前はだれだ。

　極度の近眼というわけでもないのだが、裸眼だと景色がかすむ。数メートル程度の距きよ離りなら顔の判別はつくのだが、相手は星野に背を向けて眠っている状態だ。

　星野はおっかなびっくりしつつ、じりじりとベッドに近づいていく。

　相手との距離が一メートルを切ったあたりで、彼が寝ね返がえりを打った。目を覚ました男と目が合った瞬しゆん間かん、全身の血液が一瞬で冷たくなったような気持ちになった。

　目めじりがつり上がり気味の鋭するどい瞳ひとみ、左さ右ゆう対たい称しようの整った顔立ち。体格の良さは知っていたが、脱ぬいだことで全身が筋肉の塊かたまりだということがよくわかる。いつもは整せい髪はつ料りようでぴっちり整えている髪かみの毛が、今は額を隠かくしている上に、少しだけ寝ね癖ぐせがついている。

「き、北きた白しら川かわ……？　な、なんで……」

　頭が混乱してしまい、言葉が続かない。

　普ふ段だんと様子が違っても、昨晩の酒がまだ残っていても、その顔を、星野が見み間ま違ちがえるはずがない。

「おはよう、星野。朝から騒そう々ぞうしいな」

　会社の同どう僚りようである北白川篤あつ成なりは少し皮肉っぽく言った。慌てふためく星野とは対照的に、北白川の声や表情は落ち着いている。

　一体、なんなんだ……？

　星野はずきずきする頭を抱かかえて目を閉じて、昨晩、職場を出る頃ころからの記き憶おくをたどった。










　トイレの手前で、星野は受付の制服を着ている女性に呼び止められた。平均身長よりも五センチほど高い星野は、小こ柄がらな彼女を見下ろす。

「あの、星野さん。このあとご予定ありますか？　今からみんなで飲みに行こうって話になってるんですけど」

　大きな瞳にばさばさのまつ毛。今どき珍めずらしい黒くろ髪かみ。美人というよりはかわいい。

　会社の顔でもある彼女の存在は、星野も知っている。受付嬢じようはみな容姿端たん麗れいだが、彼女はとくに人目を引く。はっきり言って星野の好みだ。

　社内きっての美人とも言える彼女から、以前よりそれとなくアプローチをされているのは感じていたし、今日だっておそらく、みんなと飲みに行くといいつつ、なんとなくその先を予感させる雰ふん囲い気きをにじませている。

　しかしせっかくの誘さそいを、星野は断らなくてはならないのだ。

「ありがとうございます。でも、まだ仕事が残ってるんです」

　目をじっと見つめてゆっくり丁てい寧ねいな口調で言葉を返すと、彼女は残念そうな顔をしつつも、少し照れた表情になった。

　仕事なんて噓うそだが、体ていよく断るには一番角が立たない理由だ。今までにもこうやって女性たちからの誘いを断ってきた。

「い、いえ。営業さんはとくに月末や月初めは忙いそがしいですもんね。こちらこそお忙しいのにすみませんでした」

「また誘ってください」

　じゃあ、とあいさつしてからトイレに逃にげると、通路から女性の声が聞こえてきた。

「どうだった？　星野さん、来るって？」

「まだ仕事が残ってるんだって」

　声を抑おさえて話してはいるものの、定時を過ぎた静かな社内では、女性の甲かん高だかい声はよく通る。

「声をかけるだけ無む駄だ、っていうのは本当みたいね。課全体の飲み会は仕事だから出るみたいだけど、それ以外で誘い出せた人の話なんて聞いたことがないし」

「やっぱり難しいのかなぁ。星野さん、彼女いるのかな」

「どうだろうね。あれだけかっこいいんだから、いないわけないと思うけど」

「ホントかっこいいよね。シャツとか靴くつとか、ちょっとした部分だけ見てもセンスいいんだもん。私服も見てみたいな。ぜったい素す敵てきだと思う」

　少しずつ声が遠ざかっていく二人の会話が気になって、星野はつい耳をそばだててしまう。褒ほめられて悪い気はしない。

「でもさ、ああいうクールなタイプって観賞用じゃない？　笑え顔がおなんだけど目が笑ってないっていうか。なんとなく周りを寄せつけないオーラ漂ただよってるし」

「ええ？　そんな風には感じないけど？」

「あんた鈍にぶいわね。営業の子に聞いたら仕事はかなりきっちりしてるみたいだし、デスク周りも常にきれいにしてて、神経質で完かん璧ぺき主義って言われてるみたいだよ。そういう男って一緒にいたら疲つかれちゃうんじゃない？　同じイケメンだったら、私なら北白川さんのほうがいいな。大らかで優やさしそうだし、なによりもお金持ちだし」

　おいおい言いたい放題だな。全部聞こえてるんだからな。

　星野はぎりぎりと歯を嚙かみしめる。おまけに名前を聞くだけで不ふ愉ゆ快かいになる男と比ひ較かくされ、思わずトイレの壁かべを叩たたきそうになった。

「えー、北白川さんのほうがみんなの憧あこがれの人っていう感じじゃない？　上流階級の人なんて、それこそ一緒にいると疲れちゃうよ」

　受付嬢は星野狙ねらいだったはずなのに、ほんのりと北白川を持ち上げているので、星野はおもしろくない。どうせ庶しよ民みんですよ、とネガティブな感情が芽生えてくる。

　二人の話し声が完全に聞こえなくなるのを待ってから、星野は営業部の部屋に戻もどった。つい先ほどまではデスクに座っている人がぽつりぽつりいたのに、星野が席を立ってからほんの数分の間に、一人を除いてだれもいなくなってしまった。

　仕事以外で星野から話しかけることはめったにないのだが、今日だけは別だ。

　つい先ほど北白川と比べられてかちんときていたとはいえ、練りに練った作戦を実行するには今このタイミングしかない。

「北白川、お疲れ。今日はもう上がるのか？　今から予定はあるか？」

　否定的な感情は笑みの下に隠し、星野は帰り支じ度たくを始めた北白川に声をかけた。

「いや、とくに」

「なら食事でもどうだ？　この前、取引先の接待で行ったレストランが気に入ったから、どうかと思って」

「いいね。行こうか」

　北白川は人のよさそうな笑みを浮うかべて立ち上がった。

　星野が北白川を誘ったのは、親友だからではない。好意を抱いだいているからでもない。先週行われた接待のリベンジのためだ。

　基本的に、星野の営業先の担当者は男性が多い。接待要員として駆かり出されるときも、相手が男性のときに限り率そつ先せんして手を上げてきた。星野は中学から男子校で、大学も女子が数人しかいない学部だったため、女性に免めん疫えきがなく男を相手にするほうが得意なのだ。

　だが、今回ばかりは勝手が違った。相手はメディアでもなにかと話題になる女性社長だったのだ。ウワサによるとイケメン好きとのことで、社内でも屈くつ指しのイケメンかつ接待向きの人材をかき集めて挑いどんだ。

　その一員として選ばれた誇ほこらしさはあったが、ぜったいに失敗できない大きな商談だったこと、しかも女性社長ということで、星野はらしくなく緊きん張ちようした。

　テーブルの上に並ぶカトラリーの数々、グランドピアノの生演奏、洗練されたウエイターたち。そつなくこなせるはずなのに、このときの星野は雰囲気に飲まれてしまい、借りてきた猫ねこのようにおとなしくなってしまったのだ。

　ところどころで上司が商談を絡からめて話をしていたし、上流階級トークを好む彼女は北白川と波長が合ったらしくて終始ご機き嫌げんだった。

　また北白川は、口から魂たましいが抜ぬけてしまった星野をこっそりフォローしてくれたりもした。おかげで終しゆう盤ばんにかけて落ち着きを取り戻した星野はなんとかその場を切り抜けられたし、上司にもバレなかったために咎とがめられることもなかったのでほっとした。

　ただし北白川にサポートされた上に、彼の営業力を目まの当たりにした星野は、言い知れぬ敗北感に打ちのめされたのだった。

　北白川家、といえば旧華か族ぞくで土地持ちで、資産家らしい。らしい、というのは女子社員たちの噂うわさ話が耳に入ってきただけで、本人に確かく認にんしたことはないからだ。わざわざしたくもない。

　北白川自身、家いえ柄がらを鼻にかけるような態度ではないが、話し方や仕草など様々な角度から見ても彼の育ちのよさはうかがえる。実際に、息をするようにカトラリーを使いこなし、取引相手との会話を楽しんでいた。スーツや服ふく飾しよく雑貨、パスケースひとつ取っても上等な物を持っているので、金持ちという噂はまず間ま違ちがいないだろう。

　戸と惑まどう星野を、北白川はバカにしたり蔑さげすんだりしなかった。そういう部分からも品のよさが感じられ、星野はさらに頭を殴なぐられたようなショックを受けた。正直言って、悔くやしかった。

　北白川が営業にくるまでずっと、星野が営業成績トップだったのだ。それなのに彼が異動してきてからというもの、星野は常に次点に甘んじている。営業成績も家柄もマナーも、なにもかも北白川に敵かなわない。

　北白川は目の上のたんこぶだ。排はい除じよできない以上、自分が超こえるしかないのだが、なかなかうまくいかないため、星野は余計に北白川に腹が立っている。

　青春時代の星野は、右を見ても左を見ても前も後ろも男男男という中で生きてきた。そのため「男のノリ」というものを熟知しており、上司の信しん頼らいは厚く、後こう輩はいには慕したわれ、社会人になってからの星野の人生は順風満まん帆ぱんだった。

　しかし、それも北白川が現れるまでの話だ。イケメン御おん曹ぞう司しが営業に異動してきてからというもの、星野はあっさり二番手に落ち、「敗北感」という三文字を心の奥深くに植えつけられたのだ。その上、北白川は、星野以上に女性にモテモテだ。

　北白川という男がこの世に存在しているだけで、星野はコケにされた気分だ。

　まずは「接待の場の雰囲気に飲まれて本領発揮できなかった星野」とインプットされただろう北白川の頭の中をリセットする。あらためて同じレストランで食事をするのは、そのためだ。そして嫌きらって寄りつかなかった自分を反省し、北白川に歩み寄ってみることにした。もちろん友好な関係を築くためではない。敵を知るために、一度じっくり話してみるべきだと思っての食事の誘いだ。

　マナーなどもひと通り勉強しているのでそれなりにできるが、星野は初心に返ってインターネットのマナー動画を見直したり、自宅で厚い肉を焼いてナイフとフォークの練習をしたりして、この一週間、この日に備えてきた。心の準備は万ばん端たんだ。

　おかげで、星野はエレガントに振ふる舞まえた。先日の接待中の姿は幻まぼろしだった、と思い直すはずだ。北白川の記き憶おくの上書きは、まずは成功したと言えよう。

　二人に共通するネタがそのぐらいしかないというのも理由ではあるのだが、仕事の話では会話が弾はずんだ。どちらかといえば星野が北白川を質問攻ぜめにして一方的に話しているような状じよう況きようではあったが、敵を知ることができたし、先日の失態もカバーできたことで星野のプライドは保たれ、食事が終わる頃ころにはすっかり気がゆるんでいた。つい飲むペースも上がってしまったことに、星野は気がつかなかった。

　店を出る瞬しゆん間かんまで、星野は洗練されたデキる男を演じられたはずだ。あとはもう帰るだけだ。

　しかし、気を張れたのはそこまでだった。すでに足もとにきていたこともあって、店の外に一歩出た途と端たんに、タガが外れてしまったのだ。

「星野、大だい丈じよう夫ぶか？　自宅はどこだ？」

　地下鉄の階段を探してふらふらと歩く星野に、北白川が背中から声をかけてくる。

「どこだっていいだろ」

「たしかにそうなんだが、星野がきちんと家まで帰れるのか心配でな」

「余計なお世話だ。離はなせよ」

　肩かたに回された北白川の手を振り払はらった。その勢いでバランスを崩くずし、星野は尻しり餅もちをつく。

　情けない姿を北白川に見せている、という羞しゆう恥ち心しんは、この時点ではまだ頭の片かた隅すみにあった。

　せっかくリベンジを果たしたのにまたこのザマだ。みっともない。

　しかし重おも石しが乗せられているように体が動かず、星野は立てなくなってしまう。

　酔よっぱらいのすることだから、とでも思っているのか、北白川は無様な姿を笑うことをせずに、手を取り引っ張り起こしてくれる。しかし自分で自分の重心がどこかわからなくて、支えてもらっていないと転てん倒とうしてしまいそうだ。

「こんな状態では電車に乗せられないな。タクシーで自宅まで送るから、住所を教えてくれ」

　しっかりと支えてくれる腕うでにほっとして、星野は目を閉じた。頭の上から北白川に呼びかけられているのはわかっていたが、それに答えられたのか、星野は覚えていない。

　北白川に名前を呼ばれてふと目が覚めたら、星野はベッドの上にいた。

「シーツがびしょびしょじゃないか。こっちのベッドは使えなくなってしまったぞ」

　北白川が困ったような声で言いながら、星野の体をバスタオルで拭ふいている。

　どうやら星野は風ふ呂ろ上がりらしいのだが、入った自覚はまったくない。

「ここ、どこ？　ずいぶん豪ごう華かだな」

　毎日の習慣で、風呂に入るときにコンタクトレンズを外したらしい。なんとなくぼんやりとしか見えないが、星野が今いるベッドは大人二人、余よ裕ゆうで寝ねられるサイズだ。もうひとつ、同じベッドが隣となりにあるので、北白川の家ではなくホテルの客室だろう。しかしホテルのわりには広い。さらに開いていたドアの向こうは電気が煌こう々こうとついており、玄げん関かんという雰ふん囲い気きではなさそうだ。

「うちが株主になっているホテルだ。株主優待があるから、部屋が空いていれば自由に泊とまれるんだ。送っていこうと思ったんだが、タクシーに乗ろうとしたときにはもう星野が眠ねむってしまっていたから、どうにもならなかったんだ。荷物や財さい布ふを勝手に漁あさるわけにもいかないし」

　星野が普ふ段だん出張のときなどに使うビジネスホテルは、ドアを開けて数歩進んだらすぐベッドだ。しかもシングルサイズなのに部屋の半分を占せん領りようしていて狭せまい。

「これがホテル？　株主優待？　自由に泊まれる？　どんな生活してたらそうなるんだよ」

「俺じゃない。親の話だ。家族も使えるっていうだけの話だ。とにかく体を拭け。風邪かぜひくぞ」

　絡み始めた星野を黙だまらせようとしたのか、北白川は星野の頭を少し雑に拭いた。

「……なんなんだよお前は。海外事業部にいたんだろ？　花形出世エリートコースじゃん。そっちにいればいいじゃん。なんでこっちくんだよ。旧華族だ？　金持ちだ？　しかもイケメンで、なんでお前みたいな男がこの世に存在してんだよ」

「意外だな。星野は俺をイケメンだと思っていたのか。いろいろと褒ほめてくれているようにも感じるな」

「ほ、褒めてなんかねえよ！」

　おまけにポジティブだ。今の星野の言葉を聞いて、なぜそう思えるのか。

「そうか？　でもまあ、自分のことを卑ひ下げすることもないと思うが。星野も充じゆう分ぶんにイケメンだ」

「えっ？　イ、イケメン？」

　北白川の口から星野を持ち上げる言葉が出てきて、思わず聞き返してしまう。

「ああ。まあ、イケメンというより美人というほうが適切かもしれないが」

「びっ……、おい、お前、俺のことからかってんのか？」

　普段の星野は北白川ともっと理性的に会話ができるのに、アルコールのせいでタガが外れてしまい、言葉づかいも雑だ。

　星野は北白川のタオル攻こう撃げきから逃のがれ、びしょびしょのベッドから下りた。足の裏に伝わる絨じゆう毯たんのふかっとした感かん触しよくが、ビジネスホテルのそれとはまったく違う。

　立ち上がった瞬間に部屋の中がぐるりと回った。

「からかうなんて心外だな。アイドル並みの風ふう貌ぼうじゃないか。学生時代はさぞかしモテただろう？」

「……学生時代」

　学生時代、と言われて一瞬で過去の記憶が蘇よみがえってくる。楽しかったか、と問われれば間違いなく楽しかったと即そく答とうする。が、モテモテだったか、と問われたら。

「う……、わああああああ！」

　星野は頭を抱かかえてその場にしゃがみ込む。

「お、おい、どうしたんだ」

　普段からは想像もつかないような星野の取り乱しぶりを見て、北白川が心配げな声を出す。

「悪酔いしているようだな。とりあえずこれ着て。いつまで全ぜん裸らでいるつもりだ。コップ一いつ杯ぱい水を飲んで寝ろ。明日あしたも仕事なんだ。酒臭くさいまま出勤できないだろう？」

「触さわるなっ！」

　差し伸のべられた手を振り払ったら、ぱちんと大きな音がした。酔っているからか星野は痛みを感じなかったが、北白川を叩たたいてしまった、という自覚はあった。

　だが、謝罪の言葉が素す直なおに出てこない。そもそもなんで自分をバカにする男に謝らなければならないのか。

「なにがモテただろう、だよっ。ぜんぜんモテなかったよ！　中学高校が男子校で、六年間、学年トップの成績を維い持じするガリ勉野や郎ろうだったんだよ。おまけに大学は理系で女子なんて学年に数人しかいない学部に入っちゃって、いつ、どうやってモテればいいんだよ！」

「星野は気が多いタイプか？　万人にちやほやされなくたって、恋こい人びとがいればいいじゃないか」

「こ、恋び……」

　その恋人すらいなかったんですが。

　北白川はなぜ星野の地じ雷らいを次々に踏ふんでいくのだろう。星野の過去を知っててわざと嫌いやがらせをしているとしか思えないほど、触ふれられたくない部分をピンポイントで突ついてくる。

　カウンターを二発食くらって打ちのめされて口をあわあわさせる星野を見て、北白川は首をかしげた。

「まさか、恋人もいなかったのか？」

　驚おどろきに目を見開いた北白川を見て、星野はかちんときた。

「まさか、ってなんだよ。世の学生は全員恋人がいなくてはならない法律があったか？　みんながみんな充じゆう実じつした学生生活を送ってるって本気で思ってるなら、今すぐその考えは捨てろ」

　北白川の発言は、恵めぐまれた人生を歩んでいる、勝者の証あかしだ。それに引き換かえ星野ときたら、と思うと鬱うつ々うつとした気持ちになってくる。同じ年だけ生きてきたはずなのに、どうしてこうも違ちがうのか。

「恋人もいなかったってことは、星野は童て──」

「黙れ！」

　星野は北白川の言葉を遮さえぎった。

「俺はその言葉を、世界で最も忌いみ嫌きらってるんだ。二度と口にするな」

　星野には、ぜったいに知られてはいけない秘密がある。この年になるまで、ひた隠かくしにしてきたこと。それはつまり、あれだ。

　今までずっと隠し通してきたのに、なぜよりによって北白川に知られてしまったのだろう。ある意味、一番知られたくない相手だ。頭が痛い。

　バレてしまったことにより、星野には「ただの童どう貞てい」か「素人しろうと童貞」という二択たくが与あたえられた。どちらも不ふ名めい誉よな称しよう号ごうだが、後者であれば一応童貞というカテゴリーから除外してもいいはずだ。

　しかし恋人もいなかった上にモテない男がどのように童貞を喪そう失しつしたのか、と考えたら、プロにお世話になったことなど容易に想像がついてしまう。個人的にはそっちのほうが嫌だったので、星野はただの童貞のほうを選んだ。

「別に悪いことではないじゃないか。そんなに気にしなくてもいいと思うぞ」

「変な慰なぐさめなんかするなよ。ムカつくな。経験者様には俺の気持ちなんてわからないんですよ」

　中学受験は星野の意志ではなく、両親に受けさせられただけだ。しかし全国でも一、二を争う超ちよう難関校に合格して、両親の誇ほこらしげな顔を見て、うれしかったのも事実だ。秀しゆう才さいの自負もあった。

　ただし己おのれの人生を振ふり返ってみれば、合格の瞬間に星野の童貞人生が決まってしまったのだ。

「……もうすぐ三十歳なのに」

　星野は長いため息をつく。

「男子校じゃなかったら、俺の人生はバラ色だったんだろうなぁ……」

「俺だって中学高校は男子校だったぞ？」

「モテ自じ慢まんですか？　お前はどうせ社交界的な場所で知り合ってんだろ。なにからなにまで恵まれているお前に俺の気持ちがわかるか！　俺はモテるために、今まですっごく努力してきたんだよ！」

「あー、はいはい。わかったわかった。続きは明日聞くから、とりあえずもう寝ろ」

「うるさいっ！」

　押し問答ののちに、北白川は暴れる星野を支えるのは無理だと判断したらしい。星野を肩かたに担かつぎ上げ、ぴんとシーツが張っているもうひとつのベッドに連れていった。

「どうすればいいんだよ。このままじゃ俺、魔ま法ほう使いになっちゃうじゃん……」

「魔法使い？」

　なんだそれは、と問われたが星野は答える気力がなく、北白川の肩に体重を預けてだらりとぶら下がる。

　童貞のまま三十歳の誕生日を迎えると魔法が使えるようになる、という都市伝説を、北白川は知らないらしい。刻一刻と迫せまってくるタイムリミットに怯おびえる星野とは真逆の人生を歩んでいる証をまたひとつ突きつけられてしまう。

「童て……、いや、それであることを気に病やんでいるなら、さっさと経験してしまえばいいだろう。星野は社内でも人気があるようだから、寄ってくる女性はたくさんいると思うが？」

　北白川は星野をベッドに下ろし、あきれたような口調で言った。

「簡単に言うな。緊きん張ちようして立たなかったらどうするんだよ。下手くそって思われたら立ち直れないじゃないか」

「思ったところで、口にする女はそういないぞ」

「口にする女に最初に当たっちゃったらどうするんだよ！　そもそも、そう思われること自体が屈くつ辱じよくだ」

「ネガティブだな」

「俺は常に最悪の状じよう況きようを考えて行動するんだよ！」

「頭でっかちになってしまったんだな。とりあえず一歩踏み出さないと、ずっとこのままだぞ？」

「一歩踏み出したくても、魔法使い見習いだなんて知られたら、俺にどこか欠けつ陥かんがあると思われるかもしれないじゃないか！　努力して外見磨みがいて仕事がんばったって、所しよ詮せん俺は汚けがれなきピュアッピュアな男なんだよっ」

　星野はベッドに伏ふせ、枕まくらに顔を埋うずめた。悔くやしくて情けなくて、なんだか泣けてくる。

「もう寝ねろ」

　北白川のため息が聞こえた。

「……どうせ俺のこと、酔よっぱらいと思ってるんだろ」

「どう見てもただの酔っぱらいだが」

「恵まれた人生を送ってるお前には、俺の気持ちなんかわからないんだよ」

「星野だって充分にいい男だぞ？」

　北白川の声に、若じやつ干かんの笑えみが含ふくまれている。

「いい男だぞ、のあとに、ピュアボーイじゃなければな、って聞こえた」

「絡からむなぁ。星野の酒さけ癖ぐせの悪さはわかった。今はなにを言っても無む駄だみたいだな。いっそ俺が相手になってやるか」

　北白川は小さく笑い、星野の髪かみに触れた。

　北白川が俺の相手になる？　相手、ってどういうことだろう。話の流れから想像すれば──。

　いやいやいやいや、それはない。だって、想像してみろ。俺と北白川が絡み合う姿を……。

　想像力が豊かな星野は、頭の中にイメージしてみてげんなりした。

　顔をひきつらせた星野を見て、北白川が愉ゆ快かいそうな笑みを浮うかべた。北白川はなぜ仕草ひとつひとつでこうも星野をいら立たせられるのだろう。

「これで星野も童貞を卒業できるぞ」

「その単語を口にするなって言っただろ！」

「いや、童貞卒業は無理だな。ここで一念発ほつ起きできる男だったら、今まで大切に大切に童貞を守ってきてないよな。すまない、星野」

　北白川は憐あわれみの表情をしつつも、口元が笑っているように思えてならない。

　童貞童貞と連発して、星野を煽あおっているのか？　バカにしているのか？　今まで会社で、仕事の用件で会話する以外は徹てつ底てい的に避さけてきたから、その仕返しをしているのか？

「いい加減に、もう寝ろ。風邪かぜひくから早くこれ着て──」

「うわぁっ！」

　バスローブを差し出す北白川の手が肩に触れて、星野は飛び上がった。

　男に触さわられたところでどうということはないはずなのに、なに意識し始めちゃってんの？

　星野はばくばくする心臓のあたりを押さえながら、北白川の顔を見上げる。

　柔やわらかな胸や尻しり、くびれのあるウエストラインもないこんな大おお柄がらな男を、星野が抱だけるはずがない。

　あらためて想像してみたが、星野の下腹部はピクリとも反応しない。むしろ反応しなくてほっとしている。

　星野は北白川からバスローブを奪うばい取り、広げた。さっさと眠ねむってしまおう。

　そう思ったとき。

「え……、ちょ、ちょっ……」

　バスローブを持っている星野の手をつかんだ北白川は、星野をベッドに押し倒たおしたのだ。

「な、な、な、な……」

　とっさの出来事に対応できず、星野は口を開けたまま北白川の顔を見上げる。

「手順がわからないなら教えてやるよ。こうやって、自然に押し倒すだけだ。簡単だろう？」

「め、めっちゃくちゃ不自然だろっ！」

　その前に、星野にはホテルに連れ込むという難関が待っているのだ。いや、まずはデートをすることだ。デートの約束を取り付けるほうが先だ。いずれにしてもベッドに押し倒すまでに星野に課せられた課題は山のようにあるのだ。そこをクリアせずに、いきなりベッドのテクニックを教えられたところで無駄だ。

「そうか？」

「そうだ──っ」

　星野を見下ろす北白川の表情が、なんだか色っぽくてどきっとした。このような状況になって臨戦態勢に入ったのだろう。急にスイッチが切り替かわった北白川がまるで別人のように見えた。

「こうやって、雰ふん囲い気きを作っていけば、相手もその気になるさ。というか、部屋に入った時点で相手はＯＫの合図を出しているんだから、簡単だろう？」

　北白川は星野の髪の毛をなでながら、艶つやっぽい笑みを浮かべている。なんだかんだ言って北白川はいい男だ。星野にはソッチの気がないはずなのに、なぜか心臓のどきどきがうるさい。

「ちょ、ちょ、ちょい待て、北白川。み、水！　水が飲みたい！」

　星野は北白川の厚みのある胸を押し返してベッドから下りた。というよりも落ちた。気持ちは非常に焦あせっているのに、アルコールが回った体は追いつかない。

　もたつきながら冷蔵庫を開けると、まずアルコール類が目に飛び込んできた。

　緊張しているせいかのどがカラカラだ。潤うるおせるならこの際、水でなくてもいい。

　星野は缶かんビールを開けて一気にあおった。

「おい、星野。やめておけよ。二日酔いになるぞ」

　北白川は慌あわてて缶を取り上げにやってきたが、すでに空だ。

「雰囲気づくりとやらを実じつ践せんしてやる。ベッドに横になれ」

「はいはい。というか、星野が相手を誘ゆう導どうしてやらなきゃ」

「わ、わかってるよ！　こうだろ！　これでいいんだろ！」

　星野は北白川のスラックスのベルトの辺りに手を添そえて、ベッドに連れていく。といっても足もとがふらふらで、どちらかといえば北白川に支えられている状況ではあるのだが。

「そう。それで、ベッドに来たら？」

「わ、わかってるよ。服を脱ぬがせるんだろ！」

　星野は北白川のネクタイを緩ゆるめた。

　え？　え？　俺なにやっちゃってんの？　北白川のこと抱いちゃうの？

　急にビールを一気飲みしたせいで、頭がくらくらだ。判断力も低下してしまっているに違ちがいない。普ふ段だんならぜったいにそんなふうには考えないはずなのに、ここを乗り越こえれば明日から俺は別世界の住人になれるのかもしれない、という思いが一いつ瞬しゆんだけ頭を過よぎったのだ。

　──魔法使いになんかなりたくない。

　星野の切なる願いなのだ。










　ベッドにひざをかけたときの、ぎしりと沈しずんだマットのスプリングの音や、そのときの北白川のニヤついた表情は、なんとなく覚えている。

　では、その先は？

　星野はぎゅっと目をつぶり、ベッドに上がってからの行動を思い返した。しかし、それ以降の記き憶おくがぷっつりと途と切ぎれている。

　意識がなくなってしまったということは、セックスなどできなかったのではないだろうか。

　まさか、俺が掘ほられているなんてことは……。

　星野はそのシーンを想像しかかって、慌てて頭を左右に振ふった。自分が北白川に抱かれている場面など考えたくもない。

　前後不覚になっていたとはいえ、万が一尻に挿そう入にゆうされてしまっていたら、さすがに気づくだろう。けれどそれらしい痕こん跡せきはないし、痛みや異物感もない。すなわち、なにもなかったと思われる。

　紳しん士し的で育ちのよさがうかがえる北白川だ。いくらなんでも酔っぱらいに手を出すなんて非常識な真似まねはしないはずだ。

　星野も星野で、酔った勢いで男を抱いたり男に抱かれたりなどしたくない。もしも北白川との間になにか起きていたとしたら、一生断酒を検討しなくてはならないだろう。

　北白川はきっと、星野をからかっていただけだ。

　星野は頭をぐるぐるさせ、ようやく答えが出た、ちょうどそのとき。ベッドに横たわっていた北白川が上半身を起こした。

「あー、痛い……」

　北白川は緩かん慢まんな動作ののちに小さくうめき、腰こしのあたりをさすった。いや、手の位置は尻に近かったかもしれない。

　まさか……な。

　星野の目が宙を泳ぐ。

　いやいや、なにそんな演技してるんだよ。ありえないだろう？　俺がこの大柄な、しかも男である北白川を抱いたなんて……。

　部屋を一周して視線を北白川に戻もどしたが、やはり腰から尻付近をなでている。

　噓うそだろう？

　星野の目の前が真っ白になった。やはり、星野は北白川を抱いてしまったような気がしてきた。

　さぁ、っと血の気が引いていく音が聞こえた気がした。指の先が冷たくなっていくのも感じていたし、額には冷たい汗あせが浮かび始める。

　仮定ではあるが、星野が北白川を抱いてしまったとして考えてみる。

　星野の記憶が正しければ、まずは、あの流れからすると双そう方ほう合意の上だ。星野は完全に酔よっていたが、北白川は酒が入っているとはいえ正常な判断能力はあったはずだ。

　次に、星野は細身で、完全インドア派だ。しかし北白川は確実にスポーツをやってきた体つきをしている。二人の体格差を考えると、星野が無理やり押さえ込んでどうこうしたとは考えにくい。きわめてスムーズに行われたと思わせるには充分すぎるほどの状況証しよう拠こに、星野は頭を抱かかえた。

　やっぱりやっちゃったんだ……。なんてことをしてしまったんだ。

　どう考えても言い逃のがれできない。ただ、疑問点もあるのだ。相手は男で、しかも北白川だ。酒の勢いと、魔ま法ほう使いを回かい避ひするという願望だけで抱けるのだろうか？　そもそもちゃんと勃ぼつ起きしたのか？　射精できたのか？

　いや、今はそんなことを考えている場合じゃないだろう。勃起とか射精とか、やめろ朝から生々しい。

　素面しらふだったら絶対に、星野はこんなことなどしていなかった。状況から推測するに、無理やりだったわけではないことは想像がつく。しかし、北白川に体の負担をかけてしまったという事実は消せないのだ。

「北白川、すまなかったっ！」

　星野は姿勢を正し、絨じゆう毯たんに額をこすりつけた。　>>>♥

「すまない、とは？」

　想像していたよりも静かな北白川の声が、頭の上から降ってきた。怒おこっているのかそうでないのか判断がつかず、星野は顔を上げたくなったが、ぐっと堪こらえる。

「その、つまり、あれだ。北白川をその……抱いてしまったことだ。酒のせいにするのは卑ひ怯きようだが、酔ってたんだ」

　床ゆかにキスをする勢いで頭を下げ謝罪の言葉を述べる星野を、北白川はどう思っているのか。蔑さげすんでいるのか、呆あきれているのか。

　北白川の受け取りようによっては、星野は暴力を働いたことになる。肉体的な面だけでなく心も傷つけてしまっている可能性もある。もともと好感は持っていなかったが、だからといって痛めつけたかったわけでもないのだ。

　ベッドの上の北白川は、なかなか反応してくれない。

　だれだって男に抱だかれたとなれば言葉を失ってしまうだろう。星野が逆の立場だったとしても、きっと北白川と同じ状態になっていたに違いない。

　沈ちん黙もくの時間が長くなるにつれて星野の不安も膨ふくらんでいく。だが星野は頭を下げたまま、北白川の言葉を待った。

「まあ、これで星野もようやく男になれたんだから、よかったじゃないか」

「え？」

　罵ば倒とうされるかと思った。それか無視だ。それなのに温かい言葉をかけられて、星野は驚おどろきを通り越して困こん惑わくしてしまう。

　思い切って北白川の顔を見てみたら、いつもどおりの余よ裕ゆうしゃくしゃくの表情を星野に向けていた。星野が考えるほどダメージを受けてはいないようで、ほっとする一方で、なじられたほうがマシだったとも思えた。昨晩のことを受け入れられてしまったのも、それはそれで心苦しい。

「いや……、よかったとは思えない。童どう貞ていを捨てたいがために北白川を利用した形になってしまって……その、抱いてしまって本当に申し訳ない」

　星野は自分のしたこととＮＧワードをはっきりと口にし、謝罪した。

　学生時代の友人たちも、星野と同様に女っ気がなかった。そのため、時々聞かされる失敗談に恐きよう怖ふを覚えたのだが、まさか自分がその当事者になる日がくるとは思ってもみなかった。

　せっかく北白川が気にしていないふうを装ってくれているのに、時間の経過とともにどんどん罪悪感が膨らんでいく。

「まあ、そんなに気にしてしまっているなら、次は逆になるのはどうだ？」

「ぎ、逆？　え？」

　話の流れを考えれば、北白川の意図はわかる。しかしそれを提案してくる意味がわからず星野は聞き返した。

　双方合意で問題なければいいのだが、万が一気まずい朝を迎むかえてしまったときには何事もなかったかのように振る舞まえ、という記事を某ぼう男性向けファッション雑誌で読んだことがある。それが必ずしも正解でないことは重々承知しているが、現状を思うと反応してしまった時点で星野の分が悪い。

「そ、それは……」

　星野の心情としては、まず受け入れられない提案だ。だって、男が男に抱かれるなんて、普ふ通つうに考えたらおかしい。

　しかしすぐに拒きよ絶ぜつの言葉を返せなかったのは、北白川を抱いてしまったという現実があるからだ。

「冗じよう談だんだ。さっさとシャワーを浴びてこい。そろそろここを出ないと遅ち刻こくだぞ。今朝は朝から会議なんだからな」

　顔から色が失われていく星野を哀あわれに思ったのか、北白川が話を切り替かえた。

　この返し方には、星野も覚えがある。大学生のときに友人に誘さそわれ女子学生と飲み会をしたときなどに発揮した、星野の得意技わざだ。

　携けい帯たい電話の番号やメールアドレスの交こう換かん、次に会う約束など、女性にアプローチしたときに遠回しに拒絶された場合に、冗談だと茶化して切り抜ぬける。はっきり拒絶されなかったから深い傷を負わずにすむし、むなしいけれど未来に救いがあるような気持ちになれるのだ。

「あ、ああ。そうだな。じゃあ、先に入らせてもらう」

　北白川の今の心情を、星野は理解できる。だからこそあえてそれには触ふれずに流してしまうことにした。










　星野と北白川は部屋で朝食を取り、ホテルを出た。

　いつ不具合が起きてもいいようコンタクトレンズの予備は常に持っているので、視界はばっちりだ。

　昨晩のうちにクリーニングに出しておいたらしく、スーツやシャツ、ネクタイはしっかりプレスされていた。二日間連続で同じネクタイをするわけにはいかないので、職場に置いてあるものを使うつもりだが、会社に行くまではこれで我が慢まんするしかない。

　酔いつぶれてしまったわりには酒は残らず、気分は最悪なのに体は元気だ。おそらく、寝ねる前に北白川が水を飲ませてくれたのだろう。ごみ箱には空のペットボトルが何本も入っていた。なにもかもが完かん璧ぺきで、また差を見せつけられてしまった。

「そんなに急がなくてもまだ間に合うぞ」

「うるさいな。ついてくるな」

「同じ会社なんだから仕方ないだろう」

　地下鉄に向かう道すがら、星野は北白川につっかかった。

　小こ雨さめが降っていたので早足で歩く星野の数歩後ろから、北白川が悠ゆう然ぜんとした足取りでついてくる。足の長さを見せつけられるようで、また、かちんとくる。しかも隣となりに並ばないあたり、気をつかわれているようで不ふ愉ゆ快かいだ。だからといってあんなことがあった朝に和気あいあいと出社する場面など想像したくもない。

　結局のところ、今の星野にとっては、北白川がどのような態度を取っても気に入らないのだ。

　すがすがしいはずの朝から不ふ機き嫌げん全開の星野とは対照的に、北白川の態度は平常運行だ。

　星野と違ちがって女慣れしているのだろうし、一夜の過あやまちなど取るに足りない出来事なのかもしれない。そう思ったら、一人でおたおたしている自分がバカみたいだ。

「なあ、北白か……」

　地下鉄の階段を下りながら振ふり返ると、北白川がとっさに階段の手すりをつかんだ瞬しゆん間かんを見てしまった。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶかよ」

　星野は階段をかけ上がり、北白川の体を支える。

「階段踏ふみ外したのか？」

「いや、滑すべっただけだ」

　雨に濡ぬれているので滑りやすくなっているのはたしかだが、星野はそれだけではないと思った。昨晩の出来事のせいで本調子ではないのだろう。しかし北白川のことだから、星野に気をつかわせないよう配はい慮りよしたに違いない。

　その責任は、星野にある。

「ほら、貸せよ」

　星野は北白川の手から鞄かばんを奪うばった。

「手すりつかまって下りろよ。俺の肩かたでもいいぞ」

「いきなりどうしたんだ？」

　突とつ然ぜん甲か斐い甲が斐いしくなった星野に、北白川は珍ちん獣じゆうを見るような目を向けてくる。まるで星野が血も涙なみだもないような男だと思っていたかのようなリアクションをされたら、その印象を覆くつがえしてやりたい気持ちにさせられる。黙だまってやり過ごすのは癪しやくだ。

　通勤客が一いつ斉せいに降りる駅から乗ったので車内は比ひ較かく的てき空いているが、全席埋うまっている。星野は北白川をドアの横に立たせた。体を扉とびらに預けられる場所なので、少しは楽だろう。星野は片手で二人分の鞄を持ち、七人掛がけの端はしの吊つり革かわにつかまる。

　とくに話題はないし、北白川も口を開けば絡からまれると思っているのか、なにも話さない。無言のままひと駅過ぎたとき、星野の前の席が空いた。

「北白川、空いたぞ」

「あと数駅だからかまわないさ」

「いいから黙って言うこと聞けよ」

　星野は北白川の腕うでを引っ張り、強ごう引いんにシートに座らせた。

「どういう風の吹ふき回しだ？　急に親切にされたら戸と惑まどうな」

　北白川は包つつみ隠かくさず本音を漏もらす。

　普ふ段だんの星野をどう思っているか、よくわかるひと言だ。しかし自覚があるので反発しづらい。星野はのどまで出かかった言葉をぐっと飲み込み、北白川の顔を見下ろす。普段は見上げてばかりいるから新しん鮮せんだ。

「俺はいつだって親切だよ。お前、本調子じゃないんだろ？　その、昨日、あんなこと……」

　北白川の隣に座っているサラリーマンは爆ばく睡すいしているし、星野の横に立っている学生風の女性はイヤホンをしている。それに他人の会話など興味がないだろう。けれどやはり聞かれていい話題ではないから、星野は声をひそめた。

　その言葉で、北白川がようやくぴんときたらしい。「ああ」と納なつ得とくしたような顔になった。

「体調は悪くないから安心してくれ」

「べ、別にお前の心配なんかしてねえよ！　うぬぼれるなよ」

　つっけんどんに言葉を返す星野を見る北白川の目が、子供を見守る親のように感じられて、星野は顔が赤くなった。

「うぬぼれてなんかないさ。俺が営業に異動してきたときから妙みように刺とげ々とげしいとは思っていたんだが、素すはそうでもないんだな、と思ってな」

　星野がつっかかっていたことを、北白川も気づいていたらしい。あからさまだったか、と反省の気持ちはあるものの、星野の心情を見み透すかしておいてなおナチュラルな対応をしていた北白川に、さらなる敗北感を植えつけられた。星野はもう、北白川に何連敗しているのだろう。

　意識していたのは自分だけで、北白川は星野のことなど眼中になかったのだ。

　さらに昨晩はあんなことまでされておきながら、星野をどうして許せるのか。これが逆の立場だったとしたら、星野はきっと北白川を罵ば倒とうしていた。器うつわの大きさの違いか。男としての格の違いを見せつけられて、これ以上ないところまでへこんでいる。

　北白川に、借りを作ったままでいいのだろうか。この先ずっと、星野は北白川に対して引け目を感じながら生きていかなくてはならないのか。

　北白川を抱だいてしまった事実はもう消せないのだ。どうすればこの罪悪感を少しでも薄うすめることができるのか。

　それを考えたときに、行きつく先にある答えは、先ほどの北白川からの提案だ。抱いてしまったことを帳消しにする最善策は、これ以外に方法が浮うかばない。

　しかし男として、ぜったいに守らなければならない場所でもあるのだ。易やす々やすとバックを取らせるわけにはいかない。

　感情を絡めずに考えるのは得意なはずなのに、どうしても北白川に抱かれる決心はつかない。

　電車を降りて地上に上がると、目の前に高層ビルが見える。ここが星野たちの職場だ。

　会社に一歩足を踏み入れたら、星野はもう頭を切り替かえたい。今月もノルマをクリアし、かつ、営業成績は北白川の上に行かなければならないのだ。被ひ害がい者しやの北白川には申し訳ないが、いつまでも引きずっていたくない。

「おい、北白川。今朝の話だけど」

　星野はビルの少し手前で足を止め、鞄を北白川の胸に押しつけた。

「今朝の話？」

　すっとぼけているのか本当にわからないのか、北白川が首を傾かしげる。

　時々、見知った顔が二人の横を通り過ぎていく。あいさつをしてくる営業の中には、星野と北白川の組み合わせに、物もの珍めずらしそうな視線を向けてくる人もいる。

　余計な詮せん索さくをされたくないので、星野は端たん的てきに伝えてこの件を終わらせることにした。卑ひ怯きよう者でいい。尻しりを差し出す勇気が、星野にはないのだ。

　すまない、北白川。

「ぎ、逆をさせろって言っただろ」

「あぁ、その話か。たしかに言ったが、冗じよう談だんだ。昨晩のこともかなり後を引いているようだが、俺はなんとも思ってないから気にするな」

　胸に抱いていた鞄を手に持ち換かえ、北白川は星野を追い越こした。

　一いつ緒しよに出社したくない、という星野の気持ちを汲くんでの行動なのはわかったが、相手にそれをされると腹立たしい。

　北白川は気にするなと言ってくれているのだから、素す直なおに受け入れればいい。それで話が済むはずだったのに、あっさり承しよう諾だくされるとなにか裏があるのではないかと勘かん繰ぐってしまう。

　恩を受けたらきちんと返さないとダメだよ、と幼少期に何度となく言われた祖母の言葉が、祖母の声で急に蘇よみがえってくる。星野はおばあちゃん子だったのだ。

　……くそっ、なんでこのタイミングなんだ。

　星野は通勤鞄の取っ手をぐっと握にぎる。

　北白川を抱いておきながら自分は抱かれたくない。ケツの穴の小さい男だと思われてもいい。むしろ小さいままでいたい。

　それなのに、星野の口から出てきたのは、思いとは逆の言葉だった。

「お前が気にしなくても、俺は気にするんだよ」

　星野は遠ざかる背中に言葉を投げつけた。

「俺がビルに入ってからそこを動け！」

　振り向いた途端に言われた北白川は、きょとんとした表情をしていた。その横を、星野が追い越していく。なにか言われたような気がしたが、星野は無視して、ビルの中に逃にげた。

　上じよう昇しようするエレベーターから下を見ていると、女性を左右に従え建物に入ってくる北白川の姿が見えた。

　こっちは真しん剣けんに悩なやんでいるというのに、北白川ときたら相変わらずマイペースだ。さっそくモテているのも気に入らない。

　星野は明確に断りはしなかった。しかし北白川は、気にするな、冗談だ、と言った。ということは、この件はこれにて終しゆう了りよう、ということでいいのか。

　星野はドアの上にある階数を知らせる数字に目を向けつつ、小さなため息をもらす。

　終わったことなのだから、きれいさっぱり忘れてしまおう。

　そう思うのに、いつまでも北白川の言葉が頭の中にこびりついて離はなれてくれない。










　その日、月初めの会議の場で、先月の営業成績が発表された。いつもどおり、というのは悔くやしいが、北白川がトップだ。次点が星野。この並びが一年以上続くと、営業部内でもそういうものだと思われるようになってくる。

　入社して七年。二番手に甘んじているとはいえ、星野の仕事ぶりは認められていたし、職場の男性陣じんとはうまくやっている。女性からもモテている。

　たったひとつの足かせが外れ、魔ま法ほう使いにならずに済んだのはよかったが、相手が北白川だったのは最大の誤算だ。心が削けずられ、星野はへとへとだ。

　北白川の席は、星野の斜ななめ向かいにある。普段からできるだけ視界に入れないようにしているのだが、今日ばかりは北白川の一挙手一投足に気持ちが持っていかれる。ふいに北白川が立ち上がったときに、星野はつい、そちらに目をやってしまった。

　目が合うと、北白川が笑った。いや、鼻で笑ったといったほうが正しい。あきらかにこっちを揶や揄ゆするような表情だった。

　なんとも思っていないと言いながら、北白川は星野に罪悪感を与あたえようというのか。気にするな、と星野に言ったのも、むしろ気にさせるためのような気がしてきた。

　北白川の策略にハマってしまったのかもしれない。これからずっと、北白川の言動を常に意識しながら生きていかなくてはならないなんて地じ獄ごくだ。

　尻を差し出し一いつ瞬しゆんだけ怖こわい目に遭あうのと、真綿でじわじわと首を絞しめられるような思いをこの先何年も続けていくのと、どっちがいい？

　どちらも嫌いやに決まっている。しかし蛇へびの生殺し状態には耐たえられそうにない。

　会議中、星野は上の空だったが、普段の行いがいいのでとくに注意されることもないまま時間が過ぎ、ちょうど昼休みになったところで解散となった。

　皆みなが外に出ていく中、星野は営業部に残ることにした。同どう僚りようたちとわいわい話をしながら食事をする気分ではなかったのだ。

　自分のデスクに戻もどってパソコンの電源を入れた。立ち上がるまでの間、北白川にどのようにして話をつけるか考える。

　星野はふと、ホテル代を支し払はらっていなかったことを思い出した。客室に入ってからの出来事はこの際置いておいて、ホテルに入るまでにも、星野はきっと北白川に迷めい惑わくをかけたに違ちがいない。

　星野はインターネットで昨晩宿しゆく泊はくしたホテルを検けん索さくし、客室のページを開いた。目覚めたときにパニックになっていたので、部屋中見て回る余よ裕ゆうがなかったが、寝しん室しつのほかに少なくともリビングがあったので、ある程度いいランクの部屋であることには違いない。

　とりあえず一番上にある部屋から、と思いロイヤルと名のつく客室をクリックした星野は、マウスを持ったまま固まった。

「こ、この部屋じゃねえか……！」

　まさか、という思いもあり、星野は念のためにほかの部屋もチェックしてみたが、やはり最高ランクの部屋だった。

「ちょっ、……いくらするんだよ」

　スクロールして料金を確かく認にんした星野は、心臓が止まるかと思った。

「……桁けたふたつ間ま違ちがってるだろ、これ」

　北白川はなぜわざわざこんな高い部屋を取ったのだろう。安いビジネスホテルはいくらでもあったはずだ。

　なにかと敵対心を燃やす星野に現実を見せつけるためにこんなことをしたのか、と一瞬星野は考えた。その片へん鱗りんを昨日今日で少し感じつつあったのだが、酔よいつぶれた男相手にそんなことをする意味がない。本当に性格が悪ければ、星野の意識がはっきりしているときに実行するはずだ。

　きっと北白川には、ビジネスホテルという選せん択たく肢しがないのだろう。

　星野は長いため息をつき、財さい布ふを持って職場近くの銀行に向かった。










　基本的に営業は外回りをしていることが多いので、社内で顔を合わせる機会は月末と月初めぐらいだ。それ以外だと週末の遭そう遇ぐう率もやや高めだが、それもタイミング次し第だいだ。つまり今を逃のがせば、星野と北白川は今月末まで会えない可能性が大だ。

　もともと親しい間あいだ柄がらだったら一、二週間先の約束も簡単にできるが、星野と北白川は決してそのような仲ではない。だからこそ星野はこうしてぐるぐる悩み続けているのだ。

　何日もやきもきしながら生活したくない。いっそのことすぐに行動に移して目的を果たしてしまえば、星野の気持ちはずっと楽になるはずだ。再び北白川とセックスすることで別の悩みが生まれてしまうのかもしれないが、借りがある今の状じよう況きようよりはずっとマシだろう。

　会議のある日は外回りをする人も少ないし、一日デスクワークだ。

　ふと考える時間ができてしまうと今朝の出来事がフラッシュバックしてしまうので、星野はたまった書類を一心不乱に片づけ、さらにこれからの準備も念入りに行った。

　気がついたら外は暗くなっていて、営業部には星野だけだった。北白川もおらず、突とつ然ぜん計画倒だおれになってしまう。

　帰宅した人間をわざわざ呼び出すのも気が引けるので、今日のところはあきらめて、星野は帰ることにした。

　エレベーターを下りてホールに出たところで、総務の女性とともにビルに入ってきた北白川とばったり出会った。両手に大きな荷物を持っているので、運ぶのを手伝ってやっている、といったところか。相手が北白川だからか、女性もいい笑え顔がおをしている。

　仕事に没ぼつ頭とうしなくては精神状態が保てなかった星野とは違って、北白川は本当になんとも思っていないらしい。女性と会話しながら笑っている姿を見て、星野はなんだかいらいらした。

「お疲つかれ様です」

　しかし星野は黙だまって通り過ぎるほど大人げない男ではない。極きわめて冷静に、いつもどおり、北白川と女性の顔をしっかり見てあいさつした。そして彼らの横を通り過ぎようとしたとき、とりあえずしておかなければならないことを思い出し、星野は足を止めた。

「北白川さん、これ」

　星野は北白川に、札束が入った封ふう筒とうを差し出す。

　なんのことかわからない、といった表情のまま受け取り、中身を確認する北白川に、星野は淡たん々たんと説明する。

「先日立て替かえていただいた食事代と宿泊費です。どうもありがとうございました」

　こちらに突つき返してきそうな空気を感じた星野は、すぐさま彼らに背を向け、ビルの出入り口に向かう。しかし逃げ切れると思ったのに、呼び止められてしまった。

　北白川を無視して帰ってしまえばいいと一瞬思ったのだが、第三者の目がある場所でおかしな態度を取ったらあることないこと吹ふい聴ちようされてしまうかもしれない。周囲にいろいろ思われるのは不本意なので、星野はぐっと堪こらえて足を止めた。

「今晩、仕事の打ち合わせをする予定だっただろう」

「はぁ？　なに言って……」

「今朝の会議のときに言ったよな。荷物置いてくるから、その辺の椅い子すにでも座って待っててくれ」

　北白川はそう言い残して立ち去った。

　そんな約束、しただろうか。

　星野は彼らの消えたエレベーターをぼうっと見つめながら、午前の会議中のやり取りを思い返してみた。しかし上の空だった星野は、どのようなやり取りがあったのか、少しも思い出せない。ぜったいにしていない、と断言できればいいのだが、まるで覚えていないので、約束した可能性も残っている。

　もともと仕事のあとに北白川を誘さそうつもりでいたのだ。タイミングが少しずれてしまっただけで、結果オーライ。そう思うことにして、星野は北白川が下りてくるのを待った。










　北白川に連れて行かれたのは、高層の商業施し設せつに入っているダイニングバーだ。

　メニューを開いて星野はその値段に驚きよう愕がくしたが、店内をそれとなく見回せば客層もそれなりだ。星野が普ふ段だん、大学時代の友人たちと行くような全国チェーンの騒さわがしい大衆居酒屋とは違って、洗練された大人の男女が食事をしている。雑誌のデート企き画かくなどでよく見るようなシチュエーションだ。

「俺、今日北白川と約束してたか？」

　北白川と同じビールを注文し、運ばれてきてひと息ついたところで、星野は思い切って尋たずねてみた。北白川にはこれ以上ない情けない姿を見られているので、約束を忘れていたことも素す直なおに認められてしまう。

　ただ、唐とう突とつに誘われた感もあるので、半信半疑なのだ。もしも本当に予定を入れていたのなら、帰るまでの間にひと声あってもよさそうだ。出入り口で出会わなかったら星野は帰ってしまっていたのだから。

「いや、していない」

「してないのかよっ」

　あっさり否定した北白川に、星野は思わず大声を出してしまった。周囲の視線を感じ、慌あわてて口を閉じる。

「じゃあなんで、あたかも約束してたような言い方したんだよ。普ふ通つうに誘えばいいだろ」

「彼女に、あのあと食事に行かないかと誘われていたんだ。予定があるからと断ったんだが、いまいち信用されていないみたいだったから、とっさに星野に共犯になってもらったんだよ」

「なんだよ、それ。せっかく誘われたんだから、食事ぐらい行けばいいじゃないか」

　知らなかったとはいえ、噓うその片棒を担かつがされては納なつ得とくがいかない。

「ビジネスライクにいけばいいんだが、そうもいかないだろう？　だから職場の女性とは二人で飲みに行かないことにしているんだ」

　つまり、社内恋れん愛あいをするつもりがない、ということだ。

「あー、女子社員かわいそう。玉の輿こし狙ねらいの子もいるっぽいのに」

「そういうあからさまなのもな、いろいろと面めん倒どうだろう。それはまあいいとして、これ」

　星野につっこまれるのを嫌きらったのか、北白川は話題を変えた。

「あのホテルは株主優待があって、部屋が空いていれば無料で泊とまれるから、宿泊費はかかっていないし、食事代は自分が誘ったからって当日星野が払はらってくれたから、これは返す」

　北白川は先ほど星野が渡わたした封筒をテーブルに置き、すっと寄よ越こしてくる。

　噓をついているようには見えないが、食事をする前とあとで、財布の厚みは変わっていなかったのだ。レストランのレシートも入っていなかったから、まず間ま違ちがいなく北白川が払っているはずだ。しかしここでしつこく食事代を押しつけても、北白川はきっと受け取らないだろう。現場で払う払わないをしていたら北白川も引いた可能性はあるが、もう過ぎてしまったことなのだ。北白川は支払った以上、あとから金銭のやり取りをしたくないタイプなのだろう。

　コース料理だったし、食事の値段は把は握あくしている。宿しゆく泊はく費だって目玉が飛び出すかと思ったぐらいだ。しかし、今日のところは北白川の気づかいを受け入れよう。

「スイートでもタダなのかよ。ありえないだろ。株主ってなんだよ。どんだけ金持ちなんだよ」

　だから星野は北白川の言葉を信じたふりをして、封筒をジャケットの内側の胸ポケットにしまった。

「金持ちなのは親であって、俺は星野と同じ給料だろう？」

「そりゃそうだけど。食事代も宿泊費も北白川に支払わせてないならいいよ。ありが……」

　北白川がいつもよりも優やさしい表情でこちらを見ているような気がした。星野はばつの悪さを感じ、あわてて視線をビールのグラスに落とす。

「な、なんだよ」

「いや、素直だなと思ってな」

「普通だろ」

「そうか、今の星野が普通なんだな。いつも普通にしていてくれるとありがたいんだが」

　意味ありげな視線に、なにかを含ふくんだような言い回しをしてくるから、星野は次の言葉を発するのが怖こわくなった。いつ付け入られるかわかったものではない。

　間が持たないから飲んで時間をやり過ごしたい気持ちもあったが、昨晩の二の舞まいは踏ふみたくないので、今日は一杯ぱいしか飲まないと心に決めている。いや、記き憶おくが飛んでしまったほうが気持ちは楽なのかもしれない。けれど今からしようとしていることは、星野は覚えておかないといけない気がするのだ。それが星野なりに考えた責任の取り方だ。

「北白川。それで……、あの、その、今朝の話だけど」

　ふとできてしまった沈ちん黙もくが気まずい。もう少し北白川の様子をうかがいつつ進めて行こうと思ったのだが、星野は耐たえきれず、単刀直入に切り出してしまった。

「ああ、俺に抱か──」

「そうそう！　そうだよ。その話だよ。バカ、場所考えろよ」

　堂々と口にしようとした北白川の言葉を、星野はあわてて遮さえぎった。

　顔が熱くて、おそらく真っ赤になっているだろう星野を見て、北白川は楽しそうな表情だ。

「もしかして、俺のことからかってる？」

「いや、そのつもりはないが。そう思わせてしまったならすまないな。それで、その話がどうした？　気が変わったのか？」

「気……、は変わってないけど、北白川にしてしまったことを考えたら、フェアではないからな。だからその、本音を言えば嫌いやだけど、逆を受け入れるべきだとは思ってる。昨晩、もしかしたら俺は北白川をひどい目に遭あわせたのかもしれないし。その、俺、へ、下手へただっただろうし」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くう、という言葉は、きっと今の北白川の表情を指すのだろう。ぽかんと口を開けたまま星野を見ていたが、次の瞬しゆん間かん、小さく吹ふき出した。

「な、なんで笑うんだよっ。そこは重要だろ。け、怪け我がとかさせてないかとか、負担がかかっているんじゃないかとか考えて……」

　北白川は想像していたよりもしっかりとした足取りだったから問題はないとは思うが、星野は初心者だから、加減がわからず無理やりしてしまったかもしれないのだ。それなのに心配する気持ちを笑われたら腹が立つ。

「いや、すまない。そんなに心配してくれているとは思ってもみなくてな。悪かった。ごらんのとおり、なんの問題もないから安心してくれ」

　起き上がったときに尻しりのあたりをさすっていたが、それももう大だい丈じよう夫ぶなのだろう。星野は本人の口から無事だと聞けて、ひとまずほっとした。

「じゃあ、そろそろ行くか」

「いいいいいい行くって、ど、どこに？」

　話が急展開になり、星野はうろたえ言葉に詰つまる。

「もちろん、ホテルに」

　昨日と同じでよければ無料で泊まれるぞ、と言い、北白川は会計するために店員を呼んだ。










　ホテルに入る前に、スイートルームだけはやめてくれとお願いした。宿泊費がかからないからといって無む駄だに高い部屋に泊まるのは気が引けるのだ。それに恋こい人びと同士じゃあるまいし、男同士でスイートに泊まったらホテルの従業員に勘かんぐられてしまう可能性があるから、なんとしても避さけたかった。

　すると北白川は一いつ般ぱん客室を取ると言ってくれたので、ダブルベッドではなくベッドがふたつある部屋だからな、と念を押しておいた。

　そうして案内されたのは、このホテルの中では一番ランクの低い、といっても星野が普段使うビジネスホテルとは比べものにならない広さの客室だ。

　手前にベッドがふたつ、窓まど際ぎわにはソファとローテーブルがあり、ゆったりとしている。

　ドアに近い場所にあるバスルームで、北白川がシャワーを浴びている。星野はすでに汗あせを流したあとで、ベッドの上で正座しているひざの上には紙かみ袋ぶくろがある。

　中身は、これから始まる行こう為いに必要なアイテムだ。

　昼間ホテルの値段をチェックしていたときに、ふと、男同士のセックスについて気になってしまったのだ。会社のパソコンでは見られないので、銀行にお金をおろしに行ったときに、ベンチでパンをかじりながら調査した。

　男同士のセックス、やり方、などのキーワードで検けん索さくをかけ、詳くわしく書かれているサイトを一、二件読んだだけで容量がオーバーしてしまった。しかし文字や参考イラストを見て知った気になってはいけない。実際に映像を見てみないことにはなんともいえないと思い、その手のサイトでゲイビデオを見てみようと思った。

　たどり着いた先の小さなサムネイルが目に飛び込んできて、星野の背中に戦せん慄りつが走った。とっさに薄うす目めにして焦しよう点てんをずらして視界はぼんやりとしたが、なんとなく肌はだ色いろだ。

　これを見て、学習して、事前に気持ちの準備をするべきだ。星野は仕事も遊びも、わからないことがあれば事前に徹てつ底てい的に調べてから挑いどむタイプだ。そうすれば失敗も少ない。だからこれも見るべきなのだ。

　そう思うのに、星野には肌色のサムネイルをクリックする勇気が湧わくどころか干ひからびてしまって、志半ばにして心が折れスマートフォンをそっとポケットにしまったのだった。

　直視できないことを、星野は北白川にしてしまったのだ。

　その反省の意味も込めて、せめて事前の準備は自分でしよう。

　ホテルに行くぞ、と北白川が宣言し、店を出てからネット予約をしている間に、星野はドラッグストアに行って必要とされるものを一式そろえた。ビニール袋ぶくろに入れる前に紙の袋に入れられて、星野はレジの前でうろたえてしまう。そんなワンクッションがあると、お前はこれからセックスするんだな、と念を押されたような気持ちになって恥はずかしかった。

　職場に近いわけでもないし、たまたま立ち寄った店ではあるが、星野はあのドラッグストアには二度と行かない。

　男性向けファッション誌に、時々セックスについてのノウハウが書かれていることがある。彼女のＯＫの合図や、キスのタイミングなど、星野にとってためになる情報がたくさん載のっているのだ。

　それによると、コンドームなどは目につかない場所に、とあった。始まる前からわかりやすく置いてあると、やる気満々だと思われて女性は引いてしまうのだそうだ。

「じゃあ、ゴムはここか？」

　星野は箱を枕まくらの下に隠かくしてみた。

「いや、箱のままじゃ間ができてシラケそうだよな。出しておいたほうがいいかな」

「星野」

「わぁっ！」

　ビニールをはがして中身を取り出しているとき急に名前を呼ばれ、星野は飛び上がった。

　振ふり返ると、背後には腰こしにタオルを巻いただけの北白川が立っていた。

　北白川の視線は、勢い余ってベッドの下に落としてしまった六個入りのコンドームの箱に向けられている。それを拾い上げて星野をちらりと見やり、それから、ベッドの上のピンク色のローションを見て眉まゆをぴくりと持ち上げる。

「あ、これは、その……」

「用意周しゆう到とうだな」

　くすりと笑われ、星野の顔は火がついたように赤くなる。

「お、俺が怪我したくないからだよっ。急にこんなことになったから、お前、なんの準備もしてないだろ？」

　星野は北白川の手からコンドームを奪うばい取り、ローションと一いつ緒しよに紙袋の中に戻もどした。

　こういうとき、星野はどのような反応をしたらいいのかわからないのだ。本来なら抱だかれるほうではなく、北白川側にいるはずなのだから、わかってたまるか、という思いもある。

　逆に考えれば、星野は女性側の気持ちが理解できるのかもしれない。そして北白川の行為を見て、学べばいい。北白川はモテるしおそらく手慣れているだろうから、きっと相手が満足するテクニックを持っているはずだ。これはチャンスなのだ。

　無理してでもそんなふうに思わなければ、今の状じよう況きようを受け入れられそうにない。

「どこからこういう知識を得てきたんだ？」

　北白川が、袋を持っている星野の手を取った。肌はだと肌が触ふれ合った瞬間に、星野は袋をぽろりと落としてしまう。

「そ、それは、ネットだよ」

「男同士のセックス、やり方、とかいうキーワードで検索したのか」

　なんでわかるんだよ、と思わず言葉を返してしまいそうになったが、星野はぐっと堪こらえて下した唇くちびるをかむ。

「勉強熱心だな」

「バカにしてるのかよ」

「褒ほめているんだが。なぜいちいち悪意に受け取るんだ？」

「それは……」

　北白川への対たい抗こう心があるからだ、とは言えずに口ごもった星野に、北白川は続けて言った。

「仕事のときも、星野はいつも下調べを念入りにしてから取り組むだろう。俺たちにも情報を流してくれるし、営業の人間はそれでけっこう助かっていると思うぞ？」

「え……？」

　なぜ、そんなことを今この場で言うのだろう。

　急に褒められて星野はあ然としてしまう。

　事前調査するのは、そういう性しよう分ぶんだからだ。勉強もそうだが、調べる、ということが好きなだけだ。それに加えてひとつのことを始めると、周りが見えなくなる。そのいい例がゲームだ。一度始めると廃はい人じんになってしまうので最近はセーブしているが、徹底的にやり込むタイプである。

　星野のこの性格は今の仕事にマッチしていて、だからこそ好成績を残せているのだが、集中すると視野が狭せまくなってしまう点は短所だ。しかし表面上は優ゆう雅がに振る舞まい、水の下では必死に足を動かしている白鳥のように、星野は人知れず努力をしてきたつもりだった。

　それなのに、もがいている姿を北白川に見られてしまっていたらしい。星野は穴があったら入りたくなるのと同時に、なんだかくすぐったい気持ちにさせられた。

「や、やめろよ、そういうこと言うなよ」

　北白川はほかの人と比べて、目をじっと見てくるタイプのようだ。昨日今日で普ふ段だんよりも言葉を交かわしているからだろうか。今までわからなかったことに気づく。

「なんでだ？　けなしているわけじゃないんだからいいだろう？」

　北白川の視線に耐たえきれずに目を逸そらしたら、ベッドがぎしりと揺ゆれ、星野の体が少しだけ北白川のほうに傾かたむいた。

　北白川がベッドに上がったことを察知し、ぎょっとして顔を上げたら、星野の目の前に北白川がいた。

　キスされる？

　急展開に驚おどろき、とっさにまぶたをぎゅっと閉じた。しかしいつまでたってもその瞬しゆん間かんは訪おとずれず、星野は恐おそる恐る目を開ける。すると計ったかのようなタイミングで北白川に唇くちびるをふさがれた。

「ん……」

　うわっ……。

　生温かくぬるっとした舌が星野の唇をなでる。その動きから割り開こうとしているのがわかったのだが、つられて口を開いたらノリノリだと思われそうだから、星野は断固として拒こばむ。

　ファーストキスが北白川だなんて、なんの罰ばつゲームだ。昨日したのかもしれないけれど、意識がはっきりしているときにしたのはこれが初めてだ。

　二番のかわいいあの子と五番の俺がディープキス、なんて王様ゲームに夢を見ていた時代もあったんだけどな……。

　キスをしながら鼻でため息をつくと、北白川が顔を離はなした。

「嫌いやそうだな」

　そりゃ嫌だよ、とのどまで出かかったが、それを言ったらおしまいなのは星野にだってわかる。

「い、いや、そうじゃなくて。キスのよさとかぜんぜんわからないんだよ」

　かみつくような扇せん情じよう的なキスシーンを映画やテレビで見たことはあったが、そこまでのものなのだろうか、というのが、実際にキスをしてみた星野の感想だ。

「朝起きたら、庭に雪が積もっていたとする。まだだれも踏ふみ込んでなくて、一面真っ白なんだ。そのとき、星野はどう思う？　または、どういう行動を取る？」

　北白川の質問の趣しゆ旨しはわかるが、なぜ今このタイミングなのか、いまいちわからない。

　東京生まれの東京育ちの星野は、そんな光景を目にした記き憶おくはほとんどない。たまに降り積もることもあったが、すぐに溶とけて茶色くどろどろになってしまうのだ。

「当然、一番乗りするよ。雪にダイビングしちゃうかも」

　星野は首を傾かしげつつ、思ったままに答えた。

「だよな？　今の俺はまさにそんな気持ちなんだよ、星野。キスだけでどろどろにさせてやりたくなってくる」

「い、意味わかんないし。別にどろどろにしなくていいからっ」

「遠えん慮りよするな」

　北白川は目だけで笑って星野の髪かみの毛をなでる。

　表情や口調に急に甘さをにじませ始めた北白川に、星野はぞくっとした。心地ここちのいいものではなく、きっと危機感だ。

　唇の端はしにキスされて、星野はぐっと歯を食いしばる。

「口を開け」

　しかしずっとこのまま抵てい抗こうを続けていたら、いつまでたっても借りを返すことはできない。嫌なことはさっさと終わらせてしまうのがいい。

　星野は腹をくくり、ぱかっと口を開いた。その様子を見て、北白川がくすりと笑う。

「ひな鳥が親から餌えさをもらうみたいだな」

「なんだ……っ、んんっ」

　北白川の舌が、ぬるりと進入してくる。口の中をかき回され、内側の粘ねん膜まくをなぞられたら腰がじんとした。

「んっ」

　星野の舌を強く吸い、時々、唇で軽く食はむ。北白川が星野の口を貪むさぼると、ぴちゃりと湿しめった音がする。　>>>♥

　それを聞くたびに、星野は顔が赤くなっていくのが自分でもわかった。熱くなっていく耳をふさいでしまいたい。

　ぞくぞくっとしてしまった意味がわからなくて、星野は困こん惑わくする。キスのせいだなんて思いたくない。

「は……なせよバカッ」

　星野は北白川の顔を押し返した。

　しかし北白川はその手を取ると、無言のままシーツに押しつけ、星野の抵抗を封ふうじた。星野は反対の手を出そうとして、ふと止める。

　早く終わらせたいならおとなしく従え。

　まったく不本意ではあったが、星野は頭の中で必死に自分に言い聞かせる。

　抵抗をやめた星野に疑問を抱いたのか、北白川は首を傾げつつもつかんでいた星野の手を離した。口元が笑っているので、星野の意図がわかっているのかもしれない。そう思うと素す直なおに応じるのも腹が立つ。

　星野が頭の中でぐちゃぐちゃ考えている間に、北白川は星野の首筋を吸った。

「っ……」

　思わず声が出そうになってしまい、星野は手で口を押さえる。

「遠慮せずに声を出せよ」

　からかうような北白川の言い方にかちんときて、星野はにらみつけた。が、組み敷しかれた今の状態では迫はく力りよくがないし情けない。

「だれが出すか」

「いつまでその強気が続くか、見物だな」

　北白川は完全に星野で遊んでいるとしか思えない。こんな辱はずかしめを受けるぐらいなら借りを作ったままでもいい、という思いがよぎった。しかし、自分でまいた種だ。北白川にしておいて自分は逃にげるなんてフェアではない。

　耐えろ。耐えるんだ。

　星野は心の中で念仏のように繰くり返した。

　人形のように寝ね転ころがっている星野を、北白川が裏返す。

「ちょ……、なにすんだよっ」

　うつ伏ぶせにされ、尻しりを高く持ち上げさせられ、星野はパニックになる。

「北白か──っ」

　星野は息をのんだ。

「や、やめっ……」

　北白川は星野の尻の丸みに口づける。

　北白川の目の前に、人に見せる場所ではない部分をさらしてしまっている。恥はずかしくてこれまでの決心は簡単に吹ふき飛んでしまい、腰こしを引いたが、北白川が太ももをがっちり押さえているので星野は動けない。

　星野をあおるようにわざと音を立て、北白川は尻に何度もキスをする。その唇が次し第だいに中心部分に向かっているような気がして、じわりと汗あせばんでくる。

　星野はベッドの上に放置されたままになっていた紙かみ袋ぶくろを引っつかみ、背後にいる北白川に押しつけた。

「やめろって。なんのために準備したと思ってるんだよっ」

「そうだったな。だが、必ず使わなければならないものでもない。ようは怪け我がをさせないよう気をつければいいんだからな」

　受け取った北白川は中身を取り出し、コンドームとローションを掲かかげた。

「う、うるさいな！　黙だまって使えよっ」

「俺は星野に、普ふ通つうに接してもらいたいんだが」

「な、なんだよ普通って」

　北白川は星野に見せつけるかのように、ローションの中身を手のひらに落とした。とろとろと粘ねばり気のある液体から、ふわりと甘い香かおりが漂ただよってくる。色といい匂においといい、なんだかその気にさせられるような要素が強くてどきどきしてくる。

「コンドームはまあ、セーフセックスという意味では使うべきではあるが、こちらはなくてもどうにかなるな」

　北白川は星野の問いかけを無視し、ローションでとろとろになっている手で星野の尻をなでながら顔を寄せていく。

　肉を左右に開き、露あらわになった窄すぼまりに、北白川は躊ちゆう躇ちよなく舌をはわせた。

「やっ、やめろってばっ。手に取ったんだったらそっち使えよっ」

　星野は腰をよじったが、抵抗すればするほど北白川は執しつ拗ように中心部分をなめ回す。

「や……、わ、わ、わかった。わかりました。北白川さん、ローション使ってください。お願いしますっ」

　あんなところを舐なめられるなんて、恥ずかしいどころの騒さわぎではない。

　星野はたまらず、北白川に懇こん願がんした。普通に接しろ、というのはつまりこういうことだろう。

　しかし北白川は今までの星野の態度を諫いさめるかのように、なかなか顔を離してくれない。それどころか逃げをうつ星野の腰をがっちり拘こう束そくし、小さな穴の奥へ奥へと舌を差し入れてくる。

　ふと、北白川の拘束の手が緩ゆるんだ瞬間に、星野は身をよじった。仰あお向むけになれば尻をガードできる。

　星野は上半身を起こし、じりじりと尻で後ずさる。しかし背中がベッドヘッドにぶつかり、逃げ場を失ったところで北白川につかまった。

　北白川は星野のひざをつかみ、左右に大きく開く。尻は隠かくせても、性器は北白川の目の前に晒さらされてしまう。しかも恥ずかしいことに、少し反応していたのだ。

　ふっと鼻で笑われた気がして、星野は耳まで真っ赤になった。

　ち、小さいのか？　いや、性器のサイズの統計を調べたことがあるが、星野は標準だった。決して他人に笑われるような代しろ物ものではないはずだ。

　人の性器を笑うなら、北白川はさぞかし立派な物ブツをお持ちなのだろう。

　星野はちらっと、北白川の下腹部に視線を動かしてみた。しかしバスタオルが巻かれているので、確かく認にんできなかった。

　意識が北白川の下半身に向けられていて、星野は油断してしまった。

「えっ……？」

　ぬるり、と生温かくて湿った感かん触しよくに包まれて、星野は声が上ずってしまう。完全に不意打ちだった。

「あっ、あっ、……ちょ、ちょっと待っ……っ。あっ」

　初めて体験する感触だった。これが噂うわさのアレか……！

　しかし感動する余よ裕ゆうもなく、北白川は口の中で星野の茎くきに舌を絡からみつけてくる。同時に唇くちびるをすぼめて上下させるから、体中の血液が全部そこに集中してしまったかのように熱くなってくる。　>>>♥

「や、やめろっ」

「なぜ？　気持ちよくないのか？」

　気持ちは、すごくいいんです。いいからこそ北白川にはしてもらいたくないんです。

　なんで男相手にこんなことができるのだろう。北白川はおかしい。でももっとおかしいのは俺のほうだ。男にされているのに、これ以上ないほど硬かたくなっている現状を、どう説明すればいい。

「うっ……」

　口の奥まで含ふくまれ、唇でしごかれる。舌は生き物のようにうねうねと這はいまわる。それを何度か繰り返されるうちに、身に覚えのある衝しよう動どうが体の芯しんを突つき抜ぬけた。

「あっ、あっ、やめろって……！」

　星野は北白川の頭を押し返した。

「やめろ？」

　北白川は口に含んだまま、高こう慢まんにも見える顔で言った。

「やめてくださいっ。お願いしますっ」

　悔くやしいとかみっともないとか、そんな気持ちなど、今は浮うかんでこなかった。それよりも、早くも迎むかえた限界をどうにかしなくてはならない、という思いのほうが強い。

　けれどそんな星野の焦あせりを笑うかのように、北白川はより強く吸い上げる。

「あっ……、や、やめてくださいって言ってるのにっ」

　慌あわてて口をふさぐ星野へ、北白川は口に性器を含んだまま視線を寄よ越こしてくる。

「やめていいのか？」

　今ストップしたら、つらいのはわかっている。しかしこのままでは北白川の口の中に……。

「出していいぞ」

　星野の気持ちを読み取ったようなタイミングで、北白川が言った。

　腰がびくびくと震ふるえて、星野はもう、ぎりぎりのところにいる。

「い、嫌いやだ」

　しかし星野は首を左右に振ふった。それだけはぜったいにしたくない。

「そうか。嫌か。あとどれぐらい我が慢まんできるんだろうな。それとも、初めてで緊きん張ちようしすぎてイけないのか？」

「違ちがっ……。な、なんでそんな言い方する……あっ！　んんっ」

　星野が体を起こして反発しようとしたそのとき。北白川が見計らったようにきゅっと唇を絞しぼった。圧を加えた状態のまま、根本から先にかけてしぼり取るように吸い上げる。

「あ、き、北し……！」

　星野は北白川の髪かみの毛をつかんだ。

　ぎゅうぎゅう引っ張られてさすがに痛かったのか、北白川は唇を離はなしてくれたのだが──。

「ん、あっ」

　しかし我慢の限界を超こえていた星野は、とうとう射精してしまった。しかも、北白川の目の前で。

　かろうじて顔にかけるのだけは避さけられたが、北白川の胸のあたりに、星野の欲よく望ぼうのなれの果てがまき散らされていた。

「ご、ごめん……」

　まだ呼吸も整わない状態で息苦しかったが、星野はサイドテーブルにあったティッシュを数枚引き抜き、北白川の胸むな元もとをぬぐった。

「そういうのはこちらに任せておけばいいんだよ」

　北白川は汚よごれたティッシュを持っていた星野の手をつかみ、ベッドに押し倒たおす。

　片方のひざを持ち上げられた星野はなんだかいたたまれなくて、腕うでで顔を隠した。しかし、すぐに自分の行動を後こう悔かいした。

「ひっ」

　ぱちん、となにかのふたの閉まる音がしたかと思ったら、濡ぬれた手が星野の奥に触ふれた。

「あっ……！」

　強い性衝しよう動どうが去って力を失った星野の性器を舌で愛あい撫ぶしながら、北白川はすぼまりをなでる。こね回すように指を動かされるとくすぐったいのと腰こしがうずくような妙みような感覚がして、星野は太ももをもじもじさせる。

　すると星野が動いた拍ひよう子しに北白川の指の先が少しだけ体内に入ってきてしまった。

「やっ……」

　怖こわくて体を引こうとしたら、逆に北白川に強く抱だきしめられて、星野は身動きできないまま指の進入を許した。

「やめっ、……んっ」

　ローションでぬるぬるになっていたため、自分でもびっくりするほど簡単に受け入れてしまった。

　尻しりになにかが挟はさまっている感触が慣れなくて、星野は腰を引いたりよじったりしてみるが、かえって北白川を煽あおってしまっているのか、より一層深くまで埋うめ込まれる。

　星野は本当に北白川にこんなことをしたのだろうか。ローションやゴムなどなかったのだから、きっと力任せにしてしまったに違ちがいない。そう思うと本当に申し訳なかった。起きたときに腰をさすっていた北白川の気持ちは、今なら理解できる。

　嫌だった。心の底からやめてほしいと思ったが、星野は歯をくいしばり、北白川の行こう為いを受け入れる。

「修しゆ行ぎよう中じゃないんだから、もう少しリラックスしてほしいんだが。それとも、そういうプレイなのか？」

「プププププレイとか意味わからねえよ！」

　体にも力が入っているらしくて、北白川は星野の体の中に差し入れている指をぐっと動かした。

「……っ」

　全身に衝しよう撃げきが走り、星野は息をのむ。鳥とり肌はだが立ち、もう一度押されて思わず甘えた声を漏もらしてしまう。

「や……っ！」

　なんだよこれ……。

　星野の体を、かつて感じたことのない強い快感が襲おそう。

「あっ、あっ」

　次の瞬しゆん間かん、粗そ相そうをしてしまったかのように先走りが溢あふれだした。とろとろと流れ落ちるその様は、まるでピンクのローションのようだ。

「んんっ」

　北白川は二本の指の腹で粘ねん膜まくをなでた。指が行き来するたびにぞくぞくして、鼻から声が抜けた。ついさっき果てたばかりなのに、もう回復の兆きざしを見せ始めた自身を、星野は信じられない思いで見つめる。北白川の足に触れていたので、当然相手にも知られてしまっている。

「気持ちがいいならそう言えよ。痛そうな苦しそうな顔をされると萎なえるんだが」

「……勝手に萎えてろ」

　萎えて縮こまっている情けない姿を笑ってやろう。

　星野は再度、北白川の下腹部に視線を向けてみた。

「……っ！」

　バスタオルは自然と取れていたのか、いつしか北白川も全ぜん裸らになっていた。今度はばっちり見えたのだが、確かく認にんしてすぐに、星野は自分の行動を後悔した。

　なにが萎えるだ。どこがだよ。

　まるで凶きよう器きのような出いで立ちのそこから、星野は思わず目を逸そらした。もしかしたら、星野は選せん択たくを間ま違ちがえたのかもしれない。

　しかし後悔したところで、もう遅おそいのだ。

「もういいからさっさとやれよっ！」

　星野は腰が引けた自分を誤ご魔ま化かすために、北白川を怒ど鳴なりつけた。じわじわと嬲なぶられるのは嫌きらいだ。どうせやるのだから、一気にとどめを刺さしてほしい。

　こちらの様子をうかがっている北白川から、星野は顔を逸らした。弱みを見せているような気分になってしまうから、表情を読もうとする行為は好きではない。

「普ふ通つうに接してくれよ、星野」

　北白川が星野に覆おおいかぶさってくる。星野のひざの裏に手を当て、ひざ頭がしらが胸につくまで持ち上げた。

「なんでこんなときに……」

「こんなときだからだろう？　嫌そうな顔されると、無理やりな気分になるんだよ。合意の上でしたいからな。お願いします、抱だいてください、って言ってほしいな」

　北白川はにやにやしながら言った。言葉で遊んでいるのは丸わかりだ。北白川の言いなりになるのは癪しやくだが、もじもじすれば北白川を楽しませることになる。

「わかったよ。さっさとしてください。これでいいだろ」

「星野」

　叱しつ咤たするかのような口調で名前を呼ばれ、星野は観念する。いつまでもこの体勢で顔を突つき合わせているのは嫌なのだ。

「……北白川さん、抱いてください。お願いし……うわああっ。無理っ、ぜったい無理っ」

　なんてことを言わせるんだ。

　言い終わらないうちに、星野の腕にぶわっと鳥肌が立った。

　しかし北白川は、取り乱した星野の口を唇くちびるでふさいで黙だまらせる。

「んんっ、ん」

　口でイかされたときも恥はずかしかったが、キスはそれ以上だった。顔の距きよ離りが近いからかもしれない。なんとも思っていなかった口づけなのに、妙に甘さを含ふくんでいるからなのかもしれない。息をつく間もないほど唇や舌を吸われて、星野は呼吸困難に陥おちいってしまいそうだった。

「や──っ」

　北白川の口づけに夢中になっている隙すきに、尻の中心に硬かたい物がぐっと押しつけられた。星野は我に返ったが、思いのほか簡単に、つるりと先を飲み込んでしまった。

「や、やめ……、うっ」

　張り出した部分で体の内側をこすられ、星野はなんとも言えない声が漏れ出た。

　限界まで広げられているのではないかと思えるほどの質量が星野を犯おかす。腹の中が全部北白川になってしまったような圧あつ迫ぱく感にうめく星野を見て、北白川は加減しながら、けれども決して引くことはなく、じりじりと奥に腰を突き進めてくる。

「ぁ……、……っ」

　星野は声にならない声を上げ、北白川を受け入れた。

「星野、大だい丈じよう夫ぶか？」

　低く落ち着いた声に名前を呼ばれ、星野はうっすらと目を開けたら、呼吸が触れ合う距離に北白川の端たん整せいな顔があった。あまりに美形すぎると迫はく力りよくがあって、星野はどきっとしてしまう。

　イエスもノーも答える気分ではなくて、星野はそっぽを向いた。すると北白川はそれを肯こう定ていと受け取ったらしい。くすりと小さく笑って、ゆっくり腰を引いた。

「う……、ぁっ」

　肌はだがあわ立ち、腰に甘いしびれが走った。星野はそんなふうになってしまった自分が信じられなくて、北白川の胸を押し返す。しかし動どう揺ようしている星野の姿を楽しんでいるかのような笑みを浮うかべ、星野はずんと腰を突き立てた。

「あっ！　や、やめろって！」

　しかし北白川は星野の言葉を無視し、抜ぬき差しを繰くり返す。

　なんなんだよ、これ。

　星野は激しく動揺していた。体の中に異物を受け入れるのだ。苦しくないはずがない。そう思っていたのに、北白川から快感を与あたえられて、身み悶もだえている。

　やめろ、と口では言っているのに、その言葉とは裏腹に、星野の性器はあきらかに反応していた。自分の意志とは無関係に、北白川の腹に押しつけるように立ち上がっている。北白川が腰を揺ゆらすたびにこすられて、星野は快楽に流されてしまう。

「あっ、あっ、んんっ」

　甲かん高だかい声を出してしまう自身が信じられなかったし、北白川に聞かれるのも嫌いやだった。

　手で性器をしごかれたとき、または舌や口でされたときは仕方がない。物理的な攻こう撃げきは、初心者の星野には刺し激げきが強すぎた。しかし体を貫つらぬかれてあえいでいる姿は受け入れがたい。

　どうにかして口をふさごうと、星野は北白川の首の後ろに手を回して自分のほうへ引き寄せた。するとなにか勘かん違ちがいした北白川が、星野の体を抱きしめた。

　違うから。そういうんじゃないから。

　星野の言い訳は言葉にならない。北白川の肩かたを嚙かんででも声を止めようと思ったのに、胸と胸が触ふれ合いたくましい腕うでにぎゅっとされたら、そんなことは頭から飛んでしまった。

「んっ。んん……っ」

　キスで星野は抵てい抗こうを封ふうじられてしまう。

「あっ、んぁっ」

　北白川の胸にすがりついて、とても自分のものとは思えないほど甘ったるい声を上げ続けた。










　北白川によって教えられた快楽の衝撃に呆ぼう然ぜんとしてしまった。体の中がまだじんじんしているような気がするし、けだるさが残っていて手足が重い。

　北白川に抱かれているときにはすっかり頭の中から消えていたためらいや羞しゆう恥ち心が、呼吸が整ってくるにつれてじわじわと込み上げてくる。

　上うわ掛がけをかけて壁かべ側を向いた星野に、北白川がのしかかってくる。

「終わってすぐに相手に背を向けるのは、嫌われる行こう為いだぞ」

　そうは言われても、星野は北白川の顔をまともに見られない。

「触さわるな」

　頭まですっぽりかぶって会話を拒こばんだ星野を、北白川は上掛けの上からなでる。動転して全裸で土下座をしてしまった星野とは違ちがって、北白川は落ち着いているし、行為はさりげない。

　納なつ得とくした上で決断したのに、星野は後こう悔かいの気持ちでいっぱいだ。これ以上ないのではないかと思えるほど強い快感を教えられてしまい、北白川にされたすべてのことがうらめしい。一人でするのと同じようなものだろう、と軽く考えていたのだが、北白川とのセックスは星野の予想をはるかに上回っていたのだ。

　星野が身をもって体験したことを、これから訪おとずれるだろう女性とのチャンスがきたときに生かせばいい。そうすればきっと相手は今の星野と同じような放心状態に陥るだろう。

「いつまで拗すねているんだ？　いいかげん機き嫌げんを直せ」

「拗ねてねえよ」

　ただ、動揺しているだけだ。

　だがいつまでも潜もぐったままだと勘違いされてしまうから、星野は顔だけ出した。

　まるでその行為を褒ほめるかのように、北白川が星野の髪かみの毛をなでた。にこやかな表情で見下ろす北白川と目が合って、星野はかっと顔が熱くなる。

「終わったあとに、相手にいつもこんなふうにしてやるのかよ」

　どちらかというと射精後の脱だつ力りよくしているときには触られたくないので、北白川と寝ねなければ相手にそれをしてやるということすら思いつかなかっただろう。今後の参考にはなったが、やはり自分自身がそれをされると決まりが悪い。

「面めん倒どうくさい、という顔だな。俺も男だから星野の気持ちはわからなくもないが」

　星野の表情を見て心を読みとっただろう北白川は、少し困ったように笑い、上掛けをまくって壁側のほうから潜り込んできた。

「相手への思いやりがあれば自然と行動に出るだろう。頭でいろいろ考えすぎているんじゃないのか？」

　たしかに北白川の言うとおりなのだ。こんな年ねん齢れいになるまで恋こい人びとがいたことすらない自分に強いコンプレックスを抱いだいているし、彼女との過ごし方のすべてが想像と妄もう想そうでできあがっているから、頭でっかちになっている。

「自然体でいたらこんなふうになっちゃったんだろ。無む駄だに未知の領域に踏ふみ込んじゃっただけで、得たものがあるとは思えないよ。でも、とりあえずこれでチャラだからな」

　北白川を抱いてしまった分は帳消しにできたので、その点だけはほっとしている。しかし、バカなことをしてしまった、という思いのほうが圧あつ倒とう的に強い。

　自分が自分でなくなってしまったような快楽を感じなければきっと、これほど強い後悔はなかったに違いない。一時とはいえ、女のようになってしまった自分が恥ずかしかったし、みっともなくて嫌だった。

　入社してからの星野はずっと、一いつ生しよう懸けん命めいいい男を演じてきた。しかし北白川には素すの自分を見られてしまったし、さらに他人には見せないあんなところやこんなところまで暴あばかれているのだ。取り繕つくろっても今さらだし、やけくそな気持ちになっていたし、本音を漏もらした。

「俺、北白川みたいに女を抱ける自信ないわ」

「何事も経験だ。星野は不器用な人間ではないだろう？　回数を重ねていけばいい」

「だから、経験値上げていく前に俺には乗り越こえなくちゃならない高い壁があるだろう？　下手へたくそって思われたくないんだよ」

「つい最近まで童どう貞ていだった、と素直に伝えて受け入れてくれる女とつき合えばいいじゃないか」

「受け入れてくれるかくれないかなんてわからないだろ。受け入れてくれなかったら、俺一生インポ決定だよ」

　ひとまず魔ま法ほう使いを回かい避ひできた星野は、以前ほど童貞という言葉に強い嫌けん悪お感を抱かなくなっていた。

「最初に受けた印象よりも、星野はメンタルが弱そうだな」

　ほっとけよ、と星野は背中を向けようとしたが、北白川に抱だきしめられて阻はばまれた。体格差があるから、北白川の腕の中にすっぽりと収まってしまう。

　北白川としては、情事のあとのピロートークのつもりなのだろう。星野にとっては薄うすら寒いだけだが、これも経験のひとつだと思って受け入れる。

「どこかで妥だ協きようしなければ、それこそ一生なにも変わらないぞ？」

「俺のコンプレックスがどれだけ根深いのか、お前はわからないんだ。この年まで経験なかったら、って自分自身に置き換かえてみろよ」

「仮定の話をしても無駄だとは思うが、自分が童貞だったとしても気にしていないだろうな。だから星野の言うとおり、俺はこの件に関してはまったく星野の気持ちが理解できない」

　すまないな、と、まったくすまなそうではない表情で北白川が言う。

「ほかに自信を持てる部分がたくさんある奴やつは言うことが違うな」

　完全にやっかみだ、と自覚している。完かん璧ぺきすぎてマイナス点がひとつも見つからない北白川には、これぐらいのことを愚ぐ痴ちったって罰ばちは当たらないだろう。

「あっちのベッド行けよ」

　ツインを取っているので、窓に近いほうのベッドは空いている。星野は自分が動くのがおっくうなので、北白川に移動を求めた。一いつ緒しよのベッドで北白川と朝を迎むかえるなんて、二度とごめんだ。

「セックスに自信が持てないなら、またするか？」

「え？」

「俺には童貞だったことはバレているんだから、気き兼がねなくできるだろう？」

「セックスフレンドってこと？」

「それでもいいし、慣れるまでのトレーニングと思ってもらってもかまわないし、俺は別にどのような理由でもかまわないが？」

　北白川の表情や口調が食事にでも誘さそうような気軽さで、星野は本気なのか冗じよう談だんなのかわからない。

「な、なにバカなこと言ってんだよ」

　星野と北白川は男同士なのだ。事の発ほつ端たんは星野が抱いてしまったことにあるのだし、そこを突つかれたら言い訳はできないのだけれど。

　しかし、こんなことを冗談で言うのだろうか。冗談で言ったのに星野が承しよう諾だくしてしまったら、北白川は困ってしまうだろう。ということは、つまり、本気なのか？

「バカなことか？」

「そうだよ。バカなことだよ。なんのつもりだよ」

「なんのつもり、って、星野に興味を持ったからだよ」

「き、興味……っ？　具体的に、俺のどのあたりに興味を持ったんですか。主に尻しりですか」

「なんで敬語なんだよ」

　北白川は困ったように笑い、犬や猫ねこをかわいがるときのようなたまらないという表情で頰ほおを寄せてくる。

「抱いていたイメージと違ったから、もう少し星野のことを知りたくなったんだ」

「な、なに言っちゃってんの？　俺のことからかってるんだろっ」

　あはは、と乾かわいた笑いが出た。

「からかっているように見えるか？」

　北白川が急に真ま面じ目めな顔になる。その表情を見るに、とても冗談で言っていたり、星野をからかっていたりするようには見えないのだ。

　本当に本気で言っているのか？

「気持ちよかっただろう？」

「そ、それはまあ、そうなんだけど……」

「俺たちの相あい性しようがいいのかもしれないな」

「あ、相性とかあるのかよ！」

「もちろんあるさ。星野だって、初めてなのによさそうだったじゃないか」

　普ふ通つう、最初は苦戦するのだろうか。それが本当なら、初回から乱れまくってしまった星野と北白川は、充じゆう分ぶんに相性がいいと言えそうだ。

　いや、なに流されようとしてるんだよ。ないない。ぜったいにありえないから。

　星野ははっと我に返って首を左右に振ふる。

「北白川、やっぱり俺、無──、んっ」

　頭をぐるぐる悩なやませ、無理と結論付けた星野は、断ろうとした。しかしそれを察知したのか、それとも、ただの偶ぐう然ぜんだったのか、北白川は星野の唇くちびるをふさいだ。

　唇が一度離はなれて、北白川は言葉に詰つまった星野を見下ろした。

　声が音にならず、口をぱくぱくさせる星野の唇を北白川が再び吸う。

　生温かく湿しめった舌が口内に進入してきて、星野の舌に絡からみついた。

「ん…、んんっ」

　北白川の口には媚び薬やくが仕込んであるのだろうか。北白川のキスに、体も思考も、なにもかもがどろどろに溶とかされてしまいそうだ。

「拒きよ否ひの言葉は聞かないぞ」

　呼吸困難になりそうなほど、長い時間唇を弄もてあそんだのちに、北白川が言った。この時点で星野はもう、欲望のスイッチが入ってしまっていた。しかしほんの少しだけ残っていた理性が、ぎりぎりのところでブレーキをかける。

「か、考えさせて……」

　最後の最後で、星野は矜きよう持じを保てた。

　そんな星野を、北白川はまるで草食動物を見つけた肉食獣じゆうのような目で見ていた。しかし星野は、容量オーバーで頭がパンクしてしまっており、北白川の小さな変化には気づけなかった。










　北白川からセックスフレンドにならないかと言われたのが月初めの出来事だ。答えを保留にしたまま時間が過ぎ、そうこうしているうちに営業は各地に飛んでしまうので、なかなか顔を合わせる機会がない。

　じつを言うと、星野は北白川の携けい帯たい電話の番号やメールアドレスを知らない。会社で支給されているものはもちろん把は握あくしているが、あくまでも業務連れん絡らく用だ。仕事に関する内容で、北白川を含ふくむ営業たちにメールを送ったことはあるが、個人的な理由で北白川とやり取りをしたことはない。

　私用では使いたくないのは北白川も同じらしく、仕事用の電話が鳴ったことはない。なんとなく避さけたまま月末を迎えてしまった。

　とはいえ、一度も顔を合わせなかったわけではない。時々は社内で姿を見ることはあったのだが、星野のほうが逃にげていたので、北白川も空気を読んだのか話しかけてはこなかったのだ。今日も、会議や雑務で一日をオフィス内で過ごしていたものの、接せつ触しよくはなかった。

　答えを急せかされないのでありがたいのだが、放置されたらされたで腹が立つ。

　北白川は「またするか？」と言ったが、きっと本気ではなかったのだろう。そう思ったら、この一ヶ月弱、悶もん々もんとし続けた星野がバカみたいだ。

　世間ではクールビズが始まり、ジャケットを着ずに出しゆつ勤きんしてくる人もちらほらいる。今晩は普ふ段だんよりもとくにじめっとしていて、そろそろ梅雨つゆの始まりだ。

　金曜日の夜の街は、遅おそい時間まで人でにぎわっている。星野も学生時代の友人に誘われ、つい先ほどまで飲んでいた。

　久しぶりに会った友人たちからは、結けつ婚こん報告や子供が生まれた話、転職したことなど、話題が尽つきず、大盛り上がりで終電の時間ぎりぎりになってしまった。

　星野は駅まで走っているつもりなのだが、酒も進んで少々飲み過ぎてしまったこともあって、なかなか足が動いてくれない。

　タクシーを使う選せん択たく肢しはないが、集まったのが有ゆう楽らく町ちようだったので徒歩で帰るのは難しい距きよ離りだ。最悪、歩くつもりではいるけれど、できれば電車に乗りたい。

　必死に走っていたら胃の中のものが逆流してきそうになってくる。腕うで時計を見たら、この地点から駅まで全力で走ったとしても間に合うかどうか、という時間になってしまったので、星野は電車をあきらめて方向転てん換かんした。

「星野」

　Ｕターンしたタイミングで聞きたくない声が聞こえてきてぎょっとした。幻げん聴ちようかとも思ったが、もう一度呼ばれて確信する。酔よっているくせに雑ざつ踏とうの中で北白川の声を聞き取ってしまった自分に愕がく然ぜんとした。

　なんの勝負をしているわけではないけれど、ここで振り返るのは負けた気分だ。幸い背中から呼びかけられたため、聞こえなかったことにしてしまおう。

　星野は気がつかなかったふりをして歩く速度を上げた。

「こんな時間までどうしたんだ？」

　しかし北白川はそれを許してくれない。あっさり追いつかれて肩かたを叩たたかれたら無視するわけにもいかず、星野は渋しぶ々しぶ足を止めた。

「友達と飲んでたんだよ。北白川こそなにしてんだよ」

「接待が終わったあと、部長と飲んでいたんだ」

「そりゃご苦労さん。じゃあな」

　肩に置かれた北白川の手を振り払はらい、星野は歩きだす。

「タクシー乗り場はそっちじゃないぞ」

「歩いて帰るんだよ。タクシーに乗る前提で話してんじゃねえよ。ここからマンションまで帰ったらたぶん六千円ぐらいかかるだろ。Ｔシャツ六十枚買えるじゃないか。もったいない」

「Ｔシャツ一枚百円？　星野、計算がおかしいぞ。相当酔っぱらっているようだな」

「酒は入ってるけど頭はちゃんとしてるよ。お前とは金銭感覚が違ちがうだけだ。黙だまってろボケ」

「やはり酒が入ると口が悪くなるな」

　北白川は星野の隣となりに並んだ。

　酒が入ると多少くだけた口調になるのは自覚している。でも絡むタイプではない。

　北白川にたいしてつい語気が荒あらくなってしまうのは、セックスしてしまったからだ。どんな顔で会えばいいのかわからないし、なにもなかったかのような態度で接してくる北白川には少しいらいらしているのだ。自分だけが意識しているようで、いたたまれないのだ。

「ついてくんなよ。お前、家はこっちなのか？」

「神楽かぐら坂ざかだ」

「神楽坂ぁ？　世せ田たが谷やに家があるって、女の噂うわさ話聞いたことあるぞ」

「実家が世田谷にある。神楽坂のマンションには一人で住んでいるんだ」

　給料は同じだ、などと言っていたが、きっと北白川のマンションは親の持ち物か親から譲ゆずり受けたものか、といったところだろう。

　帰る方向も途と中ちゆうまでは同じだが、仲良く並んで歩くなんて罰ばつゲームだ。

「お前の家なんかどうでもいいわ。じゃあな。別の道で帰れよ」

　星野はもう一度北白川を振り切ろうとした。

「人の顔を見た途と端たんに方向転換したり、俺の声が聞こえているはずなのに無視したり、相当な嫌きらわれようだな」

　北白川の声に、普段にはない棘とげが混ざっているように聞こえた。低く感情を抑おさえたような話し方にびくっとして、つい、振り返ってしまう。

「な、なんだよ。北白川がいたなんて知らねえよ。だれもかれもがお前のことを見てると思ったら大おお間ま違ちがいだからな。自うぬ惚ぼれてんじゃねえぞ」

「俺のことが見えていなかった、っていうなら、じゃあ、俺が呼びかけたのは？　聞こえていなかったのか？」

「それは……」

　重ねて聞かれるとは思っていなかった。酒が入っていなかったら、機転を利きかせた答えが返せたかもしれないが、今は無理だった。星野はうまい切り替かえしができずに黙り込んでしまう。

「俺はすぐに気がついたし、声もかけたというのに、星野は無視か。ずいぶん冷たいんだな」

　結果、問いかけを肯こう定ていしていることになってしまい、北白川は肩で大きくため息をついた。

　呆あきれているなら別のルートから帰ればいいのに、北白川はなぜか星野の数歩うしろを、距離を保ったまま歩いている。

「なんでついてくるんだよ」

「ふらふら歩いている奴やつを放っておけるか。最も寄より駅はどこだ？」

「高円寺だよ」

　いつまでも実家暮らしをしているのはどうかと思い、この春から一人暮らしを始めたばかりだ。八畳じようのワンルームマンションで手て狭ぜまだが、職場まで電車で一本だし、駅周辺にはスーパーや古着屋など安い店がたくさんあって便利だ。

「俺はタクシーを拾うから、送っていってやるよ」

「高円寺まで行ってまた神楽坂まで戻もどるのかよ。いくらかかると思ってるんだよ」

「じゃあうちの運転手を呼ぼう」

「う、運転手がいるのかよ。いいよ、そこまでしなくても。だったらタクシー探すから」

　さすがにこんな時間に呼び寄せるのは申し訳ない。だがいつまでも突つっぱねていたら北白川は本当に運転手に連絡しかねないので、星野のほうが折れた。人当たりがよくソフトな口調に騙だまされてしまいがちだが、北白川はけっこう強ごう引いんだ。

　駅のタクシー乗り場に行ったが、大行列だった。並んでいる人たちの会話を聞くところによると、この近くの駅で起こった人身事故のため電車が止まってしまい、一部の乗客がタクシーに流れてきているらしい。

　話を聞いている間にも、駅から続々と人が流れてくる。今から最さい後こう尾びに並んだら、タクシーに乗り込めるのはいったい何時間後になるだろう。

　それならまだ歩いたほうがマシだ。それかいっそのことホテルを取ってしまうか。

　そう思って何件かビジネスホテルに電話してみたが、皆みな考えることは同じで、どこも満室だった。

　北白川を振ふり返ると、スマートフォンをいじっていた。嫌いやな予感がして、星野は先手を打つ。

「お前んところのホテルが取れたとしたって俺は行かないからな。あんな高いホテル、年にそう何度も何度も泊とまれるか。泊まりたいならひとりで行けよ」

　泊まったら最後、ぜったいにセックスの流れになってしまいそうだから嫌だ、とは言えないので、星野は値段を理由に断った。

「じゃあどうするんだ？」

「歩きながらタクシー探すよ。大通り歩いてれば拾えるだろ」

「駅で待つよりは捕つかまえやすいかもな」

　北白川は星野の提案を受け入れてくれた。運転手を呼ばず、再び星野についてくる。

　歩きながら拾う、とは言ったものの、行き交かうタクシーには皆、乗客が乗っていた。なかなか捕まりそうにはなかったが、二人でタクシー乗り場にいるよりは、歩いているほうが、まだ時間をやり過ごせるから、この選せん択たくで間ま違ちがっていない。

　しばらく歩いているうちに、星野はすっかり酔いが覚さめていた。一心不乱に突き進んでいたが、ふと背後の存在を思い出して振り返ってみた。

「なんだ？」

　当たり前のように北白川がいた。目が合ってから先のことまで考えていなかった星野は言葉に詰つまってしまう。

「もう酔いは覚めたから、監かん視ししなくても大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと家に帰れるし」

「監視？　そんなつもりはなかったんだがな。どうしてそういちいち突っかかってくるんだ？　俺は星野になにかした覚えはないんだが、もしも俺の気づかないところで傷つけてしまっていたなら申し訳ないから、理由を教えてくれ」

　北白川は星野を心配してついてきているのだろうということはわかっていたので、星野は気をつかってそう言ったのだが、北白川には嫌いやみと受け取られてしまったようだ。今までの星野の北白川への態度を考えれば仕方ないのかもしれない。

　どうして、と問われて、どう答えればいいのだろう。北白川に敵対心を持っている理由はいくつかあって、星野自身も自覚はあるのだが、それを本人に伝えるには勇気が必要だ。コンプレックスを晒さらしてしまったら、ともすれば攻こう撃げきする隙すきを与あたえてしまうのだから。勝手にライバル視してきた相手に、できることなら弱点は見せたくない。

　けれど常に友好的な態度の北白川にたいして一方的にかみついているのは大人げないし、しかもその理由が理由だから、かなりみっともない。

　北白川と関かかわるようになってから、以前よりも人ひと柄がらがわかったし、いくら星野ががんばっても到とう底てい及およばない男だということは理解した。完かん璧ぺきすぎる男を前に、戦う気すら削そがれてしまっているのが現状だ。

　もういい加減、かみつくのはやめて、素す直なおになるべきか。

「俺はな、わかりやすく言うと、あひるだったんだよ。昔話に出てくるあひるがいるだろ。あれ」

　星野は正面を向いたまま北白川に話しかけているから、表情はわからない。

　北白川が「ああ」とあいづち打ったので一応聞こえてはいるらしいから、星野は続けた。

「趣しゆ味みが勉強で、ゲームが好きで、完全にインドア人間で、外見なんかも気にしたことがなかった。男子校だったしな。気づかう必要もなかったんだよ」

「今の星野を見ていると信じられないな。自分が思ってるほどではなかったんじゃないのか？」

「いや、実際にそうだったんだよ。髪かみの毛も近所のおじいさんがやってる床とこ屋やだったし、切るのが面めん倒どうなときは伸のばしっぱにしてたし、寝ね癖ぐせも気にしない。中学の頃ころに買った眼鏡めがねをずっと使ってるし」

「じゃあ、なにがきっかけで今のようになったんだ？」

「なんでそんなこと聞くんだよ」

「なんで、って。以前、星野に興味を持ったって言っただろう？」

　本気で言っていたのか。

　北白川の言葉が衝しよう撃げきで、星野は驚おどろいてしまった。てっきり冗じよう談だんだと思っていたのだ。

　星野が変わるきっかけになったのは、就職活動だ。周囲があっさり内定をもらってくる中、星野はなかなか内定が取れなかったのだ。そのため就活サイトや体験談ブログなどを熟読した結果、見た目が重要だということがわかった星野は、その日を境に自分磨みがきを始めたのだ。

「生まれて初めて美容院に行ったんだよ。駅とかで割引券配ってんだろ。あれ握にぎりしめてさ。ハードル高かったよ。美容師全員が俺を見て笑ってんじゃないか、とか思ったりして」

「何百人といる客の中の一人だから、常連でなければ相手もいちいち覚えていないぞ？」

「うるさいな」

　当時の星野は緊きん張ちようでがちがちになっていたのだから仕方ない。手のひらの汗あせで湿しめっている割引券を出したとき、受付の女の子に笑われたのはトラウマだ。

　星野は男性のスタイリストを指名し、就職活動をするので印象がいい髪かみ型がたにしてほしい、と伝えた。イケメンが切ってくれただけあって、清せい潔けつそうなサラリーマンカットの中にもおしゃれ感を残した、ぎりぎり許容範はん囲いの長さのヘアスタイルにしてくれた。

　カットが終わった星野を見て、担当していた男性をはじめ、ほかの美容師たちも感かん嘆たんしていた。店内にいた女性客たちの視線が星野に集中し、モデルかタレントか、というひそひそ話が聞こえてきた。

　美容室を出て歩いていると、女性向けのファッション雑誌の、町中にいるかっこいい男子を紹しよう介かいするコーナーを見せられ、写真を撮とらせてくれないかと言われた。星野はわけがわからないまま撮さつ影えいに応じ、眼鏡バージョンと裸ら眼がんバージョンを撮った。

　服はどこで買っているのか、ファッションにかけるお金は月にいくらか、と聞かれた。

　古着屋で、シーズンオフのワゴンの中のたたき売り商品を狙ねらう。トップスもジーンズもだいたい百円だ。アウターの場合は少々高いが、出しても千円まで。年間の金額を月割したら、平均で千円もいかないのではないだろうか。しかしそんなチープな服や、黒くろ縁ぶちで分厚いレンズのダサい眼鏡が、途と端たんに格好いいアイテムとなってしまったらしい。

　来月発売の本に載のる、と言われて後日買って読んだら、巻末のほうにあるそのコーナーで、星野がトップの扱あつかいだった。しかも一番大きな写真が使われていたのだ。

　掲けい載さいされたのは、裸眼バージョンの星野だった。インタビューは箇か条じよう書きにされ、服には金をかけない、という星野のコメントとともに書かれていた。

　イケメンでセンスがいいならどんな服でもカッコイイ、みたいな感じのあおり文句と、飾かざり気がないのが魅み力りよく的、という編集者のコメントがつけられていた。

　モテない男に奇き跡せきが起きた。星野はあひるではなく、白鳥だったのだ。

　本名、年ねん齢れい、大学名が書かれていたので、噂うわさが巡めぐり巡って、星野の学部のある校舎に女子がちらほら現れるようになったらしい。その頃の星野は就職活動の真っ最中だったので、あまり大学には行っていなかったため、友人からの伝聞だ。

　外見を整えた途端に今の職場の内定をもぎ取ったことで、星野は確信した。見た目の印象は重要。そして自分はかっこいい。

　自意識過か剰じようと思われてもかまわない。星野は就職活動をきっかけに生まれ変わったのだ。

　それからは、スーツや靴くつ、バッグや時計など、会社で必要なものに関してはある程度いい物を身に着けるようにしている。営業だし人と接する機会が多いため、必要経費だ。ゴテゴテに飾るのは趣味じゃないので、あくまでもさりげなく。

　そのおかげか、星野の専門知識を生かした営業トークのたまものか、仕事は順調だ。

「努力して内定をもらって、自分を磨いて、向上心があっていいじゃないか。童どう貞ていがバレたらどうしよう、なんて星野は考えすぎなんだよ」

「学生時代はまだいいんだよ。結局周りは男だらけだったし、モテない男たちの集団だったからな。でも社会人になって全部がリセットされてみろよ。女の社員がみんな優やさしいんだよ？　飲み会に招しよう集しゆうされたときだって、今までだったら相手にもされなかったのに、ちやほやされるんだ。正直言って、仕事以外の飲み会はもう怖こわくて行けないよ」

　星野の社会人としての対策は、ほかの方面に作用してしまったらしい。洗練された男のイメージができあがってしまったのだ。

　聞きたくなくてもガールズトークは耳に入ってくる。ファッション雑誌を読めば女子の本音コーナーがある。

『イケメンだしセックスがうまいと思ったら超ちよう早そう漏ろうだった。（二十七歳・事務職）』

『彼（二十八歳）と初めてＨしたときの話。挿そう入にゆう前にイッてしまい、彼は童貞じゃないと一いつ生しよう懸けん命めい否定していたけど、間違いなく童貞。（三十二歳・公務員）』

　女子の本音の記事を読んだときに、星野は顔からさーっと血の気が引いていった。まるで将来の自分のことが書かれているような気になったのだ。

　星野に好意を向けてくれる女性がいることは、本当はとてもうれしいのだ。食事に行ったことだってあるし、それらしい空気を察知したこともある。しかしいざその場面になると、星野の頭の中に例の記事がフラッシュバックしてしまい、毎度駅で見送る羽目になる。

「いつも断ってるから、俺は特定の恋こい人びとを作らないタイプらしいって思われるようになって、そのうち、本命がいるらしい、に変わって、今では、きれいだけどツンとしててムカつくとか、女を食い散らかす最低な男とか、一部悪評に変わりつつあることも知ってるよ。でも俺は女と付き合ったことはないから根も葉もない噂だし、気にしないようにしてる」

　星野が努力して作り上げたイメージが想像以上に膨ふくらんでしまい、結果的に自分の首をぎりぎりと締しめつけているのである。

　本当はただのサラリーマン家庭の息子むすこで童貞なんです、なんて今さら言えない。結果的には自分に好意を持ってくれている女性すら遠ざけてしまっている始末だ。

「愚ぐ痴ちってごめん」

「いや、俺はかまわないが。しかしなんで俺にそんな話をするんだ？」

　なんで、と問われて、星野は首を傾かしげた。

　最も知られたくない部分を握られているので、これ以上の弱みがない。だから北白川にはなんでも話せるのだ。

「なんでだろうな。理由はいろいろあるけど、まあ、北白川が話しやすい相手だからかな。営業に異動してきたばかりの頃、というか最近までは一方的にライバル視してたけど、思ったほど悪い奴やつじゃなかったし。いっそのこと、すっごく性格悪い奴だったらよかったのにな。それが悔くやしいんだ」

　いつのまにか隣となりにいた北白川を見上げ、星野は言った。

　子供の頃から常にトップを走ってきた星野にとっては、二番というポジションは屈くつ辱じよく以外の何物でもなかったのだ。だから北白川につい敵対心を抱いだいてしまっていたが、無む駄だなあがきはもうやめるつもりだ。

　もしかしたら飄ひよう々ひようと生きているように見えていたかもしれないが、実際はコンプレックスの塊かたまりだ。しかし、これが星野輝という男なのだ。

「俺だって、常に星野が後ろにぴったり張りついているから、毎月気が抜ぬけないんだぞ？」

「え？　どういうこと？」

　本気で意味がわからずに、星野は北白川に問い返した。

「俺が簡単に毎月トップに立っていると思っているのか？」

　少なくとも星野の目にはそう映っていたのだが、違ちがうとでもいうのか？

「常に背後に星野がいるから、俺だって負けられないって気合いが入るんだ。俺もずっと星野の存在を意識していたんだぞ？」

　それはつまり、星野の一方的な思いではなく、北白川もまた、星野をライバルとして認めていたということか。

　仕事ができる男に認められる、というのは、じつはとてつもなくうれしい。それが、自分がライバル視していた相手なら、よろこびはさらに大きい。

　頰ほおが熱くなってきて、星野は手でぱたぱたと顔をあおいだ。

「どうした？　暑いのか？」

　急に顔を覗のぞき込まれて、星野は身構えてしまう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶっ」

「そうか？　顔が赤いぞ？　熱でもあるんじゃないか？」

　北白川が星野の額に触ふれた。この手で、俺を……。

　以前二人で過ごした夜を思い出してしまい、本当に体温が上がってしまったような気がする。がちがちになって、意識してしまったのが丸わかりだ。

　北白川の顔つきが急に変わった。喩たとえるならハンターのような鋭するどい表情だが、星野の体調を心配してくれているのだろう。

「やはり、休んでいったほうがよさそうだ。ここからだとうちが近いから、泊とまっていけばいい」

「いやいや、ホントに大丈夫だからっ」

　星野が重ねて断ると、北白川は少し残念そうな表情をしつつ、手を離はなした。

　体調が悪かったわけではないのだが、相手の変化を見み逃のがさない北白川を尊敬してしまう。こんな風に常に相手への気配りができる男だから、北白川は女性にモテるのだろう。今だって、さりげなく車道側を歩いている。女性ではない星野だって、ほんの一いつ瞬しゆんドキッとしてしまったのだ。

　一部とはいえ、若じやつ干かんの悪評が立てられてしまっている星野との差は、このあたりにある気がした。見習うべき点は素す直なおに受け入れて、次に生かそう。

　再び歩き出した星野に、北白川がふいに言った。

「今の自然体の星野のほうがずっと魅力的だ」

「え？」

　星野は驚おどろき、北白川へ顔を向ける。

「職場でもそういうラフな空気をにじませれば、今よりもっと女性にモテるようになるんじゃないか」

「今の職場ではもう、イメージが固まっちゃってるから、無理だよ。転職するつもりはないけど、なんかのきっかけがあったらチャレンジしてみるよ」

「いや、やっぱりダメだ」

「なんだよ、自分で言ったくせに」

「素の星野を知っているのが、学生時代の友人以外では俺しかいないってことだろう？　これ以上知られたくない」

「え……？」

「タクシーが来たぞ」

　北白川の言葉の意味をしっかりと考え頭に刻む前に、流れてきたタクシーによって打ち切られてしまった。話が宙ぶらりんのまま、星野は後部座席に乗り込んだ。続いて北白川が乗るとドアが閉まり、タクシーが動き始める。

　ワンクッション入ってしまったせいか、星野は先ほどの北白川の真意を問いただしづらくなってしまう。なんとなく引っかかっているのは、星野なりに察知しているからだ。聞きたいけど、聞くのが怖い。

　なんだか変な気分だった。せっかくいい雰ふん囲い気きになったのに、すぐに微び妙みような空気になってしまって残念だ。

　でも、二人の関係は少し前進できた。負けたくないと思っていた相手も自分のことをライバルとして思ってくれていたことがどれだけうれしかったか。

　個人の成績も大事だが、星野たちの会社は営業部全体の数字を重要視するので、星野と北白川が仕事の面でもう少し歩み寄り、協力できる部分で手を取り合えば、営業の数字全体がもう少し上がるような気がする。

　あらためて目標ができたことで、やる気がみなぎってきた。多少ぎくしゃくしていたものの、今のやり取りで、少しは解消できたように思う。

　明日から、今以上に仕事が楽しくなるかもしれない。

「そうだ。携けい帯たい電話の番号とメールアドレス、教えてくれよ」

　北白川が唐とう突とつに言った。

　用事があるなら会社から支給されている携帯電話を使えばいい。社員同士でやり取りする分にはなにも言われない。

　以前の星野なら、そう即そく答とうしていたはずだ。けれどどうしてだろう。

「会社のケータイに送っておくよ」

「そうか。じゃあそのアドレスに俺も自分の携帯から送るから、あとで返信くれよ」

「……うん」

　星野の口から出てきたのは、自分でも想像していなかった答えだ。










　急に忙いそがしくなって、出張先から直帰できずに終業後に帰社して雑務をする日々が続いていた。残業は仕方ないと思えるが、土日出勤はしたくないので、どうにか金曜日までに仕事を終わらせた。

　二度目に誘さそわれ保留にしてからやきもきした日々を過ごしていたが、あれ以来、誘われない。先日の深夜、終電をなくして二人で歩いて帰ったときも、それらしい雰囲気にはならなかったから、きっと冗じよう談だんだったのだろう。

　ほっとしている一方で、星野はなぜか北白川のことを考えてしまう。あっさり引くぐらいなら、気持ちをかき回してほしくなかったのだ。おかげで顔を合わせない休日ですら、気が緩ゆるむと頭の中に北白川がいる。最近の星野はどこかおかしくなってしまった。

　さらに、プライベートな携帯電話の情報をやり取りしてから、余計に意識させられているような気がする。些さ細さいな内容なのだが、北白川からぽつりぽつりとメールが来るようになった。無視するわけにもいかず、星野も返信する。そんなやり取りが、ここ何日か続いているのだ。

　インドア派の星野だが、家にこもっていると余計なことまで考えてしまいそうだ。

　昼頃ごろ起きて、軽く掃そう除じ機きをかけてから、散歩がてら駅前まで出た。

　引っ越こしてきてから二ヶ月も経たっているのに必要最低限の家電しかそろっていないので、生活に必要な物を買うつもりだ。

　商店街や量りよう販はん店てんをぶらぶらし、洗い替がえが少なくて不便だったバスタオルや、切れそうになっていたシャンプー、鍋なべや食器、収納ケースなど、大量に買い込んでそろそろ帰ろうか、というとき、遠くに、北白川に似た人を見つけた。

　星野はコンタクトレンズがあまり好きではないので、職場に行くとき以外は眼鏡めがねをかけている。中学生の頃ころからずっと変わらない、黒くろ縁ぶち眼鏡を愛用している。以前うっかり踏ふんでしまったため、折れたつるはセロテープで補強して、そのまま使っている。多少度が合っていなくても、人との距きよ離りは把は握あくできるし、文字も読めるので、問題ない。

　ただし、何メートルも離れてしまっていると人物の判別は難しい。こちらに向かって歩いてきているのが本当に北白川だったら、星野は全力で逃にげ出したい。うまく関係を築いていけそうだとは思うのだが、以前の苦手意識が時々顔をのぞかせるのだ。以前よりも、より強く北白川を意識してしまっている。

　会いたくない理由はもうひとつある。ちょっと出て買い物だけしてすぐに自宅に戻もどるつもりだったので、高校時代の学校指定の紺こん色いろのジャージの上下を着ているのだ。着き心地ごこちがよくて卒業後もずっと愛用しており、帰宅後と週末の必ひつ須すアイテムだ。その上、つるが壊こわれたダサい眼鏡をかけている。







　寝ね癖ぐせがついているのはわかっていたが、くしを通さずそのまま出てきてしまったので、髪かみの毛はくしゃくしゃだ。これが学生時代の基本スタイルだったし、オフの日はなにもしたくないのだ。

　完全に気を抜ぬいたスタイルを、知り合いには見られたくない、と思ったのだが、こんな格好をしているので気づかれない可能性のほうが高い。そもそも、正面から歩いてくるのが北白川と決まったわけでもない。

　びくびくして挙動不ふ審しんになったらかえって目立ってしまうので、星野は視線を落としたまま雑ざつ踏とうに紛まぎれて黙もく々もくと歩く。近づいてくる男の顔を確かく認にんしたい気持ちはあったが、本物の北白川だったら平静を保っていられる自信がないので、ぐっと堪こらえた。

「星野？」

　気づかれないだろうという思いと、まさか北白川がこんなところにいるわけがないという思い込みとが重なって、星野は完全に油断していた。

　聞かなかったふりができず、星野は反射的に顔を上げてしまう。

「あ……、ど、どうも」

「なんだ、他人行ぎよう儀ぎだな」

　北白川は目じりを下げる。

　これまでにも星野は北白川にありとあらゆる情けない場面を見せてきたが、よりによって、ある意味一番見られたくなかった姿を晒さらしてしまった。

「なんで気づいたんだよ」

「なんで、って。眼鏡だから印象が違ちがうが、スーツか私服かの差だけだろう。ジャージ姿もかわいいじゃないか」

　今の星野はどう見ても小こ汚ぎたない男の姿なのに、かわいいと思えるなんておかしい。おまけにオンとオフの姿もあっさり見破られてしまったということは、自分が思っているほど差がないのかもしれない。

「北白川、眼科行ったほうがいいぞ」

　しかし今までの努力はなんだったのだ、と否定された気持ちになってしまうので、星野は北白川が変なのだと思うことにした。

「視力はいいほうだぞ。ところで、星野はまた俺のことを無視したな」

「む、無視なんかしてないよっ」

　まさかそこを突ついてくるとは思っていなかったので、星野はしどろもどろになる。

「昔の眼鏡使ってて、度が合ってないから、近くまで来ないと人の判別ができないんだよ。しかも俺、下見て歩いてたと思うんだけど」

　北白川かもしれない、とは思ったが、確信していなかったのだからぎりぎりセーフだ。噓うそはついていない。

「なるほど。眼鏡姿も新しん鮮せんだな。今日の星野は別人を見ているようで、得した気分だ」

「な、なんだよ、得って」

「職場の人間は、こういう星野を知らないんだろうな、と思ったら、なんだかうれしいだろう？」

　北白川は気が緩んだような顔をして、星野の手からみっつでひと括くくりにされた収納ケースを取った。

「意味わからないよ。これ、別に重くないからいいって」

「まあ、ひとつぐらいいいだろう？　家は近いのか？」

　言われなくても荷物を持ってくれるなんて、いい男だ。同性相手でもさりげなくやってしまえるあたり、身についている技わざなのだろう。

　男性向けファッション雑誌を読みあさっているので知識だけは豊富だが、いざその段階になると星野は気が回らない。文字の情報を頭に詰つめ込んでも、行動できなければ意味がないのだ。そういう意味では、北白川の行動を目の前で見て、自分自身が体験することによって、スキルが上がっていくような気がする。

「ここから五、六分かな。北白川はなんか用事あったんじゃないのか？」

「友人と会っていて、さっき別れたんだ。前に、高円寺に住んでるって言っていただろう？　だからさっきメールしたんだが」

「ごめん、家に忘れてきたんだ」

　これも噓ではない。しかしあからさまに避さけているようなタイミングが続いてしまい、間の悪さを感じる。

　申し訳ない気持ちがあったし、北白川から収納ケースを奪うばい返してまで拒きよ絶ぜつするのも大人げないので、星野は荷物運びを手伝ってもらうことにした。

「大荷物だな」

　星野が持っている大きなビニール袋ぶくろから突き出ているフライパンの取っ手部分を見て、北白川が言った。　>>>♥

「最近引っ越したばかりなんだ。いつまでも実家に寄生してるのもどうかと思ってさ」

「星野がどういう部屋に住んでいるのか興味があるな」

「どういう、って普ふ通つうの賃ちん貸たいマンションだよ。狭せまいけど笑うなよ？」

「笑わないさ」

　北白川が他人を中傷したり、マイナスの発言をしたりしているのを聞いたことがない。そういう男だからこそ星野もすんなり受け入れられたのかもしれない。北白川という人間を知るにつけて、ずっと敵視してきた愚おろかさを実感する。

　商店街を抜けて小道に入ってすぐに、星野が住んでいる低層型マンションが見えてくる。安いアパートと迷ったのだが、女の子を連れ込んだときの状じよう況きようをシミュレーションしてみた結果、壁かべは薄うすくないほうがいいという結論に至った。築年数がある程度いっていたこともあって、駅から近いマンションのわりには家賃が安くて、予算内で収まった。

　四階の通路の一番奥の星野の部屋に、北白川を招き入れる。手前に浴室やトイレ、短い廊ろう下かの先は八畳じようのフローリングだ。

「ケースはとりあえずベッドの足もとにでも置いてくれるか」

　星野が指した場所に収納ケースを置いた。その上に、星野が持っていたビニール袋も載のせる。後片づけは北白川が帰ってからにするつもりだ。

「なにもないんだな」

　ベッドとパソコンデスクしかない簡素な部屋を、北白川は物もの珍めずらしそうな顔で見回しながら言った。

「北白川の家のトイレぐらいの広さなんだろうな、ここは」

「まさか。こんなに広かったら落ち着かないじゃないか」

　それもそうか、と星野は笑った。北白川も、苦笑いしながら星野を振ふり返る。星野と目が合うと、ふと、笑いを引っ込めた。

　どうかしたのか、と尋たずねづらい空気を身にまとい、北白川が顔を寄せてきた。唇くちびるが触ふれる直前に、星野はすっと顔を背そむけた。

「キスのタイミングを感じたんだが。読み間ま違ちがえてはいなかったよな？」

「ご、ごめん、俺、そういうのわからない」

　そんな雰ふん囲い気きをにじませていたのだろうか。冗じよう談だんでも誤ご魔ま化かすための噓でもなくて、星野は本当に読み取れないのだ。

「考えておく、と言われてからずっと放置だ。メールをしてもそっけない返事だし、誘さそおうと思っても断られるしで、いい加減やきもきしていたんだぞ。そろそろ答えが欲しいんだが」

「え？　さ、誘われてた？」

　仕事の都合がつく日を聞かれて、今週は忙いそがしいからない、と返信した。どこをどう読んだらあのメールから誘いの暗号を解読できるのやら。

「俺を部屋に上げたんだから、そういうことだと受け取ったんだが？」

「な……」

　なにを言っているんだ、と言いかけて、星野ははっとした。たしかに「女が部屋に上げるのは合意の合図」というような記事を読んだことがある。だがそれを信用した結果の失敗談もいくつか載っているので、百パーセント鵜う吞のみにするわけにはいかない。

　女性にモテる北白川が、それを知らないわけがない。ましてや「部屋に上げたのだから合意だ」と押し切るようなタイプにも見えないので、星野は首を傾かしげる。

「まさか、知らなかったとか？」

　北白川はあごを持ち上げた。その仕草が煽あおっているように感じてしまい、星野は全力で否定する。

「し、知ってるよ！　最近まで魔ま法ほう使い予備軍だったからってバカにするなよ！　わ、わかったよ。合意だよ！　これで満足かっ？」

「ああ、とても満足だ」

　もしかして、ハメられた……？

　してやったり顔の北白川を見て、星野は確信した。










　裸はだかに剝むかれた星野は床ゆかに両ひざをついた姿勢でベッドに上半身を預け、後ろから北白川に伸のしかかられている。

　尻しりの肉を左右に開いたと思ったら、北白川がその中心に躊ちゆう躇ちよなく舌を伸ばしてきた。

「や、やめろよ、それっ」

「怪け我がをしたくないだろう？」

　抵てい抗こうする星野を無視し、北白川はさらに奥に舌を差し込む。

　まるで生き物のようにうごめいている。不快なのか小さい快楽を感じているのか、星野はわからなくなってくる。嫌いやだと思っているのに、窄すぼまりは先を求めるかのようにひくひく動いて、北白川の舌をもっと深く飲み込もうとしている。

　舌で体の中をなぞられるたびに、腰こしがうずいてしまう。星野には耐たえがたい羞しゆう恥ちだ。

　以前ホテルで使用したローションやコンドームはどうしたのか、星野は思い出せない。

「な、なあ」

　星野が問いかけると、北白川は尻の肉に口づけをして顔を離はなした。ほっとしたのもつかの間、しかし舌の代わりに指が差し込まれる。

「あぅっ」

　油断していたため、星野は変な声を出してしまう。

　北白川は星野の背中に伸しかかり、耳の後ろから笑えみを含ふくんだ声で話しかけてくる。

「なんだ？」

「な、なんで俺がこっちなんだよ？　れ、練習っていうなら、うっ……、お、俺がそっち側だろ？」

「俺はどちらでも構わないが。しかし手本が必要ではないか？」

「手本？　あ、あっ」

　ぐるりと中をなでられて、また、高い声が漏もれ出てしまう。

「ああ。星野は勉強熱心だし、数字や自分の経験を分ぶん析せきして生かすのが得意だろう？　実際に仕事にもそれが生かされているわけだし、まずは俺のやり方を見て覚えたらどうだ？」

　そう言われると、そんな気がしてくる。事前の下調べを徹てつ底てい的にしていることを知られているのは癪しやくだが、褒ほめられて悪い気はしない。

　ここは北白川の言うとおり、慣れない状態で北白川を抱だくよりも、まずはしっかり手順を覚えてから次に実行に移すのがいいのかもしれない。

「わかった。そうする、あっ」

　星野が同意するや、北白川は性急に体をつなげてきた。

「や……、な、なんで……」

　星野はうわずった声を出しながら背後を振り返る。

　充じゆう分ぶんに慣らしたとみるや唐とう突とつに挿そう入にゆうしてくるなんて、今日の北白川は以前とは別人のように見える。

「散々焦じらされたんだ。このぐらいは許してもらわないとな」

「でも……、あっ、んっ」

　北白川は星野にしゃべらせないようにするためなのか、少し強めに腰を突つき立てた。

　入れるべき場所ではない部分に北白川を受け入れているというのに、不思議なことに苦痛を感じない。北白川がうまいのか、星野に才能があるのか。

　いや、そんな才能いらない。悔くやしいし認めたくはないけれど、北白川がテクニシャンなのだ。普通なら男側の行こう為いを生で見る機会などないのだから、せいぜい技わざを盗ぬすんでやる。

　背後から受け入れているためなのか、以前よりも奥深くまで北白川が届いている気がする。

　時々、びりびりと電流が走るような強い刺し激げきを与あたえながら、北白川は星野の中をかき回す。

「あ……、あっ、んんっ、あっ」

　激しい波がやってきて、ぶるぶると太ももを震ふるわせる。

　星野の反応を見れば、嫌がっているのかそうでないのか、わかるだろう。声を出したくないのに、口を押さえようとする動きすらできないほど、北白川は激しく腰を打ちつけてくる。

「……ぁっ、……うっ」

　星野は声にならない声を上げ、シーツをくしゃりとつかむ。

　ずん、とさらに強く、奥深く、北白川が入ってきたとき、星野は目の前が真っ白になったような気がした。

「ん、ん、……はぁっ」

　精を吐はき出す、という行為は同じはずなのに、衝しよう撃げきが大きすぎたのは、触れられてもいないのにイってしまったからだろう。こんなことがあっていいのだろうか。

　あれから星野は男同士のセックスについてさらに詳くわしく調べてみたのだ。性器に刺激を与えないまま射精することは、あるにはあるらしい。けれどいざ自分の身にそれが起こったら、ショックだった。自分は男なのに。

　もっとショックなのは、自じ慰いで得る快感の何倍も気持ちよかったと思ってしまったことだ。

　これが癖くせになったらどうするんだよ。

　肩かたで息をし、呆ぼう然ぜんとしていた星野に、もしかしたら北白川は別の解かい釈しやくをしたのかもしれない。気持ちよすぎて動けない、と。

　そんな星野を気づかっているのか、北白川はゆっくり腰を引き、じりじりと中に入ってくる。

　激しく揺ゆさぶられているときには星野もなにも考えられない状じよう況きようだったが、じんわりと攻せめられると嫌でも体の中にいる北白川の存在を感じてしまう。無理やり意識の外に出しておかないと、形まで伝わってきそうで嫌だった。

　達してしまって体に力が入らない星野は、もうどうにでもなれ、という気持ちで北白川に体を預けていた。

　勝手に出し入れして、さっさと終わらせてほしい。そう思いながら行為を受け入れていたが、北白川のほうがそれを許してくれない。マグロ状態になってしまった星野を、どうにかしてあえがせようとしているのか、突き立てる角度を変えたり、中をかき回すように腰を揺らしたりする。

　北白川が星野を抱きしめ、胸や腹を手のひらでゆっくりとなでる。

　急に優やさしくされたらどきっとしてしまう。

　それならまだ荒あらっぽくしてもらっていたほうが何倍もマシだ。

「んぁっ、……あっ」

　手を振りほどこうとしたら、北白川はその動きを察知したのか、急に星野の胸の小さな突とつ起きを指の腹で押しつぶす。反対側の手では乳ち首くびをつまんだ。　>>>♥

「やめっ……」

　不意打ちされて声が裏返り、星野は上半身をのけ反らせた。

　なんで胸に触ふれられたぐらいで感じてしまうのだろう。

「力を抜ぬいてくれ。イってしまいそうだ」

　北白川は困り笑いの声で言った。

　星野は無意識に、体内の北白川を締しめつけてしまっていたらしい。けれど意図的にやったわけではないからどうしたら緩ゆるまるのかわからず、星野は首を左右に振ふった。

　気持ちいい、というよりはこそばゆい。触さわってほしくなくて上半身をよじってみたり、ひじを張って北白川から離れようとしてみたりするが、胸と尻と同時に刺激を与えられているので思ったようには力が出ない。

「あっ、あ……んっ」

　北白川が星野の耳を嚙かみ、胸にあった手の片方は、肌はだの上を滑すべりながら下腹部に落ちていく。

「や……っ」

　体中を北白川に嬲なぶられている今なら、星野はきっとどこに触れられても感じてしまうに違ちがいない。足に力が入らず再びベッドに崩くずれたら、北白川はその背中に覆おおいかぶさってきた。背後から星野を抱きしめたまま、激しく突き上げる。

「ん……、北……、もうやめ……、あ、んっ」

　このままではダメだと思っているのに、頭が少しも回らない。しまいにはなにもかもがどうでもよくなってきて、星野は考えることを放ほう棄きした。

　星野を高みへ追い上げつつ、北白川は自分の快楽を追求する。次し第だいに北白川の息いき遣づかいが荒くなっていくのを背中に感じてぞくっとした。

　星野を抱く腕うでの力がさらに強くなり、動きが加速したのちに、ぴたりと止まった。同時に、耳元に北白川の吐と息いきがかかった。

　この行為は、やはり普ふ通つうではないと思う。けれど北白川の、普ふ段だんは他人に見せない表情や星野に欲情している姿を見たら、時折浮うかんでくる戸と惑まどいや迷いなど、吹ふき飛んでしまいそうになるのだ。おかしいはずなのに、どうして受け入れてしまうのか。流される自分にも問題があるとは思うのだが、ではなぜ、強固に拒きよ否ひしないのか。

　しばらくして、呼吸が整った頃ころ、北白川が腰を引いた。ずるりと抜け落ちる性器に内側を刺激され、星野は鼻を小さく鳴らしてしまう。その声がなんとなく甘えているように聞こえて、星野はそんな自分が嫌だった。

　北白川は星野をベッドに抱かかえ上げると、顔を寄せてきた。終わったあとも優しく、というのは北白川らしい。

　モテる男のすることだから、星野も真似まねするべきなのだろう。

　けだるくてそんな気分ではなかったが、今後のためだと思い、星野はキスに応じた。至近距きよ離りで見た北白川の顔には驚おどろきが含まれているように感じる。

　自分から仕し掛かけてきたくせに、それで俺が応じたら驚くなんて失礼だ。

　面めん倒どうだと思った行為だが、舌を絡からませ合っているうちに、いつしか心地ここちよさを感じている自分がいた。










　またやっちゃったよ……。

　星野はデスクに両ひじをつき、頭をかかえて深いため息をつく。

　そんなつもりは、これっぽっちもなかったのに。

　週末に北白川が部屋にやってくるや、突とつ然ぜんセックスの流れになってしまった。

　ロケーションが最高のレストランで食事をして、おしゃれな会話を楽しんで、その後、ホテルなり互たがいの部屋なりに向かう。そしてふたりの感情が高ぶった状態で事に及およぶ。

　それが女性の求めている、洗練されたデートコースではなかったか。それなのにどうして。

　なんなんだあいつは……。

　仕事がデキる男だと思っているし、立ち居振ふる舞まいは洗練されていて、完かん璧ぺきな男だ。かつてはスカした野や郎ろうだと思っていた反動からか、今では親近感すら湧わいているのだが、時に北白川には振り回されてしまいがちだ。

「はぁ……」

　出社してから、星野は何度ため息をついただろう。

　売り言葉に買い言葉で、流されるままに北白川と寝ねてしまった自分に嫌いや気けがさす。さらに星野を落ち込ませているのは、北白川に抱だかれてしっかり感じてしまっていたからだ。本当に嫌ならば、体は無反応のはずなのだから。

　北白川がうまかった、ということにしておきたいのだが、自分にもセックスの才能があるような気がしてならない。

「うわぁっ！」

　ベッドの上で下から見上げたアングルの、しかも裸はだかの北白川を思い出してしまい、星野は思わず声を上げてしまった。

「あ、あの、星野さん……、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　隣となりのデスクの女性が、怪け訝げんな顔を向けてくる。

「顔色が悪いですけど、体調が悪いんですか？」

「いえ、大丈夫です。突然大声を出してすみません」

「飴あめとかチョコとか、食べます？」

　昨年入社してきた、中ちゆう途と採用の社員だ。星野よりも少し年上で、女性の営業の中ではトップの成績だ。星野は心の中で、ひそかに姐あね御ごと呼んでいる。

　以前からちょくちょく話しかけてきてはこんなふうに雑談をする仲で、恋こい心ごころほど強い気持ちはなかったが、星野は親しみやすい異性として少し意識している部分はあった。

　お菓か子しの箱と彼女との間で目を行ったり来たりさせ、星野はチョコを受け取る。

「ありがとうございます。今朝寝ね坊ぼうしてしまって、食べてくる時間もコンビニに寄る時間もなかったんですよ」

「お腹なか空いてるならおにぎりあげますよ。コンビニのですけど」

　姐御は鮭さけのおにぎりを星野に差し出した。

「え、でも……」

「今から外回りですよね？　お腹になにか入れておいたほうがいいですよ」

　姐御の言うことももっともなので、星野はポケットに手を突つっ込んだ。しかし財さい布ふを取り出す前に、姐御は言った。

「あとでペットボトルのお茶でもごちそうしてください」

　たかが百いくらの小こ銭ぜにのやり取りをするよりも、物ぶつ々ぶつ交こう換かんのほうがスマートかもしれない。

　星野は姐御の気づかいを察知して、おにぎりを受け取ろうとした。

「どうもありがとうございます」

「星野っ」

　すると出入り口のほうから名前を呼ばれた。

　星野が今、世界で一番聞きたくない声だ。

　しかし社内だし、これだけ大声で呼ばれて「気づきませんでした」は通用しない。星野は無言のまま、渋しぶ々しぶ振り向いた。

「直帰って、ボードに書いておいてくれ」

「自分で書いてから行けよ」

「時間がないんだよ」

　社員たちのその日の動きを書いておくためのボードは出入り口から一番遠い壁かべにかかっているから、急いでいるのであれば、ボードまでの往復と書き込む間のわずか一分でも惜おしいのだろう。

　そもそも出入り口から一番近い席に女性社員がいるのだから、彼女に頼たのめばいいのだ。北白川の頼みなら、彼女はよろこんでやってくれるに違いないし、実際に「書いておきますよ」と言いたそうな表情で星野と北白川のやり取りを見つめている。

　それなのになぜ、会話中だった星野たちの間に割り込んできたのか、と考えれば、おそらくボードに近い席にいるのが星野だからなのだろう。

「頼んだぞ」

「ちょ……、北白川っ！」

　北白川は星野の了りよう承しようを得ないまま営業に出てしまった。

　ここで無視するのは簡単だが、今の二人のやり取りの目もく撃げき者がいる以上、なにかトラブルが発生すれば星野の責任になりかねない。たかが直帰と書かなかったぐらいでどうこうなるわけはないのだが、星野は常に最悪の事態を考えて行動するのだ。

「ったく……」

　星野は重い腰こしを上げ、ボードに向かう。

　自分の今日の行動を書かなくてはならないからであり、決して北白川のためではない。席を立ったついでに北白川の予定も書いてやるだけだ。

「最近、北白川さんと仲がいいんですね」

　自分の席に戻もどるや、姐御がまた声をかけてきた。

「そんなことないですよ。別に北白川なんて……。まあ、仕事の面では協力しないとって思ってますけど、個人的にどうとかはありませんし」

「でも、お二人が話してるところを初めて見た気がしますけど、話し方もフランクだったし」

　外野から見て星野と北白川の仲がよくなったと感じる理由を突き詰つめていけば、どう考えても答えはひとつしか浮かばない。

「そ、そんなことぜんぜんないですから！　会議とかで普通にしゃべってますしっ」

　セックスをする関係になってしまったから、なんて星野は意地でも認めるわけにはいかない。

　顔を真っ赤にして全力で否定する星野を見て、姐御はぽかんとした表情になる。

「星野さんてクールな人なのかと思ってたし、周りもそう感じてるみたいだけど、ちょっと誤解されてるのかもしれないですね。今晩、営業のみんなで飲みましょうよ」

「え？　で、でも……」

　節約のためでもあるが、童どう貞ていであるボロを出さないために、星野は忘ぼう年ねん会や新年会、歓かん送そう迎げい会など、社会人として出るべき飲み会以外はことごとく避さけてきた。そのせいで取っつきにくい男だと思われている節があることも重々承知してはいたのだが、童貞が世間に公表されてしまう恐きよう怖ふを考えれば、遠巻きにされていたほうがマシだ。

　しかし姐御は、フロアにいた営業たちに声をかけ始める。すると姐御ともともとの飲み仲間たちがさっそく手を挙げた。そうこうしているうちに参加人数が増えてしまったために、星野も断るに断れなくなってしまった。

　晴れて童貞は卒業しているし、逆の立場ではあるが何度か経験もしたので、ボロは出ないだろう。男女の飲み会なら下ネタも出てこないだろうから、参加してみようか。

　どうせ北白川は直帰だし、それに過去に得た情報として、どうやら北白川も内輪の飲み会にはあまり参加していないらしいので、今日も出てこないだろう。

　このままだと星野はずっと北白川のことを考え続けてしまいそうだ。普ふ段だんと違ちがう行動をすれば、少しは気分も変わるかもしれない。

　星野は期待する気持ちも込めて、飲み会に参加することにした。










　たしか、営業のみんなで飲みましょう、と言っていたはずだ。しかし星野が参加することが広まったことで、他部署の女の子が混ざってきたらしい。参加者の中には件くだんの受付嬢じようがいた。社内でも評判の美人なので、彼女狙ねらいの男たちも加わってきたようだ。

　駅前の居酒屋の奥にある、宴えん会かい用の座ざ敷しきには、若い男女が大勢集まった。そしてその中には北白川の姿もあり、なぜか星野の隣に陣じん取どっている。

　北白川は直帰のはずだった。飲み会にもあまり参加しないと聞いていたのに。

　事の発ほつ端たんは、午後七時を過ぎた頃ころにかかってきた一本の電話だった。

　電話の相手が北白川だとわかると、女性陣じんが呼び出せというジェスチャーをしたため、星野が渋しぶ々しぶ誘さそってみたところ、北白川は皆みなよりも少し遅おくれてやってきたのだ。

　北白川が姿を見せたとき、座敷内に緊きん張ちよう感が走ったのを星野は感じた。女性陣はにこにこ笑顔なのに互たがいを牽けん制せいし合っていて、空気がぴりぴりしていた。

　そんな彼女たちをスマートに受け流し、北白川は星野の横に無理やり割って入ってきた。男の隣なら仕方ない、と思ったのかどうか、とりあえず男と男の間に座ったために、場の空気は幾いく分ぶん和やわらいだ。

　グラスが空いた頃、星野の隣の席に座っている後こう輩はいの女性が瓶びんを傾かたむけた。

「星野さん、どうぞ」

「あ、どうもありがとうございます。でも前に酒で失敗してしまったので、少し控ひかえようと思ってるんですよ」

　男まみれの人生で、手て酌じやくが当たり前だったので、お酌してくれるなんてうれしい。強要するとセクハラになるから気をつけなくてはならないが、率そつ先せんしてやってくれたので、素す直なおに受けることにした。

「お酒で失敗って、なんですか？」

　彼女は興味津しん々しんな顔で聞いてくる。星野と女性との会話に気づいたほかの人たちも、話題に乗ってきた。その中には、以前から星野に好意を向けてくれている受付の子もいる。

「え、い、いや、なんていうか……」

「女、だよな？」

　隣となりの北白川が、突とつ然ぜん会話に混ざってきた。しかも、突然なにを言い出すのか。

「ち、違うよっ。なに言ってるんだよっ」

　うろたえた星野を見て、女性陣は納なつ得とくしたような表情をする。

「真ま面じ目めそうな星野さんも、そういうことあるんだ」

「そうそう。笑い話ではあるけれど、星野にしては珍めずらしいかもしれないな」

「北白川、やめろってば。そのときだけですよ。それでちょっとすったもんだしたから、反省してるんです」

「へえ、意外。星野さんてモテるんだろうし、女の子の扱あつかいがうまそうなのに」

「ぜんぜんモテなかったですよ。中学からずっと男子校だったし、大学も、女の子が片手ぐらいしかいない学部でしたし」

「本当ですか？　やだ、星野さん見る目がちょっと変わっちゃいそう」

「なんか、変な噂うわさあるみたいだけど、星野ってぜんぜんそんな男じゃないんだよ。本当にいい奴やつだから、そういう話聞くと腹立っちゃうよ」

　北白川が星野と肩かたを組み、女性陣に訴うつたえかける。

　内容には多少驚おどろいてしまったが、昔の友人たちと飲んでいるようなノリが楽しかった。

「私も聞いたことありますよ。本命を作らず散々女を泣かせてきたとか」

「そんなことしないですよ。今度その手の話が出たら訂てい正せいしといてくださいね。ただでさえモテなくて寂さびしい人生送ってきてるのに」

　職場にいるときの星野よりも素すのほうがいい、と北白川に言われたのを思い出していた。そのほうが親しみやすいというのであれば、星野は少しぐらい本音で語ってもいいのかもしれない、と思ったのだ。ただし、最近まで童貞だったという秘密は死ぬまで守り通すが。

「星野がそんなことするような奴に見える？」

「ま、まさか。真面目な人だって思ってましたよ」

　北白川にじっと見つめられた女性は、少し頰ほおが赤く染まっているように見えた。

「そうそう。真面目で、仕事ができて、本当にいい奴なんだよな。案外かわいいところもあるしな」

「北白川さんが他人をそんなふうに言うなんて珍しいですね。彼氏自じ慢まんしてるみたい」

　彼氏自慢、と言われて星野は目が泳いだ。そんなあからさまなことをされていた自覚がなかったのだ。いったい北白川はどういうつもりで星野を持ち上げているのか。

　おそらく星野の名めい誉よを回復してくれているのだろう。以前、愚ぐ痴ちってしまったから。それにしてはやたらと持ち上げられているような気もするのだ。

　北白川にそんな風に言われたら、気き恥はずかしい。普ふ通つうの友人だったらなんとも思わなかっただろうけれど、星野たちの関係は普通とは少し違う。

　北白川が異動してきたときから毛け嫌ぎらいせずに接していたら、少なくとも寝ねていなかった気がするのだ。どこで間ま違ちがってしまったのだろう。星野は北白川が好きだし、これからもいい関係を築いていきたいと思っている。

　最近ずっともやもやしていた気持ちの正体がわかった気がする。星野は北白川とぎくしゃくしたくないのだ。しかし体の関係がある現状としては、それは難しい気がする。いつ終わらせるのか。終わらせたあとでもわだかまりなく友人として過ごせるのか。

　北白川を失いたくない。けれど今の関係を続けていく不安もある。

　両方の気持ちの板いた挟ばさみになって、星野は苦しいのだ。

　そもそも、北白川はなぜ、星野を……。

　肩を組んで話をしている状態では、北白川を意識せざるを得ない。ただの友人にこんな風にされたって、なんとも思わない。相手が北白川になるとどきどきするなんて、変な話だ。友人に対するそれではない感情を持ってしまっているのも、星野は薄うす々うす勘かんづいてはいる。しかしやはり、認めるわけにはいかないのだ。

　北白川の腕うでから逃のがれるためにも、星野は一いつ旦たん、席を立つことにした。

　一度トイレなどに行き、戻ってきたときには好みの女の子の隣を狙う、などと雑誌には書いてあったけれど、現在、星野にはそのような人がいないのが残念だ。しかしどこに座るつもりかと自身に問えば、ぱっと思いつくのは北白川の隣だ。

「やだなぁ。俺、どうしちゃったんだよ」

　北白川との酒は楽しい。しかし同時に四六時中北白川のことばかり考えてしまう自分が嫌いやだ。

　星野は廊ろう下かを進みながら、ため息を漏もらした。

　なにがなんでも彼女を作って童どう貞ていを卒業する、という目標がいつしか萎しおれてしまったのは、卒業できたからなのだろうか。

　コンプレックスのひとつが解消したのだから、これからはバラ色の人生が待っているはずなのに、星野はすっかりギラギラやムラムラが薄うすれている。星野にとって北白川とのセックスは、そのくらい強きよう烈れつな出来事だったのだ。

　トイレに入ってスマホをいじり、少し時間を潰つぶしてから外に出ると、女子トイレの前に受付嬢がいた。

「職場での星野さんと、オフのときの星野さんて、印象が違うんですね」

　かわいい女の子に上目づかいで見つめられるとドキッとしてしまう。

「マイナスになってしまいました？」

　イメージが良かったのにじつは冴さえない男だったとわかったら、がっかりされてしまうかもしれない。今までの星野だったらぜったいに考えられなかったが、今はもう、それならそれでいいやと思っている自分がいる。

「ううん、逆です。親しみやすいなって思ったんですよ。それで、もっと星野さんのこと知りたいなって思ったんです。別のお店で飲み直しませんか？　彼女とか、いるんですか？」

　まさか、これは……。

　星野はぴんときた。彼女からのお誘さそいだ。

　雑誌の読者体験談のコーナーで何度も何度も何度も何度も読んできた、よくあるシチュエーションだ。あまりにも頻ひん繁ぱんに見かけるため、ネタかと思っていたのだが、まさか自分が経験する日が来ようとは思ってもみなかった。

　二人で抜ぬけたと想定しよう。もう一軒、夜景のきれいなレストランで軽く飲んで、星野の頭の中ではそこで終わりだ。彼女だってまず恋こい人びとの有う無むを尋たずねてきたぐらいだから、いきなり深い関係になることなど想定していないはずだ。

　でも、万が一その先があったら？　成り行きでホテルに行こうなんて話になったら、星野はきちんとできるのだろうか。

　きっと北白川との経験が身になっているはずだし、抱だかれたときのことしか覚えていないが、やり方はこの身に教えられているのだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。

　しかし、ふと冷静になってしまう瞬しゆん間かんがある。

　星野は彼女と付き合いたかったのだろうか。そもそも星野は彼女をどう思っているのか。

　もっと充じゆう実じつした青春時代を送っていたのなら、もしかしたら一晩限りの付き合いもできたのかもしれない。けれど今の星野には無理そうだ。ほんの一いつ瞬しゆん生じた隙すきで、責任とかその先とか、いろいろと考えてしまったのだ。同じ職場だと、後々面めん倒どうなことになっても困る、と守りに入ってしまってもいる。

　長いこと童貞でいたので、考え方が世間とずれているのかもしれない。もう少し楽に構えていたいのに、なかなか思うようにはいかない。

　こういうとき、北白川はどうするのだろう。さわやかなふりをしてけっこうしつこく星野を抱いたので、見た目よりもむっつりスケベかもしれない。そんな北白川だからこそ、軽く受け止め、彼女を連れ出すのだろうか。

　なぜか北白川の顔が頭に浮うかんできてしまう。彼女に誘われたことよりもそちらのほうに驚き戸と惑まどい、うまく切り返しができないでいると、タイミング悪く北白川がトイレにやってきた。

「失礼」

　男でも女でも、意中の相手がひとりになるタイミングを狙ねらって誘い出す。この手のことは日常茶さ飯はん事じだろう北白川は、星野と彼女の姿を見て察したらしい。トイレには入らずに手前で引き返してしまった。

「お、おい、北白川」

　さっさと立ち去ろうとする北白川を、星野は思わず呼び止めた。声をかけてどうするんだ、と思ったのは、北白川が足を止めて振ふり返ってからだ。あとのことなんて考えていなかった。

「なかなか戻もどってこないから、酔よいつぶれているのかと思って様子を見に来ただけだ。邪じや魔まして悪かったな」

　北白川は気をつかい、さっさと席に戻ってしまった。

　星野が彼女を誘い出したと思われてしまっただろうか。いや、別にどう思われたっていいじゃないか。北白川には関係ない。

　そう思うのに、彼女といる場面を北白川に見られたくなかった。なぜか、と問われてもよくわからない。二人でコソコソしている姿を目もく撃げきされて恥はずかしかったわけでもないのだが、なんだか決まりが悪かった。

　女の子攻こう略りやくマニュアルには、こういうときに女性を立てないといけないと書いてあった。相手に非はない、と思わせる必要があるのだそうだ。

「さっきの話ですけど、好きな人がいるんです」

　星野が先ほどの彼女からの質問に答えたとき、ふと、北白川の顔が頭をよぎった。

　なぜこんなときに？

　星野は無理やり頭の中から追い出し、彼女と向き合う。

　変に気を持たせるよりも見込みがないと思わせるほうがいい。時に噓うそも必要だ。

「そうなんですか。残念」

　彼女は明るい笑え顔がおと声で言い、座ざ敷しきに戻っていった。

　これでもう彼女との縁えんは消えた。以前は向けられる好意をうれしく思っていたけれど、振り切ったことでほっとしている部分もあるのだ。

　今までずっと彼女がいなくてもやってこられたのだ。今さら恋人がいなくても問題ないといえば問題ないと断言できてしまえる自分が悲しい。性格的に、恋れん愛あいには向いていないのかもしれない。

　少し時間を置いて座敷に戻ると、北白川が消えていた。座敷の出入り口に近い場所に座っている同どう僚りように尋ねると、帰った、と教えられた。

　もともとこの手の飲み会にはあまり参加してこなかった男だ。誘われたからあいさつ程度にちょっと顔を出して、すぐに帰る予定だったのかもしれない。

　普ふ段だんの星野なら、気にならなかった。けれど今日に限っては、変な引っかかりを感じていた。なぜ星野になにも言わずに帰ったのか。いちいち告げる義務はないけれど、それでも、せめて星野が座敷に戻ってくるのを待って、なにかひと声かけてから席を立ったってよかったのではないのか？

　それをせずに突とつ然ぜん消えた北白川に、星野は小さないら立ちを感じていた。

　あと少しでお開きになる時間ではあったが、星野は最後まで待たず、幹事に飲み代を払はらって店を出た。

「北白川！」

　タクシーに乗り込もうとしていた北白川を見つけ、星野は呼び止めた。追いかけてきた星野に気づいた北白川は、運転手と言葉を交かわしてから星野に向き直る。

「なんだ？」

「え、っと……」

　淡たん々たんとした口調で言われ、星野は言葉が出てこなかった。勢いで店を出てきてしまったので、北白川になにを言いたかったのか、気持ちはまとまっていない。その上、普段よりも冷たく突つき放したような言い方だったので、余計に尻しり込ごみしてしまう。

　タクシーが走り出さなかったので、北白川はおそらく待つように言ったのだろう。すでにメーターが動き始めているのかもしれないし、仮にそうではなかったとしても、いつまでもここに拘こう束そくしておくのは申し訳ない。

「話があるなら車で聞こう」

　北白川はさっさと後部座席に乗り込んでしまう。

　星野の勘かん違ちがいかと思いたくて追いかけたが、やはり北白川はぴりぴりしている。星野はその理由を問いただしたかったのだ。

　北白川は話を聞こうと言っているが、とてもじゃないがそんな空気は感じられない。それでも、この機会を逃のがしたら、二度と関かかわりを持てないのではないかという不安に駆かられた。

　ほんの一、二ヶ月前までは、顔を見ればあいさつはしたが、業務連れん絡らく等、必要があるときのみ話しかけ、雑談などしたことがなかった。少し前の状じよう況きように戻るだけだし、今までその程度の関わりでなんの問題もなかったのだから、これからだって星野の生活に大きな変化はないはずだ。

　それなのに、星野はなにかに追いかけられているような焦あせりを感じ、背後から突き飛ばされたみたいに足が一歩前に出た。










　話は車で聞くと言われ星野はタクシーに乗ったのだが、北白川は押し黙だまり、とても話しかけられる雰ふん囲い気きではなかった。

　気やすい雰囲気の男だと思っていたから、正直、変に刺とげ々とげしい北白川にどう接していいのかわからなくなってしまった。

　今までは、北白川が話しやすい空気を作り出してくれていたのだ。星野はそれを当たり前のように受け入れていたが、見放されて初めて北白川の気づかいに気がつくなんて、バカみたいだ。

　心こころ許もとなさを感じる一方で、なぜ当たられているのか、思い当たる節がまったくなくていら立ちを感じてもいる。

　しかしそれを問いただせないまま重苦しい時間を過ごし、タクシーは北白川家御ご用よう達たしのホテルに停とまった。ついてくるも帰るも好きにしろというかのように、北白川は星野を置いてチェックインしてしまう。

　こんな奴やつなんかどうでもいいじゃないか。振り回されるのはまっぴらだ。

　北白川の態度に少し腹が立っていたので、帰ってしまおうかと思った。でもぎりぎりのところで、星野は思いとどまった。

　何度も引き返そうとしたものの、星野は結局、北白川と一いつ緒しよに部屋に入った。ホテルの上のほうの階だったので、ある程度予想はしていたが、やはりスイートだ。

　部屋に入るとリビングがあり、おそらく奥に寝しん室しつや書しよ斎さいなど、いくつか部屋があるはずだ。

　いくら株主だからといって、頻繁にこのような高い部屋に泊とまれるのか？

　目的を忘れて室内をきょろきょろする星野に、北白川が言った。

「なんで俺についてきたんだ？」

「なんで、って」

　星野自身「なんでだろう」と思っている。戸惑いや焦りはあってもはっきりとした形が見えず、もやもやしているのに、他人にそれをうまく説明することなんてできない。

「とりあえず、座ったらどうだ？」

　星野は北白川に促うながされ、柔やわらかくて上質な革かわ張ばりの、三人掛がけのソファに腰こしを下ろした。弾だん力りよくがあって、シートや背もたれに体が適度に沈しずんで、座り心地ごこちがいい。

　北白川は応接セットのテーブルの向こうに立ち、星野に向き合いながらジャケットを脱ぬいでいる。

「受付の子に誘さそわれていたんだろう？　それを振り切って俺についてくるなんて、どうかしてるな。女性に恥はじをかかせるなよ」

　北白川の言葉の意味がわからない。

　あのまま受付の子をお持ち帰りしてしまえばよかった、とでも言いたいのか？　だとしても、刺とげ々とげしい口調で突っかかってくる意味がわからない。

　星野の動向を気にしてくれているのならば、誘い出せなかった星野を慰なぐさめる言葉のひとつもあっていいのではないか？

　彼女とどうにかなりたかったわけではないので、二人で抜ぬけ出せなくてもショックなど受けていない。優やさしくしてほしいと言うつもりもないけれど、最初からケンカ腰の北白川には首をかしげざるを得ない。

「北白川は誘われた子全員をホテルに連れ込むのかよ」

「まさか」

　北白川はわざとらしく肩かたをすくめ、ジャケットをひとり掛けのソファに放ほうった。そんな些さ細さいな仕草すらバカにされたように感じ、星野の語気も荒あらくなる。

「俺だってそうだ。いくらセックスしたくたって、好きでもない相手には手を出せないよ。だからこんな年になるまで未経験だったんじゃないか」

　童どう貞ていだとバレたくない、というプライドが邪じや魔まをしていたことは、今は横に置いておく。

「俺とは寝ねるのに？」

　北白川はネクタイを外しながら言った。

　痛いところを突かれ、星野は唇くちびるを引き結ぶ。そこは触ふれてほしくない部分だ。

　本当に、なぜ北白川と何度も体を重ねてしまったのだろう。最初は事故だった。二度目は、事故の償つぐないだ。では、三度目は？

　星野がうまくなるため。自信を持って女性とできるように、という練習的な意味合いがあったはずだ。

　でも、それってやっぱりおかしくないか？

　冷静なときにあらためて考えると、星野は自分の言い分に矛む盾じゆんを感じてしまう。好きではないとセックスできない、というのであれば、北白川も受付嬢じようも同じはずだ。

　まさか、俺は北白川のことが……？

　いやいや、それはない。ありえない。

　思いがけずぽっと浮うかんだ発想を、星野は無理やり振ふり切った。

「それは、あれだよ。北白川のペースにハマっちゃったっていうか……えっ？」

　とん、と肩を突かれ、星野はバランスを崩くずした。体が傾かたむいたところをさらに押され、星野はソファのシートに倒たおれ込む。

「な、なんだよっ」

「なんだもなにも、わかってるだろ？」

　北白川は星野のジャケットを脱がせ、ネクタイやシャツのボタンを外していく。

「意味がわからないよ。話をするんだろ」

「話は車の中で、と言ったはずだ。だが星野はしなかった。つまり話があるというのは口実で、俺と一緒に来たかった、と解かい釈しやくしたんだが。部屋に上げたら合意。逆もまたしかり。俺は星野を無理やり連れ込んだわけではない。星野が自分から入ってきたんだから、そのつもりだったんだろう？」

「自分に都合よく解釈し過ぎだよっ。ま、待てって」

　腹の上に乗りかかられ、星野は動けない。あれよあれよという間にスラックスから下着まではぎ取られ、一糸まとわぬ姿にされてしまう。

　目の前に裸はだかの女がいたとして、星野はどれだけ理性を保てるだろう。うまくできるできないという問題は抜きにして、星野は暴走してしまう可能性が非常に高い。そう思うと北白川の行動は理解できるのだが、我が身に降りかかってくるとなると別問題だ。

「お、お前、いつもこんな強ごう引いんなのかよ」

「まさか。拒きよ絶ぜつしてる相手を無理やり抱だいたら犯罪だ」

「俺は拒こばんでるだろっ！」

「この先も拒み続けるならやめてやるよ」

　北白川は笑えみを浮かべた。品がいいには違ちがいないのだが、どこか冷たさを感じる表情にぞくっとした。星野はこのとき初めて、北白川を怖こわいと思った。










　ソファに寝かされ、深く貫つらぬかれている。

「んんっ、あっ」

「拒まないのか？」

「な、なんで……」

「さっきまでの威い勢せいはどこに行った？」

　乱れ悶もだえる星野を、北白川は揶や揄ゆするように言う。

　言葉には怒いかりを感じる一方で、北白川は星野を充じゆう分ぶんすぎるほど愛あい撫ぶしたため、苦痛を感じることはなかった。

　無理やりされているなら、星野だって殴なぐってでも逃にげ出せるのに、口では荒っぽいことを言いながらも、手や舌の動きが丁てい寧ねいで、むしろ優しさすら感じてしまったぐらいで、かえって戸と惑まどっているのだ。

　北白川が動くたびに、ソファの革の音がぎゅっと鳴る。生々しさを感じてしまって、耳をふさぎたくなった。

　しかし両手は北白川によって拘こう束そくされている。恋こい人びとつなぎのように指を絡からめ合い、ソファのシートに押しつけられている。

「あ、や、やめろっ……」

「ここか？」

　星野の体が大きく震ふるえる瞬しゆん間かんを、北白川は見み逃のがさない。

　体の奥に、触れてほしくない場所がある。そこを北白川の指や性器の先でぐりっと押されたら、星野は自分のものではないような声を上げて、時に、前に触れられないまま達してしまうこともあるのだ。

　そのときに得る快感は、たとえようがない。めまいを起こしたみたいにくらくらして、しばらく言葉が出てこない。それほど強きよう烈れつだ。

　しかもそれは、何度でも訪おとずれる。そうなってしまう自分が怖くて、星野はそこをいじられるのが嫌いやなのだ。触れられるたびに身をよじって拒むが、今日の北白川は、手加減してくれない。

「やっ、や、やだってばっ」

　尻しりの中からぐいっと押し上げられたら、その動きに反応するかのように、星野の性器が揺ゆれた。透とう明めいの蜜みつがとろとろとこぼれおち、茎くきから茂しげみを濡ぬらしている。尋じん常じようではないその量が恐おそろしいのだが、内側から刺し激げきを受けると、とどまる事を知らずに漏もれてしまうのだ。

「あ、あんっ」

　女のような声を上げてしまった自分に気づいて、星野ははっとした。慌あわてて口を閉じたが、しかし北白川はより一層強く、内側をえぐる。

「あ、あっ、も、もう許して……。や、あっ……！」

　自分の体が自分のものではないみたいだ。手を解ほどき、胸に触れられたら背中がしなる。性器をきゅっと握にぎられたら、予期せず精を放ってしまった。

「こうなるとわかっていて、なぜついてきた？」

　目は興奮も露あらわなのに、冷静な瞳ひとみが星野を見下ろしている。

「なんで、って」

　わからない。けれどあのままではいけないと思ったのだ。

　北白川が気分を害していたのは確かで、しかしあのままケンカ別れのようになってしまったら、修復が難しいと感じたから。

　それにあのまま最後までいたって、あまり楽しくはない。星野が楽しいと感じるのは、北白川といるときなのだから。

「だって、北白川といるときのほうが楽しいんだもん」

　星野が答えると、腹の中にいる北白川が、さらに膨ぼう張ちようしたように感じた。

「く、苦しいよ……」

「俺といるのが楽しい？」

　北白川の表情が、幾いく分ぶん和やわらいだように見えた。

「あっ、あっ、……うん、た、楽しい」

　北白川は再び、腰こしの動きを再開させた。ずるりと抜ぬけ出て、そして一気に奥まで貫く。すると一度吐はき出したはずの性器が、なぜか再び力を取り戻もどしてしまうのだ。

「あのままだと、ケンカ別れっぽくなっちゃうから……あんっ、あっ。そんなのヤだったから」

「……そうか」

「うん、……うん」

　揺さぶられながら星野が何度もうなずくと、北白川がキスをしてきた。

　今日、ホテルに入ってから、初めて口づけした気がする。

　キスなんてただ口を合わせるだけのものだと思っていたのに。

　唇を重ね合わせて、舌を絡め合ってほっとしている自分がいる。

　この気持ちはなんなのだろう。

　胸に抱いた疑問は、北白川に揺さぶられているうちに頭の片かた隅すみに追いやられてしまった。










　革のシートには、星野が放った精液が飛び散っている。

　拭ぬぐわないとしみになってしまう。

　全身が快楽の余よ韻いんに包まれながらも、星野は頭の片隅でぼんやりと考える。

　ティッシュかタオルか、なにかないかと視線を巡めぐらせていると、北白川が星野を抱だき起こした。

　立たせて星野の腰を抱いて、バスルームへとつれていく。

　歩いていると、つい先ほどまで北白川とつながっていた部分から温かいものがどろりとこぼれ落ちてきた。ぎょっとして下腹部に目をやると、半はん透とう明めいの液体が、星野の内うち股ももを汚よごしていた。

　中で出されたんだ……。

　別に女ではないし、出されて困ることはなにもない。けれどなぜか星野は妙みように恥はずかしかった。マーキングされたように感じたからなのかもしれない。まるで俺のものだと言われたような気持ちになってしまったのだ。

　高いだろう絨じゆう毯たんに点々としみを作りながら、星野はバスルームに移動した。そこで解放されるのかと思ったのだが、北白川も一いつ緒しよに浴室内に入ってくる。

　シャワーのコックをひねり、同時に浅い浴よく槽そうに湯を張る。その間に、硬かたくずっしりとした質量の北白川に、背後から貫かれた。

「……っ」

　北白川が体内に放っていたため、つるりと飲み込んでしまう。

「な、なんで……」

　散々えぐられた場所は熱を持っていて、じんじんしている。そこを再びこすられて、快感が体の中を突つき抜けていくような気がした。

「んぁっ……」

　バランスを崩くずしそうになったが星野の腕うでを北白川がつかみ、支えてくれる。たったそれだけのことなのに、星野はうれしくて、胸が熱くなるのだ。

「うっ、んぁっ」

　散々えぐられた場所は火ほ照てっていて、抜き差しが繰くり返されていくうちにさらに熱くなった。次し第だいに前にも熱が伝でん染せんしてきて、かすかに回復の兆きざしを見せ始める。

　温度調整をしていたシャワーのお湯が適温になった頃ころ、北白川はシャワーをこちらに向けた。

　お湯の温度は少し高めだったが、次第に慣れるだろう。二人して頭からずぶ濡れになりながら、星野と北白川は行こう為いにふける。

　前回よりも強ごう引いんに抱だかれたのに、なぜ星野の体は反応してしまうのだろう。もっと怒おこっていいはずだし、実際に腹も立っているのに、責める気持ちよりも北白川から与あたえられる快楽に墜おちてしまう。

　壁かべに手をついて体を支えていたが、力が入らず、星野は肩かたを預けた。

　広い浴室に、星野のあえぎ声や北白川の吐と息いきがこだまする。響ひびくせいか、跳はね返って耳に届くと、普ふ段だんよりもなまめかしく聞こえた。

　そんな星野に煽あおられてしまっているのか、北白川は普段よりも執しつ拗ようだ。さらにしぼり取ろうとするかのように、北白川は星野の性器をこすり上げる。

「も、もう無理だって」

「俺は無理じゃない。ぜんぜん足りない」

　弱々しい声で訴うつたえてみるけれど、北白川は星野の懇こん願がんを無視し、指で輪を作った。少し強めに握って上下させる。

「あっ、あぁっ、……んっ」

　後ろを犯おかされ前も嬲られている星野は、はしたなくも反応し始めていた。

「あ、あっ、やっ」

　信じられないことに、星野はまた絶頂を迎むかえる寸前まで追い上げられていた。

　普段は日に何度も抜くなんてしないし、どちらかといえば淡たん泊ぱくなほうだ。それなのに北白川に抱かれると、星野は自分が自分でなくなってしまったかのように、何度も感じてしまう。

「……っ」

　あともうひと突きされていたら、星野は精を吐き出していただろう。そんなぎりぎりのところで、北白川は星野から性器を引き抜いた。

　急に抱かれて不本意ではあったが、ここまでつれてこられたら最後までいきたい。

　懇願する目を背後に向けたら、北白川は星野の腰を抱かかえて浴槽の中に入った。

　浅い浴槽に背中を預けると、かなりフラットな姿勢になる。体に力が入らない星野を気づかってか、北白川が浴槽の中で座り、星野には腹をまたぐ体勢を取らせた。

「うぁっ」

　目の前に晒さらした胸に、北白川がむしゃぶりついてくる。

　乳ち首くびを歯で軽く嚙かみつつ、突とつ起きを舌で嬲なぶる。　>>>♥

「星野はここをいじられるのが好きだな」

「ち、違ちがうよっ。別に……あんっ」

　歯で少し強めに嚙まれて、星野は驚おどろき、声を上げた。しかし感じたのは痛みではなく、鋭するどい快感だ。腰がじんとしびれる。

　胸への愛あい撫ぶが続くと、星野はなんだか物足りなさを感じ、無意識に腰を揺らしてしまう。それに気づいた北白川が、星野の腰をつかんだ。

　中ちゆう腰ごしの星野の尻の中心にあてがい、星野にはその先を促うながす。腰をつかまれていた手にぐっと力が込められたことで北白川の意図を理解し、星野はじりじりと腰を落としていく。

　なぜ従順になっているんだろう？

　星野は自分の今の行為に愕がく然ぜんとしたのだが、次の行為を体が求めていて、自制心が働かない。

「あぅっ、んんっ、……うっ」

　自分の体を割り開いていくのは、どうしたって手加減してしまう。だって、怖こわいから。だれだって痛い思いなどしたくない。

　北白川の腕があってこその性行こう為いだと思っている部分があって、星野は自分から北白川を導くことには少し抵てい抗こうがあったのだ。

「もっと深くまで飲み込めるだろう」

　しかし北白川は、躊ちゆう躇ちよする星野に気づかなかったふりをして、ぐっと下から挿そう入にゆうしてきた。簡単に飲み込んでしまう自分の体がうらめしい。

「んんっ、んぁっ……」

　最初の恐きよう怖ふ心を取り除ければいいのだけれど、そう簡単ではない。

　北白川の性器の先を迎え入れた星野は、じっくりと、だが確実にその身に収めていく。腹の中が圧あつ迫ぱくされて苦しさもあったけれど、その先にはこの苦しみを忘れてしまうほどの快楽が待っているのだ。

「はぁ……」

　すべてを飲み込んだら、北白川の太ももに座る体勢になった。自分の体重がかかっているせいか、いつも以上に奥まで北白川を感じている。

　普段は見下ろされているけれど、今日は少しだけ高い位置から北白川を見下ろしている。なんだか新しん鮮せんな光景に胸が弾はずむ。

　言葉もないまま見つめ合うこと十数秒。北白川が口元だけでふっと笑った。

「動け」

「動け、って」

　急に無理難題を押しつけられて、星野は目を丸くする。不安定な体勢で、しかも湯船の中で、さらに男を体の中に迎え入れた状態で動けなんて無理な話だ。

　困こん惑わくした表情を浮うかべる星野に、北白川は容よう赦しやなく次の要求をしてきた。

「腰こしを回して。こういうふうに」

　北白川は星野の腰をつかんで円を描えがくようにぐるりと動かした。

「や、やめっ……」

　星野が動くとばしゃばしゃと水の音がした。浴槽の外にも大量にこぼれ落ちる。

　体内の北白川によって内側から刺し激げきを受け、北白川との間にあった星野の性器が、じわりと反応を示し始めた。

　北白川の手が緩ゆるみ、星野はほっとした。

　しかし腰に手を添そえているだけで動かないので、妙な間ができてしまう。

「……あの」

「なんだ？」

　お湯の中にいるから激しい動きはできないが、それでも北白川は下から星野をぐいと押し上げた。

「んぁっ、あっ」

　思わずのけぞった星野は、うしろに倒たおれてしまいそうになった。湯の中に沈しずみ込む前に北白川に助けられ、抱だき起こされた。

　驚きのあまり、心臓がどきどきしている。北白川が急に動いたら今の二の舞まいを踏ふんでしまいかねないから、星野は北白川の首に両りよう腕うでを回してすがりつく。

　鼻の先が少しだけ触ふれ合っている距きよ離りで、星野は北白川の目を見た。すると北白川はなにかと問いかけるように眉まゆを持ち上げる。

　星野がなにを言いたいのか、わかっているくせに、北白川はわざとはぐらかす。

　その表情は冷めているように見えたが、じっと見つめているうちに、そうではないことに気がついた。中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出されてつらいのは、星野だけではないのだ。

「気持ちよくなりたくないのか？」

　なりたくないはずがない。

　一連の動きですっかり欲よく望ぼうに火がついてしまった星野は、物足りなさを感じているぐらいなのだ。下した唇くちびるをかみしめ、わずかに腰を上げてみる。

「……あっ」

　体の中からずるりと抜ぬけ落ちるような感かん触しよくに、ぞくっとした。慌あわてて腰を落としたら、一番深い部分を突つかれる。　>>>♥

「もう少し速く動いてくれ」

「ん、……んっ」

　北白川を受け入れている状態で自分から動くなんて、恥はずかしくて嫌いやだ。頭ではそう思うのに体は北白川の言葉に従順だ。

　より強い快楽を求め、星野は北白川の首にすがりついたまま、腰を前後に揺ゆらしてみる。すると星野と北白川の体に挟はさまれていた星野の性器が、北白川の腹に押しつけられるように動いてしまう。

　こんなことなどしたくないのに、無意識に、強い刺激を感じる部分を北白川に押しつけてしまう。

「ここがいいのか？」

　星野の意図に気がついた北白川が、下からぐっと突き上げた。その瞬しゆん間かん、星野は北白川にしがみついて体を震ふるわせた。射精したわけではなかったが、それ以上に強い快楽の波が押し寄せ、星野をさらっていく。

「あっ、あっ……」

　高い声を上げて北白川をむさぼる星野を、北白川がじっと見つめていた。目が合ってはっと我に返った星野は、羞しゆう恥ちを感じて耳が真っ赤になる。

「な、なぁ、北白川」

「なんだ？」

　動きを止めた星野の腰を、北白川がなでる。

「気持ちいいの？」

　いつも北白川に気持ちよくさせられているので、今の星野は自分ひとりだけ盛り上がっているような気がして不安になる。

　すると北白川は目を丸くして、それから、しばらくして小さく笑った。

「ああ。そうでなければこうはなっていないだろう？」

　北白川が星野を下から突き上げる。

「あっ、い、いきなりはやめろよっ」

　北白川の首にしがみついていたから転てん倒とうせずに済んだが、驚いて大きな声が出てしまった。

「悪い悪い。じゃあ、動くぞ。これでいいのか？」

　そう言うや、北白川は星野の返事を待たずに抜き差しを始めた。

「あ、あぁっ、やっ」

「いいならいいって言えよ」

「うん……、うん、いいっ……！」

　自分で動くのと北白川にされるのと、ぜんぜん違う。

　こんなところでもまた差を感じてしまって少々落ち込んでしまうが、そう思ったのは一瞬だった。なにも考えられなくなるほどの強い快感に襲おそわれて、星野は北白川にすがりつきながら、ためらいや羞恥の気持ちを忘れて声を上げ続けた。










　北白川に抱だかれているときの星野は、まるで女のようではなかったか。抵抗していたのは最初だけで、一度スイッチが入ってしまったら、あとは流されてしまった。

　星野はこれ以上ないほどの自己嫌けん悪おに陥おちいっている。

　結局、星野は北白川に問いたださなかった。

　セックスが終わったあとには北白川の態度がいつもの彼に戻もどっていたので、どうでもよくなってしまったのだ。溜たまっていたのかもしれない、と言ったら身も蓋ふたもないが、上品に見えて北白川も普ふ通つうの男なんだなと思ったら、むしろ親近感が湧わいてくるから不思議だ。

　だが、その一方で、星野は北白川との関係に疑問を持ち始めていた。いや、最初からおかしかったのだ。けれど星野は童どう貞ていだった自分を卑ひ下げして、臭くさいものにふたをするみたいに、物事と正面から向き合ってこなかった。

　だが北白川によってこれ以上ないほどへこまされて、星野は少し冷静さを取り戻しつつある。

　好きでもないのに、ましてや相手は男なのに、さらに抱かれる側が続いていて、どう考えたっておかしい。一番おかしいのは、抱かれることにさほど抵抗感を抱かなくなりつつある自分だ。自じ慰いで得る何倍もの快感に屈くつしてしまう。

　星野はホモまっしぐらだ。同性愛者ではないのに、どうして？

　いけない、おかしい、と思っているのに、体は受け入れてしまう。

　しかし、そろそろ、しっかりと線引きする時期に来ているのではないだろうか。セックスだけの関係が続いていったら、きっと近い将来、二人はダメになってしまうだろう。いい友人関係を続けていくためには、少なくとも体の関係は解消したほうがいいに違ちがいない。

　星野は北白川を失いたくない。だからこそ距離を置くべきなのだ。










　最後に北白川に抱かれた日から半月ほどが経たっており、梅雨つゆもそろそろ終わりを迎むかえようとしている。強めの雨が降る日が続き、空は毎日灰色だ。

　節電や省エネ対策で社内の温度も高めで、ただでさえ暑いのにじめじめも加わり、星野の心境を表しているようだった。

「星野さん、飲みに行きません？」

　星野はこのところ出張や外回りでほとんど社内にいなかったが、久しぶりにオフィスで過ごしていたら、隣となりのデスクの女性、姐あね御ごに誘さそわれ席を立った。

「私もご一いつ緒しよしていいですか？」

「私もっ」

　次々に女性が加わってくる。

　以前の飲み会をきっかけに、星野はやたらと女性陣じんにかまわれるようになったのだ。

　男子校出身、さらに大学では男子学生が九割九分以上の学部出身であること、加えて北白川のお墨すみ付つきだったり、星野自身によるモテなかったという告白だったり、様々な要素が重なり、星野への印象が百八十度変わったらしい。星野はクールビューティーではなく、単純に女性慣れしていなかったから態度がよそよそしかったのだ、と判断されたようだ。おかげで星野は以前よりも積極的にアプローチされるようになり、うれしいのはうれしいのだが、その勢いに困こん惑わくしている部分もある。

　しかし自分を少しずつ出すようになり、猫ねこをかぶらなくなったため、気持ちは楽になってきている。素すを出せるようになったせいか、気負わずに女性と話せるようになったのだ。

　延々と続いてきた「モテない男」という称しよう号ごうも、社会人になれば「誠実な男」に変へん換かんされるのかもしれない。

　星野が少しずつ自分に自信を持てるようになってきたのは、北白川のおかげだ。北白川の言葉がきっかけになり、星野は変われたのだ。

　星野には、男友達しかいない。幼なじみ、酒飲み友達、たくさんいるけれど、その中でも特に星野の人生に影えい響きようがあったといえるのが北白川だ。

　その人となりを知るにつれて、北白川の良さを知っていった。あんな一件がなければ、もしかしたらいい友人になれたのかもしれないのだ。そのために、今、修復している最中だ。

　ビルの周りには酒が出る飲食店がいくつもあり、女性たちがどこにしようかと相談しているとき、外回りから戻ってきた北白川とちょうど出くわした。

「北白川さん、今から飲みに行くんですけど、ご一緒にいかがですか？」

　バカっ！　余計なことするんじゃねえよ！

　暴言が口を突いて出そうになったが、星野はぐっと堪こらえた。

　姐御に誘われた北白川は、ちらりと星野を見やる。視線を向けられたら、どうしてもそちらに意識がいってしまう。目が合ってしまい、星野はすっと逸そらした。泳いだ、といったほうが正しいか。

「じゃあ、せっかくなので」

　星野の態度を見れば、気まずさを感じ取ってもよさそうなのに、あえて乗ってきたのはわざとなのだろうか。それとも、単純に気づかなかったのか。

　北白川の意図をはかりかねたまま、星野たちは店に入った。

　食事中、表向きは和気あいあいとしていた。主に営業の人間の集まりだったので、仕事の話が中心だ。その中で北白川に言葉をかけられれば普通に返したし、女性たちともうまく話せた。

「週末ってなにしているんですか？」

「僕は寝ねてるだけですね。あとは部屋の片づけとか洗せん濯たくとか」

　素を知っている北白川の前で自分を飾かざってもみっともないし、もう無理していい男を演じようとも思わなくなってしまったから、星野は本当の自分をさらけ出す。

「洗濯とかやってくれる子はいないんですか？」

「いないですね。出で不ぶ精しようなので出会いもないし」

　星野が答えると、質問してきた女性の目が輝かがやいた。

　あれ？　探さぐりを入れられたのかな？　ならば以前に受付嬢じように答えたときのように、好きな子がいると伝えたほうがよかったのか。

　しかし尋たずねられてもいないのに自ら発言したら、自意識過か剰じようだと思われてしまいそうだ。星野は次のチャンスをうかがう。

「北白川さんの週末の過ごし方は？」

「最近は毎週のように結けつ婚こん式や二次会に参加してるかな。つい先日も、幼なじみが結婚したし。年ねん齢れい的に、結婚ラッシュはもう少し続きそうだ」

「わかります。私の周りでもどんどん結婚していっちゃって。北白川さんは結婚の予定とかあります？　っていうか彼女とかいるんですか？」

　おいおい、あからさまだな。

　と思わずツッコミを入れたくなるほどストレートな問いかけだった。酒が入ると気が大きくなってしまうのは仕方がないのか。

「ようやく仕事が楽しくなってきたから、今はほかのことに目が向かないんだ。仮に恋こい人びとができても、仕事に夢中で放置してしまうのがわかってるから。恋人募ぼ集しゆう中なら、星野はどう？　星野も恋人がいないみたいだし」

「やだ、北白川さんたら」

　女性陣が黄色い声を上げる中で、星野は激しく動どう揺ようする。

「な、なに言って……。北白川、やめろよ」

「なぜ？　恋人がほしいってぼやいてたじゃないか」

　そりゃ……、数ヶ月前までの星野はそうだった。しかし今はそんなふうに思えない。それなのに急に女性社員にオススメされてしまってなにがショックかといえば、ほかでもない、北白川にそれをされたからだ。

　仮にも寝た相手を、どうしてそんな風に扱あつかえるんだ？　なぜ星野を突つき放すのか？

　北白川の顔を見ると、しれっとした顔でビールを飲んでいる。からかっているようにも思えず、どうやら本気で言っているようだ。

　なんなんだろう、このずきずきは。

　星野はちりっとした痛みを感じた胸に手を当ててみる。

　しかしその正体がつかめないまま、長い長い二時間をやり過ごした。以前の飲み会では、いじられつつも楽しかったのだが、今はちっとも楽しくない。

　食事が終わると、それぞれ自分たちの乗る電車の駅に向かって歩き出す。星野と北白川は同じ路線だ。

「最近俺のこと避さけてただろう。星野はどうしていつもそうなんだ？」

「そ、そんなことないって。お互たがい外回りしてたから会わなかっただけで、そういうのはいつものことだろ。それに、お、俺も忙いそがしかったんだよ」

　顔を合わせなかったのは事実だ。メールのやり取りも減ったが、完全に無視しているわけではない。しかし北白川の言葉を全面的に否定したくても、後ろめたさがあるためしどろもどろになる。

　星野の噓うそなどお見通しなのだろう。北白川は小さくため息をひとつついてから、黙だまり込んでしまった。

　午後十時前の都心は、人であふれ返っている。沈ちん黙もくも決して怖こわくはなかったし、このまま電車に乗り込んでもよかったが、やはり北白川と二人きりになるのは抵てい抗こうがあった。たとえば恋人だったら、そんなふうには思わないだろう。あるいは、体を重ねていなければ。

　けれど星野と北白川は恋人ではないし、セックスをしてしまった。

　罪悪感ではないのだが、星野の心にはずっとなにかが引っかかっているのだ。しいて言うなら後こう悔かいか。それもまた若じやつ干かん意味合いが違うのだが、気持ちとしては一番近い。

　自意識過剰かもしれないが、これまでのパターンから推測すれば、かなりの確率でまた北白川と寝てしまうような気がする。正直に言えば、北白川とのセックスは癖くせになりそうなくらいよかったのだ。

　だが、このままではいけないと思う自分もいる。自制心がまだ働く今だからこそ、そしてそうなりそうな予感を感じているからこそ、はっきりと自分の思いを伝えなくてはならない。

「北白川、あのさ」

　地下鉄に下りる階段の手前で星野は足を止めた。声をかけられた北白川も立ち止まる。

　足もとにあった視線を、思い切って北白川に向けてみる。

「──っ」

　今から星野がなにを言うのか全部見み透すかしているかのような目で、北白川はこちらを見ていた。その上で、星野に言わせまいとする、強い視線を投げかけてくる。

　だが、ここでひるんでしまってはだめだ。この先どうなるかなんて星野にだってわからないが、とにかく一度、リセットしたい。

「あの、も、もう二人では会いたくない」

　一生分の緊きん張ちようを、星野は今この瞬しゆん間かんにした。

　全速力で走ったあとのように、心臓がばくばくしている。その音があまりにもうるさくて、星野は自分の思いをきちんと北白川に告げられたのか自信がない。

　しっかり伝わっていたとわかったのは、北白川の顔からすっと表情が消えたからだ。

　氷のような冷たさを感じて、星野はどきっとする。

　言ってしまった瞬間にはもう、星野は自分で自分の言葉を後悔していた。しかし、もう遅おそい。

「いや、別に北白川のことが嫌きらいとか、そういうんじゃないんだけど……」

　誤解されては困るので慌あわてて取り繕つくろおうとしたのだが、北白川によって遮さえぎられてしまう。

「わかった」

「え？」

　北白川はひと言、わかった、とだけ言うと、星野に背を向け地下鉄の階段を下りていった。

「あの、……北白川っ」

　北白川のことだから、なぜだ、と食い下がってくると思っていた。そこに自分の甘えがあったのではないか。

　自分はなにを期待していた？　あっさり引かれてショックを受けているということは、嫌いやだとすがられたかったのか。

　いや、そんなつもりはない。正常な状態に戻もどりたかっただけなのだ。

「……え？　え？」

　星野は現状を飲み込めず、髪かみの毛をくしゃりとかき回す。

　では星野の言う正常とは、いったいなんなのか。体の関係がない？　男同士の友情？　もちろんそうだ。それが正しい姿だ。

　しかし北白川に抱だかれているときの自分はどう説明するのだ。本気で嫌だったのか？　不快だったのか？

　しっかりと感じていたくせに。今でもそのときのことを思い出したら、体がぞくっと震ふるえてしまうくせに。

　そういう自分のはしたなさを認めたくなくて、北白川に責任を被かぶせて追い払はらおうとしていなかったか。

　そして望みどおりに北白川が去ってくれたのだから、願ったり叶かなったりではないか。

　これが星野の望んだ結末だ。素す直なおに受け入れ、また明日からやり直せばいい。

　そう思うのに、どうしてこんなにショックを受けているのだろう。

　小さくなっていく背中を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、一度も星野を振ふり返らないまま、北白川の姿は完全に消えてしまう。

　星野の気持ちはすっかり捨てられた子犬のようだった。しばらくその場から動けなかった。










　地下鉄に入る階段で別れてから一週間。雨がほとんど降らない日が続いて、今朝の天気予報でようやく梅雨つゆ明け宣言が出た。

　時々きていたメールが途と絶だえた。お互いに外回りをしているので、ほとんど姿を見ていない。宙ぶらりんの気持ちを抱かかえたまま、やきもきしてはいるものの、顔を合わせてもどう接していいのかもわからないので、その点ではほっとしている。

　とはいえ、いつまでも避けているわけにはいかない。そろそろ月末会議だし、接せつ触しよくは避けられない。そうなったときの状じよう況きようを考えると、星野は今から気まずい。

　なぜ北白川はああもあっさり星野の言い分を受け入れたのだろう。理由すら聞こうとはしなかった。

　一方的に言われたら、だれだって腹が立つだろう。

　できることなら星野は北白川といい関係を築きたかったのだ。しかしセックスをしてしまってからというもの、星野の心はいつもかき乱されていた。ふと気づけばいつも北白川のことばかり考えている。こんな自分はおかしい、そう思っての距きよ離りを置こうという宣言だったのだが。

　しかし北白川にはうまく伝えられなかった。なにも絶ぜつ縁えんしたかったわけではないのだ。しかし星野の言葉が足りなかったせいで、こじれてしまった。

　どうしたらきちんと説明できるだろう。

　手紙かメールか、などと考えたこともあったが、壊こわれてしまったものを無理やり接せつ着ちやく剤ざいでつけて修復したところで、一度壊れてしまった事実は消せない。無理に使い続ければ、結局また粉々になってしまうだろう。ならば現状維い持じを心がけるほうがいいのかもしれない。

　出張先から戻ってきた星野は、東京駅に着いて職場に報告の連れん絡らくを入れ、直帰する旨むねを伝えた。電話の呼び出し音が鳴っているときに、もしも北白川が出たらどうしよう、などと思ってドキドキしたが、無む駄だに疲つかれただけだった。北白川は今日一日不在だった、と聞いてもいないのに、姐あね御ごは親切に教えてくれた。最近ではすっかりセットの扱いをされているようだ。

　書店に寄るため、星野は一度駅の外に出た。

　地下通路を通って目的のビルに向かっている途と中ちゆう、三十メートルほど先に北白川の後ろ姿を見つけた。しかも、女性と一いつ緒しよにいる。

　北白川ほどの長身はそう多くない。ヘアスタイル、上質の鞄かばんや靴くつ。歩き方や歩ほ幅はば。仕事が終わって手にジャケットを持っているのでわかりにくいけれど、見たことがあるスーツだ。人ひと違ちがいであるはずがない。

　女性のほうは、細身のパンツが似合う、すらりと背の高い美人だ。人目を引く派手なファッションなので、勤め人ではなくモデルかタレントか。そういった華はなやかさがあった。

　並んで歩く二人の距離が近く、ビジネス上の付き合いではなさそうな親しげな雰ふん囲い気きが伝わってくる。美男美女でお似合いの、少なくとも星野の目には恋こい人びとのように見えた。

　なんだよ。彼女いるんじゃないか。

　一週間前、同どう僚りようたちと食事をしたときには否定していたくせに。

　噓をつかれたのだと思ったら、星野はなんだかがっかりした。所しよ詮せんは隠かくしごとをされるレベルの付き合いだったということだ。

　同時に、仕事以外のプライベートな部分を見せつけられたような気持ちになって、星野は動どう揺ようしていた。

　星野の友人の中には彼女がいたり、結けつ婚こんしたりしている人がたくさんいる。北白川だってその中のひとりだと思えば、ショックを受ける必要などこれっぽっちもない。そうだ。星野は別に、北白川のことなんて、なんとも思っていない。

　星野は寄り道する気持ちがすっかり失うせてしまう。奥歯をぐっと嚙かんで踵きびすを返した。

　北白川という男がよくわからない。

　悪いのは、最初に北白川を抱いてしまった星野だ。そのあとに北白川に体を差し出して帳消しになったと思ったのだが、もしかしたら北白川は、本当は星野のことを許していなかったのかもしれない。

　でも、そうなのだろうか。だって、星野を抱く北白川は、優やさしかった。本当の恋人同士はきっとこんな空気を共有するのだろう、と想像できる甘さがあって、星野はゆらゆらと波に漂ただようような心地ここちよさの中にどっぷりつかっていた。それが当たり前のように感じて、星野は怖こわくなったのではないのか？

　そうだ。星野は怖かったのだ。北白川との友情が壊れてしまうことが怖かった。でも、友情なのだ、と自分に無理やり思い込ませていただけではないのか？

　いらいらしたことだってたくさんあったはずなのに、なぜか北白川と過ごした楽しい時間ばかりが思い浮うかぶ。夜中にひとりになったとき、ふと、北白川とのセックスの場面を思い出してしまうことがある。星野は絶ぜつ叫きようし、枕まくらを殴なぐって必死に北白川の存在を打ち消そうとしてもできなくて、頭の中はいつしか北白川で埋うめ尽つくされていた。

　最近の星野は、どうして北白川のことばかり考えているのだろう。まるで恋をしているような……。

　──いや、それはない。あるわけない。ぜったいにない。

　星野は小学六年生のときに、好きな女の子がいた。その後の青春時代はひたすら男男男で、女と関かかわる時間が圧あつ倒とう的に少なかったため、星野が過去に恋心を抱いだいたのは、じつは彼女しかいない。けれど確実に好きだという自覚はあったし、恋とはどういうものなのかもわかっているつもりだ。

　星野が彼女に抱いた、ちょっと話しただけできゅんとするような気持ちと、北白川に対しての思いとは、種類がぜんぜん違ちがう。むしろいらいらすることのほうが多かったではないか。

　星野は一瞬とはいえ、血迷った答えにたどり着きそうになった自分を殴りたくなった。

　星野は足を止め、振り返ってみた。

　北白川たちは相変わらず楽しそうに話しながら歩いている。

　やっぱり見なければよかった。

　星野は二度見してしまったことを後こう悔かいしつつ、再び北白川たちに背を向け、一歩二歩と歩き始める。

　北白川と彼女は、今からどこに行くのだろう。時間的に、食事だろうか。そのあとは？　北白川のことだから、北白川家御ご用よう達たしホテルに違いない。ホテルに連れ込むテクニックには長たけているのは実証済みだ。それで、星野にしたみたいに彼女を抱くのか？

　──そんなの嫌だ。

　そう思ったら、星野はいつのまにか方向転換し、北白川の腕うでをつかんでいた。

「星野？」

　目を真ん丸にした北白川が、星野を見ている。女性も何事かという顔を向けてくる。

　だが一番驚おどろいているのは、無意識に足が動いてしまった自分自身だ。

「あ、……えっと、……人違いでした。すみません」

　百パーセントばれる噓うそが口を衝ついて出た。

　バカだ、と思いながらも、口にしてしまった言葉はもう取り消せない。

　手を離はなしてＵターンしようとした星野の腕を、今度は北白川が引っ張った。

「星野、待てって。なんだよ人違いって」

「うるさいなっ。離せよっ。デートの邪じや魔まして悪かったよ」

「デート？　もしかして菊きく乃ののことを言っているのか？」

　菊乃と呼ばれた女性に目を向けると、興味津しん々しんな顔でこちらを見ていた。目鼻立ちのはっきりした派手な顔の美人で、背せ丈たけが星野と同じぐらいのため迫はく力りよくがあって、星野は腰こしが引けてくる。

「篤成、お友達？」

　しっとりと落ち着いた声で、彼女が言った。下の名前で呼び合っているので、親密さがうかがえる。

「星野は職場の同僚だ」

「あの、……星野です」

「初めまして。楠くすの木きです。星野さん、これからのご予定はありますか？」

「い、いえ、とくに。もう帰ろうとしてたので」

「それだったら、食事に行きません？　ちょうど今から篤成と行くところだったの」

「え、でも……」

「いいじゃない。せっかく出会えたんですから。篤成の職場での様子をお聞きしたいわ」

　仕事の相手であればうまく話せるのに、たとえば飲み会だったり紹しよう介かいすると言われて会ったりした女性だと緊きん張ちようしてしまう。

　とくに菊乃は明け透すけで、じわじわ距離を縮めるのではなく一気に懐ふところに飛び込んでくるタイプのようだ。相手が男なら一足飛びに仲良くなれるのに、長年染しみついた童どう貞ていコンプレックスは、そう簡単には解消されないらしい。女性に対してどうも身構えてしまうのだ。しかも北白川の彼女だ。余計に遠えん慮りよの気持ちが湧わいてくるのも仕方ない。

「星野は嫌いやがっているだろう。無理強じいするな」

　戸と惑まどう星野と菊乃の間に、北白川が割って入ってくる。

　救世主のように感じるべき場面だが、今のこの状じよう況きようを考えればきっと、デートの邪魔をされたくないから北白川は止めに入ったのだろう、と思う星野は卑ひ屈くつすぎるだろうか。

「あら、嫌がっているのは篤成のほうに見えるけど？　聞かれたくない話でもあるのかしら」

　痛いところを突つかれたのか、北白川がぐっと言葉に詰つまった。

「別に、そういうのはないが」

「だったらいいじゃない。さあ行きましょう」

　星野は菊乃の勢いに飲まれ、北白川たちと一緒に食事をすることになってしまった。

　東京駅から少し歩いた場所にあるイタリアンレストランだ。中庭に面した席に案内された。店の奥にあって、ほかの席とは隔かく絶ぜつされているので、ちょっとした特等席気分を味わえる。

　正方形の大きめのテーブルに星野と北白川が向かい合わせに、そしてそれぞれの横に菊乃が座った。菊乃は常連のようで、店員たちとフレンドリーに話をしている。

　メニューを開いた星野の目玉が飛び出した。パスタひと皿の値段が、星野の知っている一いつ般ぱん的な金額の三倍以上とは、いったいどういうことなのだ。

　そういう店があるのはもちろん知っているが、接待のときぐらいしか使わない。それなのに北白川たちは、デートで当たり前のように入るのだから恐おそろしい。

　一番安い料理はどれか、とメニューとにらめっこをしていたら、コース料理を勧すすめられた。二人ともそれを頼たのむというのに、ひとりだけ断れるはずがない。

　星野は五桁けたを超こえるコース料理の値段に震ふるえながら、メニューをテーブルに置いた。その横で、北白川と菊乃はワイン選びで揉もめている。さすがに場所をわきまえているので話し合いの延長といった声のトーンだが、スマートな振ふる舞まいができるはずの北白川が菊乃の前では妙みように子供っぽく見えるのが不思議だ。菊乃に気を許している証あかしなのだろう。

「仲がいいんですね」

　嫌みだったり、言葉になにかを含ふくませたり、といった意味合いはなく、心から思ったことをつたえた。すると菊乃の表情がぱっと明るくなる。

「実家が近所なの。幼よう稚ち園えんよりも前からの付き合いだから」

　菊乃によると、菊乃は北白川の二学年先せん輩ぱいらしい。

　ね？　と菊乃に同意を求められたが、北白川の反応は鈍にぶかった。

　やはりデートの邪魔をしてしまったことが響ひびいているのだろう。遠慮しておけばよかった、と後悔しても、オーダーしてしまったあとだから、もう遅おそい。それとも今すぐにキャンセルして席を立てば、間に合うか。

「あ、あの……」

　星野が腰を上げかけたタイミングで、菊乃も口を開いた。

「篤成ったら、さっきからなにふて腐くされてんのよ」

　そりゃあ、俺がいるからだろう。ケンカ別れほどひどいものではないが、最後に言葉を交かわしたときの状況を考えれば、北白川は星野と同席したくないに違いないのだ。

「最近ずっとこんな調子なのよ。気分転てん換かんに、と思って食事に誘さそったっていうのに、お店に入ってもこんな調子じゃ、おいしい食事もおいしくなくなっちゃうわ」

　菊乃はぶつくさ言いながらも、どうにか北白川を話の中に引きずり込もうとする。北白川は気乗りしないながらもそれなりに受け答えをして、食事が進むにつれて少しずつ態度は軟なん化かしてきた。

　菊乃の誘ゆう導どうがうまいからだ。それに加えて気心が知れた相手だから、なんだかんだ言いつつも和なごむのだろう。

　ようやく空気が温まってきたことでほっとできるはずなのに、星野は胸がざわざわしている。北白川と菊乃の仲の良さを見せつけられて、星野は食事が終わるまでずっと目をつぶり、耳をふさいでいたかった。

　あれ？

　星野はワイングラスに口をつけたまま、ふと動きが止まる。

　この状況には覚えがあった。そのときの星野は今の北白川側のポジションで、居酒屋のトイレの前で受付の女の子にお誘いを受けている場面だ。そこに北白川がやってきて……。

　よくよく考えたら、北白川の機き嫌げんが悪くなったのはその辺りからだったような気がする。店にやってくる前の電話口での北白川の口調はいつもどおりだったし、座ざ敷しきにやってきて星野の隣となりに座ったときも、普ふ通つうにあいさつしたのだから。

　まさに今の星野は、あのときの北白川のようなのだ。

　もしかして……。いや、まさか。でも……。

　あのときの北白川の気持ちなど、本人に確かく認にんしなければわからない。しかし点と点をひとつずつ線で結んでいくと、とんでもない答えが導き出されそうだ。

　まるで北白川が俺のことを好きみたいじゃないか。ということは、北白川のあのときの態度は嫉しつ妬と心か？

　いや、やっぱり違う。

　星野は慌あわてて首を左右に振った。

「ねえ、星野さん。篤成の好きな人って知ってる？　職場の子だっていうんだけど」

　ひとりの世界に入り込んで悶もん々もんとしていたら、菊乃が突とつ然ぜん話題を振ってきた。

「え？　き、北白川の好きな人、ですか？　楠木さんとお付き合いされてるんじゃないんですか？」

「やだ、やめてよ。なんで篤成なんかと」

　菊乃は飲みかけのワインを噴ふき出した。　>>>♥

「俺だって菊乃なんかお断りだ」

　北白川も憮ぶ然ぜんとした口調で言う。

　二人の様子を見ていると、冗じよう談だんだったり照れ隠かくしだったり、という線はなさそうだ。少なくとも星野の目には、本気で嫌がっているように見えた。

　菊乃が彼女ではなかったのだ。

　恋こい人びとの存在を隠されていたわけではなかったことを知って、星野は途と端たんにほっとした。同時に好きな人がいたという別の事実が明るみに出て、すぐに気持ちが落ちる。しかも職場の人間だ。以前いた部署の子なのか営業の子か、またはまったく関係ないのか。いずれにしても、星野も面識がある可能性がある。

　北白川に告白されて断る女なんているのだろうか。外見のよさだけでなく、旧華か族ぞくという家柄かつ資産家で、本人も仕事ができる。これ以上にいい男がどこにいるというのか。

　なんで星野が北白川を一生懸けん命めい褒ほめたたえているのだろう。北白川ひとりにこんなに振り回されて、バカみたいだ。二人では会いたくない、と自分から願ったくせに、今ではそれが本心だったのか自信がなくなってきている。

「好きな人の話は聞いたことないで……」

　余計なことを言うな、と牽けん制せいするかのような眼まな差ざしを北白川に向けられ、星野は語ご尾びが小さくなる。

「篤成ったら、その子に振られたらしいのよ」

「告ったんですか？　北白川が？」

　星野は思わず、北白川と菊乃との間で目を行ったり来たりさせた。

　北白川は花のような男だと思っていた。ただそこにいるだけで、甘い蜜みつを求めて女が群がってくるから苦労知らずなのだ、と。そんな北白川が自ら求めた相手は、いったいどんな人なのだろう。

　北白川のプライベートのすべてを把は握あくしているわけではないし、どこでなにをどうしようと北白川の勝手だが、自分で思っているよりも星野は北白川のことをぜんぜん知らないのだな、と痛感する。

「告白する前に、会いたくないって言われたんですって。篤成って外見だけはいいから、昔から女に困ったことがないのよ。だから振られて、すっごく落ち込んでるみたい」

「菊乃、やめろよ」

「もう、おかしくて。その場面に立ち会いたかったわ」

「こんな女と付き合いたいと思うか？」

　北白川はため息をつきながら星野に言った。

　たしかに菊乃はデリカシーがないし、傷口に塩を塗ぬりたくる。でもきっと、超えてはいけない一線をわかっているのだろう。北白川も、嫌いやがってはいるものの、本気で怒おこっているわけではなさそうだ。

　ケンカのようなやり取りをしている二人をぼうっと見ながら、星野の意識は別のところにあった。

　北白川に会いたくないと言ったのはだれなのだろう。

　身に覚えがあるから困る。

　偶ぐう然ぜんだろうとは思いつつも、菊乃の話がどうも自分とリンクしているように感じてしまうのだ。

　先ほど、星野は自分自身の考えを否定した。けれど菊乃から話を聞いたことでより信しん憑ぴよう性せいを帯びてくる。

　うぬぼれているのはわかっている。でも、北白川が星野を好きだったとしたら？

　そう思ったら、顔が一いつ瞬しゆんにして熱くなった。

「星野さん、顔が真っ赤だけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、え？　そ、そうですか？　飲みすぎちゃったのかもしれないです。ワインがすごくおいしかったから」

　声が裏返ってしまって、ぜったいに怪あやしまれている。

「じゃあ、お水をいただきましょうか。少し酔よいを醒さましてから店を出たほうがいいかしら」

「いえ、それではお店のご迷めい惑わくになってしまいますから」

「それだったら気にしないで。ここ、私がオーナーなのよ。それにここなら、ほかの席からは見えないでしょ？　リラックスしてね」

　弱じやつ冠かん三十前後でレストランのオーナーか。さすがは北白川の幼おさななじみだ。きっと星野には一生縁えんのない生き方だ。純じゆん粋すいに、尊敬する。

　そうか。菊乃は北白川の彼女ではなかったのか。

　事実を知った途端に星野はふっと気が抜ぬけてしまった。すると途端に酒が回り、眠ねむくなってくる。二人の前でミスはしたくないけれど、どうしてもまぶたが落ちてきてしまう。

　はっと気づいたとき、星野は白いクロスに突つっ伏ぷしていた。顔を上げると店の中が幾いく分ぶん暗くなっており、音もほとんどない。どうやら閉店時間を過ぎてしまったようだ。

「あ、起きた。おはよう。そろそろ終電の時間だから起こそうと思ってたの」

　同じテーブルの端はしで、菊乃がなにやら仕事をしていた。

「ご迷惑かけて申し訳ありませんでした。それであの、北白川は？」

「トイレじゃないかしら？　星野さんが目覚めなかったら送って行くつもりだったみたいだから、まだ帰ってないわよ」

　飲み過ぎない、と心に決めたのに、またやってしまった。北白川の知り合いの店で、初対面の菊乃に迷惑をかけて、本当に申し訳ない。

「あ、そうだ。食事代を……」

「ごちそうするわよ」

　星野が財さい布ふを取り出すも、菊乃には断られてしまった。

「私が誘さそったんだし、うちの店で食事をするときにはお代は受け取らないことにしているのよ」

　そう言われたら、それ以上食い下がるのは失礼な気がした。星野は礼を言って財布を引っ込める。そこに北白川が声をかけてくる。

「健けん一いちが迎むかえに来たぞ」

「え？　もう。ちょっと早いけど、じゃあ帰ろうかな」

　菊乃はテーブルの上を片づけて立ち上がる。

「健一さんて、楠木さんの恋人ですか？」

「ううん。私と篤成の幼なじみで、私の夫」

「ご結けつ婚こんされていたんですね」

　星野は驚きつつ、幼なじみが結婚した、と北白川が先日言っていたのを思い出した。きっと菊乃たちのことを言っていたのだろう。

　幼なじみであれば、仲がいいのは当然だ。家族のような存在でもあるのだろう。それなのに、あまりにも親しげに見えたために二人が恋人同士だと思い込んで、星野は悶々とした気持ちになってしまった。

　なんでそんな気持ちになったのか。なぜ二人の邪じや魔まをするように北白川に駆かけ寄ったのか。

　俺はもう、自分の気持ちを認めていいのではないか？

「あんまり足代わりにしてやるなよ」

「あら、どうしても迎えに来たいって言うからお願いしてるんじゃない。健一ったら私のことが好きで好きでたまらないんですもの」

　仲がいいでしょ、と言って菊乃は失しつ恋れんしたとされる北白川にほほ笑えみかける。年上の彼女には頭が上がらないのか、北白川は苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしていた。

　店を出て、菊乃は夫の車に、星野と北白川は地下鉄に向かう。

　星野と北白川の間に会話が生まれないまま、大手町駅に急いだ。ぎりぎり終電に飛び乗れて、ほっとしたところでまた現実に引き戻もどされる。

　思ったよりも電車は空いており、座れはしないがぎゅうぎゅうというほどでもない。

　星野はドアの端に陣じん取どり、窓の外を見る。といっても地下鉄だからなにも見えず、気も紛まぎれない。

　目の前のドアには、背後に立つ北白川の姿が映っている。時々ちらりと見ると、窓越ごしに目が合ってしまい、決まりが悪い。

　このままずっと黙だまったまま数駅やり過ごすのか。あと数分で北白川の自宅がある駅に着いてしまう。

　俺や北白川がそれぞれ相手をどう思っているか、ということは一度棚たな上あげしておく。その上で、まずは先日の誤解は解いておきたかった。チャンスはこの数分しかない。今を逃のがしたら、きっともう、以前のような関係には戻れないだろう。

　振ふり返って北白川のほうを向くと、思った以上に近くにいてどきっとする。空いているのだから離はなれて立てばいいのに、とも思ったが、これが二人の心の距きよ離りでもあるのだろう。

「北白川、なんか誤解してるみたいだけど、会いたくないっていうのは別に北白川のことが嫌きらいだからとか、そういうんじゃないからな、前も言ったけど。北白川は俺の話聞かないで帰っちゃったけどさ」

　突とつ然ぜん話を切り出した星野に、北白川も少し驚おどろいたらしい。背筋が伸のびて、顔つきがぴりっと引き締しまる。

「じゃあ、どういうつもりなんだ？」

「どういう、って……」

　今回はきちんと話を聞いてくれるつもりでいるらしい。ここで解決しておかないと、今後に響ひびいてくるから、しっかり自分の思いを伝えなくてはならない。でも、それにはどのような言葉を使えばいいのだろう。

「北白川に振り回まわされる自分が嫌なんだよ。最初にああいうことがあってから、ずっと北白川のこと考えては夜中にうわああってなるし。でも、いきなり二人で会いたくないっていうのは突とつ飛ぴだったかも。ごめん。一いつ緒しよにいるのが楽しかったし、あのままだと友情が壊こわれちゃうんじゃないかなって思っちゃって、怖こわくなったんだ」

　星野が素す直なおに自分の心の内を伝えると、北白川の表情が和やわらいだ。

　自分の言葉の選び方が間ま違ちがっていなかったことを実感し、星野もほっとして無意識に笑みを浮うかべる。

　そうこうしているうちに電車は神楽坂に着いてしまった。

「じゃあな」

　北白川が電車を降りた。

　そっけないひと言ではあったが、冷たく突き放すような言い方ではなかった。ひとまず誤解はとけたようなので、星野はほっとする。

「ああ、またな」

　星野は電車の中から北白川を見送る。

「そうだ。北白川」

　星野は聞きたかったことを思い出し、北白川を呼び止める。

「あ、あのさ、もしかして、北白川の好きな人って俺？」

　もちろん、星野の周りに人がいなかったから聞いたのだ。

　唐とう突とつに問いかけられた北白川は、ぽかんと口を開け、星野を見ている。

　北白川の反応から、星野が的外れな質問をしてしまったのがよくわかる。恥はずかしくて、視線を北白川の足もとに落とす。

「い、いや、さっき楠木さんがそれっぽいこと言ってたし、状じよう況きよう的に俺なのかな、とか思って。ごめん、勘かん違ちがいだった」

　発車のベルが鳴ったので、星野は早口でまくし立てた。早くドアが閉まればいいのに。

「ごめんな、変なこと言って。じゃあ、また明日」

　音が鳴りやみ、いよいよドアが閉まるというとき、星野は顔を上げた。

　北白川は口元に笑みを浮かべながら星野を見ている。どきっとして、思わず目を逸そらしてしまったその瞬しゆん間かん──。

「……え？」

　強い力に手を引っ張られて、星野は駅のホームに降り立ってしまう。

「え、ちょ……、ど、どうするんだよ！　終電だったのにっ！」

　無情にも走り去る電車を見送りながら、星野は頭を抱かかえた。

「うちに来い」

「い、嫌いやだ。だって、行ったらぜったいヤるじゃん」

「しないさ」

　そう言った北白川は、唇くちびるの端を持ち上げている。とてもじゃないが「しない」と言った人間のする表情ではない。

　とりあえずホテルを探すつもりで地上に出たが、北白川のマンションが思いのほか駅から近くて、すぐに着いてしまった。

　築年数は浅いだろう、新しい外観だ。地上七階建ての建物のエントランスは吹ふき抜けだ。床ゆかは黒の大理石が敷しかれており、奥には談話ができる応接セットが置かれている。

「ホテルかよ……」

　入るつもりはなかったのだが、あまりにも豪ごう奢しやで、星野はつい興味津しん々しんになってしまう。きょろきょろしながら後についていくと、北白川は三基あるうちの一番奥のエレベーターにキーを近づけた。すると自動扉とびらが開く。中には階数ボタンがなく、ドアが閉まると自動で上じよう昇しようし始める。

「なにこのエレベーター」

「七階直通なんだ」

　最上階の七階は、北白川の部屋しかないらしい。つまりこのエレベーターは、北白川専用だ。

「北白川って、本当にすごいんだな。手に入らないものってないよな」

「そうでもないぞ。だれかさんには会いたくないって言われたしな」

「だから、あれは、誤解だってば」

　まだ根に持っているらしい。

　でも北白川の表情は柔やわらかいので、冗じよう談だんで言っているのは星野にも伝わっている。

「誤解だった、というのは理解した。星野は俺に振り回されていると言ったが、俺だって星野に充じゆう分ぶん振り回されているんだ。距離を置きたいと思ったなら、そうすればよかっただろう。それなのにまた自分のほうから寄ってきて、また俺を振り回すのか？　はっきり言って不ふ愉ゆ快かいなんだよ」

「そんな言い方しなくたっていいじゃないか」

「不愉快だけど、切り捨てられないから困っているんだろう。しかも星野は俺との友情を壊したくない。挙句の果てに『好きな人って俺？』って。俺はどうすればいいんだ？　そうだ、と答えたら星野はどうするつもりなんだ？」

「どうするって……」

　その先のことまでは考えていなかった。けれど、きっと、そう言われたら、自分はうれしい。

「そうだ」

「え？」

　唐突に言われて、星野は北白川の言葉がどこにかかる「そうだ」なのか、一いつ瞬しゆん判断に迷った。しかしじっくり考え、答えにたどり着いた瞬間、火をつけられたように顔が熱くなった。

「好きだよ、星野」

　北白川がドアハンドル付近にキーを近づけるとロックが解除される。

　玄げん関かんの床はエントランスと同様、黒の大理石だ。ドアや床の木の色も、黒に近いこげ茶。廊ろう下かの先のドアは閉まっていたが、おそらくリビングだろう。モデルルームのようにきれいだ。

　星野はちらりと中をのぞいてから、北白川の顔を見る。一方北白川は、ドアを全開にして背中で押さえたまま、星野の次の動きを待つ。

　入れ、と言われているのは星野だってわかっている。けれど、入ったら？

　過去に二度も経験しているのだから、星野は北白川の意図を読み間違えたりはしない。「しない」なんていうのは口だけなのも、わかっている。

　星野はごくりとのどを鳴らす。

　進むも引くもできずにその場に立ちすくむ星野を、北白川は辛しん抱ぼう強く待つ。

　引き返すチャンスはいくらでもあった。でも星野はここまでやってきた。会わないと言ったくせに、北白川のほうから距離を置かれて動どう揺ようして、結局戻もどってきてしまった。北白川のすることに戸と惑まどったり、菊乃と仲良く歩いている姿を見て、胸が焼けつくようだった。

　一方的にライバル視してきたこともあって、なかなか素直になれなかったが、そろそろ自分の気持ちを認めよう。

　俺は北白川が好きなのだ。

　大きく息を吸って、吐はいて、星野は北白川の部屋に入った。

「俺も、北白川が好きだ」

　流されたわけではない。自分の意志で、北白川との未来を選んだのだ。










　キスは親愛の証あかしだ。

　口づけの合間に頰ほおずりをしたり、首筋に軽くかみついたりしてじゃれ合う。

「あっ、……んっ」

　唇を重ね合わせながら、北白川が星野を深く貫つらぬく。その動きに合わせて北白川が星野の性器をしごくので、星野は体に力が入らない。

　ベッドに入ったときには冷たかったシーツが、もうすでに汗あせで湿しめり始めている。

「んっ、ふ……」

　北白川が腰こしを揺ゆらすたびにくちゅくちゅと濡ぬれた音がする。耳をふさいでしまいたいのに、両手は北白川とつながれているためできない。

「あっ、や、やっ」

　何度か体を重ねてすべてを知り尽つくしているかのように、北白川は星野の弱い部分を的確に突ついてくる。嫌がろうと本気で抵てい抗こうしようともおかまいなしだ。

「やめろって」

　体の内側から散々押し上げられ、恥ずかしいほど先走りを漏もらしている。星野の体液にまみれた北白川の手は滑なめらかに動き、早くも高みに連れていかれてしまいそうだ。

「なに怒おこってるんだ？　気持ちがいいんだろう？」

　そう言いながら星野の性器をぎゅっと握にぎり、北白川が再び腰を深く突き立てる。

「ぁ……っ」

　声にならない声を漏らしながら絶頂を迎むかえた。胸に飛び散った精液が妙みように生々しくて、星野は目を逸らす。

　走ったあとのように胸を上下させている星野を気づかって、北白川は唇の端はしにキスをした。そんな小さな優やさしさにきゅんとしてしまうなんて、星野は舞まい上がっているとしか思えない。　>>>♥

　星野の体の中を埋うめる北白川にこすられ、北白川の体温をもらって、内側から熱くなってくる。こんな些さ細さいな瞬間は、ほかのだれかとの間にも起こり得るとは思えないのだ。相手が北白川だから身の内に迎え入れられるのだし、キスができる。

「んぁっ、あっ……」

　星野の体をかき回していた北白川が、動きを止めた。

「星野」

　甘ったるい声で名前を呼ばれて、星野は目を開ける。

「好きだよ。星野は？」

「な、な……、いきなり」

　唐とう突とつに問われて星野は口をぱくぱくさせる。

　普ふ通つうに言われても照れてしまうのに、こういうときに言われたら恥はずかしさは倍だ。

「あっ、あっ」

　星野が答える前に、北白川が激しく揺さぶった。

　ついさっき精を放ったばかりだというのに、奥を突かれると自分ではコントロールできない強い性衝しよう動どうが込み上げてくる。そこを何度もぐりぐり押されると、次の瞬間にはイってしまいそうな強きよう烈れつな快楽を得られるのだ。

　もう出るはずはないのに、体を突き抜ぬけるようなしびれが走った。

「や、やめろっ……」

　下半身がぶるぶると震ふるえて、星野はなぜか限界を感じている。

　それを察知した北白川は、ぴたりと動きを止めてしまう。

「あっ……、き、北白川っ。なんで……」

「やめろと言ったからだ」

　北白川は唇くちびるの端を持ち上げた。

　普ふ段だんはどれだけ嫌いやがってもやめてくれないのに。

　快楽に弱い星野が身をくねらせる様を見て楽しんでいるのだ。

「星野の口からも、きちんと言葉で聞きたいな」

　北白川は腰を引き、星野の体の中の浅い場所を、性器の先で愛あい撫ぶする。刺し激げき的で、深く貫かれるのとはまた違ちがった快感があるのだが、今の星野にはそれだけでは足りない。北白川はそれがわかっていて、わざとやっているのだ。

「さ、さっき言ったじゃん」

　素す直なおに応じるのも癪しやくなので、星野は精いっぱい抵抗を試みる。普通に聞いてくれれば星野だってためらわずに言えるのに、わざと羞しゆう恥ち心を煽あおるような真似まねをするから星野も頑かたくなになるのだ。

「今、聞きたい」

　わざとだ。わざと星野を煽っているのだ。ならば乗るわけにはいかない。さっさと告げてしまったほうが楽になる。

「好き」

　でも適当には言えないから、北白川の目を見て、しっかりと思いを伝えた。

　すると、北白川のほうが照れてしまったのかもしれない。

「え？　ちょ、ちょ……待っ、……んっ」

　星野の唇をふさぎ、身動きできないよう両りよう腕うでごとしっかりと体を抱だき締しめ、北白川は再び星野を攻せめ始める。

「んんっ、……んっ」

　いつまでも唇を離はなしてくれず、苦しかった。

　北白川は星野の舌を強く吸い上げ、自分の口内に導く。混ざり合った二人の唾だ液えきで口の周りがべたべたになるのも構わずに舌を絡からませ合う。

「あっ……、あっ……」

　その間にも突き上げが止まることなく続いている。星野を抱きしめていた両手は、いつしか星野の乳ち首くびや性器にあって、全身で北白川を感じているうちに力が抜けた。好きだ、という北白川の短い言葉に、体がどろどろに溶とかされてしまう。

「はぁっ……、ふっ、んんっ」

　意地悪で言わされたが、北白川がこんなふうに照れてしまうなら、もっと言ってみたい気持ちがあった。しかし好きだという言葉が唇からこぼれ落ちる前に、ぜんぶ北白川に吸い込まれてしまう。

　せめてほかの方法で伝えられるように、と星野は北白川の体を抱きしめた。

　重なった唇が、ふっと笑ったような気がした。

　きっと星野の思いは北白川に伝わったに違いない。

　目を開けて、北白川の表情を見て、星野は確信した。










　聞きなれない目覚ましの音が聞こえ、続いて、星野のスマートフォンのアラームが鳴る。

　音のするほうに手を伸のばすが、背骨がばきっと鳴って痛い。

「いてててて……」

　薄うすい上うわ掛がけの中から這はい出ようとする星野を、北白川が背後から抱きすくめ、目覚ましとアラームを止めてくれた。

　室内がしんとして、ほっとため息をもらした星野の背中や髪かみの毛を、北白川がなでる。

「触さわるなよっ」

「なに照れてるんだ？」

「照れてない！」

　北白川を好きだということは認める。しかし星野はもともとロマンチックな男ではないから、急に甘い空気を漂ただよわされても困ってしまうのだ。

「まあ、そういう猫ねこみたいなところもかわいいぞ」

「視力大だい丈じよう夫ぶですか？」

　星野は淡たん々たんとした口調で返す。

　本当は恥ずかしくて仕方ないのだが、下手へたに反応すると北白川をよろこばせてしまうのを学習したので、星野はできる限り我が慢まんする。

　ずっと気になっていたことがある。内容が内容なので聞くに聞けずここまで来てしまったが、今なら聞けそうだ。

「なあ、北白川。最初のとき、……その、俺に抱だかれたときのことだけど、どうだった？　気持ちよかったのか？」

　身を以もつて体験しているので、どうだったかなんて聞くまでもない。腹が立つほど気持ちがいいのは事実だ。問題は、自分のテクニックだ。

「も、もしよくなかったとしても、きっと酔よってたからだと思うんだ」

　経験値に差があるのは仕方がないとしても、下手くそだと思われるのはプライドが傷つく。

「なんの話だ？」

　北白川は一いつ瞬しゆん、わけがわからないという表情をした。しかしすぐに「ああ」と合が点てんがいった顔になる。

　いよいよ北白川から、審しん判ぱんが下される。よかったと言われたら、お世辞とわかっていても受け入れるし、下手と言われたら酒のせいにする。童どう貞てい喪そう失しつの瞬間を覚えていないのは心残りだが、とりあえずそのときの星野の状じよう況きようを知りたい。

「いいも悪いも、そもそもやってないからな」

「え、ちょっと待て。やってないってどういうことだ？」

「どういうこと、って言葉どおりだが。酒飲んで前後不覚になっている相手に手を出すわけがないだろう。俺をなんだと思っているんだ？」

　北白川が平然と言い放つ。

「俺がヤっちゃったとき、次の日の朝、お前痛いって言って尻をさすってたじゃないか。あれはなんだったんだよ」

「さあ？　覚えていないからなんとも言えないが、ずっと同じ体勢で眠っていて腰が痛かった、とか？」

　北白川は本当にわからないといった表情で首を傾かしげた。

「じゃ、じゃあ、そのあと通勤のとき、駅の階段を踏ふみ外しそうになったのは？」

　責任を感じて星野が鞄かばんを持ってやったので、北白川もそちらは覚えていたらしい。

「ああ。あれは単純に滑すべっただけだ。雨だったしな」

　尻を痛そうにしていたのも足を滑らせたのも、偶ぐう然ぜんが重なったというなら信じよう。不自然な言い訳でもない。

　だが、それならばなぜ……？

「え……、だったらなんで今まで俺をだましてたんだよ」

「だましてない。抱かれたなんて、俺はひと言も言っていないだろう。最初は冗じよう談だんのつもりだったんだが、まさか星野が信じ込むなんて思ってもみなくてな」

「勘かん違ちがいしてるのわかってたなら否定しろよ！　お前が冗談言うとは思わないだろっ！」

　じゃあ、借りを返すと北白川に抱かれた星野は、いったいなんだったのだ？

「いや、つい、おもしろくて」

「お、おも……」

　悪びれもせずに言う北白川に、星野は頭が痛くなってくる。

「お前のこと好きだって思ったの、訂てい正せいするわ。あれ、やっぱり間ま違ちがいだ」

　怒いかりが過ぎると、脱だつ力りよく感に見み舞まわれる。

　星野は北白川の腕うでの中から抜け出し、重い体を無理やり起こしてバスルームへ向かった。










　下着とネクタイを北白川に借りた。

　替かえは職場にあるからそれまでの辛しん抱ぼうだと思って、星野は昨日着ていたワイシャツに袖そでを通す。

　星野は怒おこっているのだ。

　朝の一件があってから、支し度たくをし終えた今までの間、星野は北白川と口をきいていない。

「なあ、星野。そろそろ機き嫌げんを直してくれよ」

　玄げん関かんで靴くつを履はく星野の背中から、北白川が面めん倒どうくさそうな声で言う。これっぽちも悪いとは思っていない口ぶりだ。

「許さないっ」

　許せるわけがない。そのことで誤解が生じなければ、そもそも星野は北白川に体を差し出していなかったのだから。

　すっかりだまされてその気になっていたのに、結局俺は童どう貞ていのままじゃないか。ということはつまり、俺にはまだ、魔ま法ほう使いになってしまう可能性が残っているのだ。

「俺が先に行くから、お前は十分後に家を出ろよ。わかったな」

「はいはい。あ、そうだ、星野」

「なんだよっ」

　振ふり返った星野に、北白川がキスをした。

「な、な……、んんっ」

　唇が一度離れて、再び口をふさがれたときには口内に舌が入り込んでくる。

「ん、んんっ」

　星野は首を左右に振ってかわそうとするけれど、北白川に首の後ろを押さえられているため、顔を動かせない。

「いってらっしゃい」

　してやったりという顔で言う北白川に、あっさりと毒気を抜ぬかれてしまう。

「……い、いってきます」

　いってらっしゃいのキスなんてバカだろ。いい年して。しかも男同士で。

　北白川をバカと罵ののしりながらも、星野は淡あわい初はつ恋こいのときに経験した胸の高鳴りを感じてもいた。





おわり









あとがき







　ルビー文庫様でははじめまして。石原ひな子です。

　このたびは『29歳、魔法使いにはなりません！』をお手に取ってくださいましてありがとうございます！

　かっこよくてモテるのに童貞の受の星野と、かっこよくてモテるハイスペックな攻、北白川のお話です。

　冒頭からアレですが、本来なら、職場での星野はクールで仕事をバリバリこなすイケメンなんです。それを上回るイケメンが登場したことにより、星野のコンプレックスがぐりぐり刺激されてしまったわけなんですが。

　冒頭からアレ、といえば、イラストについて触れないわけにはいきません。

　お忙しい中、素敵なイラストを描いてくださいました佳門サエコ先生、ありがとうございました！　内容が内容なのでそういうシーンばかりで大変ではなかったでしょうか。

　表紙、口絵、本文イラスト、データを開くたびに出てくる現れる裸。お尻しり＆乳首祭りについてはカバーコメントでも触れましたが、このあたりのチョイスは担当様の趣味が色濃く反映されていると思われます（笑）。

　イラスト指定はこの辺りです、という連絡がきていたので、ある程度のイメージはありました。一枚目のあのシーンは星野の正面から見た絵を想像していたんですが、このアングルでくるとは……とラフをいただいたときにパソコンの前で変な声が出てニヤニヤしてしまいました。

　今回はコメディを意識して書きましたが、佳門先生のおかげで、表紙からもう明るく楽しそうな感じが伝わってくるかと思います。本当にうれしいです！

　そしてタイトル。せっかくなので「魔法使い」という単語を使いたかったのですが、なかなかハマるものが思いつかず、自分で考えたタイトルの中には入っていませんでした。しかし担当様があげてくださった中に本著のタイトルが入っており、見た瞬間ビビッときて「これがいいです！」と即返信してしまいました。ポップでキャッチーで明るい雰囲気で、とても気に入っています。

　イラストやタイトルに大幅に助けられております『29歳、魔法使いにはなりません！』ですが、中身も少しでも楽しんでいただけたら幸いです。

　佳門サエコ先生、ご一緒にお仕事ができてうれしかったです。ありがとうございます。

　執筆中にはいろいろなアドバイスをくださったりなど、担当様には大変助けていただきました。また、お声をかけてくださいましてどうもありがとうございました。

　そして読んでくださった皆様にも、重ねてお礼申し上げます。ありがとうございました。

　またお会いできたらうれしいです。


平成二十五年　夏　石原ひな子　　　
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カバー・口絵・本文イラスト／佳門サエコ

デザイン／福井絵里子










29歳さい、魔ま法ほう使つかいにはなりません！








石いし原はらひな子こ
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